
土層解説
l　黒　　　色　　ローム粒子少量　焼Jブロック　炭化凝〃磯登

2　異　褐　色　　ローム粒子少量夕　焼土ブロック微量
3　黒　褐　色　　U－ムブU・、∵中量量
複　葉を　褐　色　　ロ…ふ粒子少量

5　極暗褐色　　ロームプロッタ少量

6　暗　褐　色　　ロームプロッタ中量
7　暗　褐　色　　ロームプロッタ中量夕　粘土プロッタ微量

遺物出立状況　縄文土器片摘薫　土師器片黒点　須恵器

昌「主　項、）が出．上している。縄文土器片は人為堆積時

の混鬼に去る　のと考えられる。また全体的に細片がほ

んと′∴　甘示？．きたか1－－∵た

ノ

ことから芦　時期は9世紀代と考えられる。
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健置　調査区酋部の民鋸　区に位置し　畜地上の南側に立地して折る。

規模と形状　豆工Jnlはどの円航／上　達円錐状に据年込まれている。深さは．144cIllである。

覆土　涌ノ′恒一亘丹∵日当までを碓完工ノ∴　プロl、・′ク状仁堆積していることから人為堆積と考えられるこ
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ロ桝…ムプロッタも廃土プロッタ少鼠炭化物瀕巌
ロームブロックを焼土粒子少量

ロームプロッタ少量撃焼土粒子の炭化物微量
私…ムブロック中還
甘…ムプロジグぉ炭化物少巌

甘…£ブロック中巌
ロ…ふプロッタ夢巌

遺物出土状況　縄文土器片H点∴L師器片芳点，

須恵器片且鉱産　塚7　聾射　礫　意が出まして折

る。．縄文＿i〕器片は人為堆積時了）混入によるものと

考えられる。－し諸芸（′T）はとんどが細片のため図示で

きなか／－）た。
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土していることから　時期は奈良の平安時代　考

えられる．、、
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（4）土　坑
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重複関係　第3号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径上出札　短径仕9111の半川三である言、策さは35eIl了亡、，壁は外傾して立ち上が／－＿ノている。、底面烏ⅧL

状である、

…温胡上



覆土　3層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土ブロック・粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片10点，須恵器片1点（嚢），鉄製品1点（鎌）が出土している。M46は覆土中層から出

土している。

所見　時期は，第3号住居跡を掘り込んでいることと出土土器から平安時代と考えられる。
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第140図　第149号土坑・出土遺物実測図

第149号土坑出土遺物観察表（第140図）

Jl丁字lこてl‥
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番号種別長さ幅厚さ重量材質特　　　　　徴出土位置備　考

M46鎌（18．5）3．60．5（83．7）鉄木質付着中層PL61

第715号土坑（第141図）

位置　調査区西部のE6g4区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第23号住居跡を掘り込み，ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．5m，短軸1．1mの長方形で，長軸方向はN－830－Wである。深さは45cmで，壁は外傾して

号ノト匡∴〕
A49．6m

第141図　第715号土坑実測図

0　　　　　　1m
j　：　！

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを多く含んでいる

ことから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色

2　褐　　　色
3　暗　褐　色

ロームブロック少量
ロームブロック中量
ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片3点，土師器片23点，須恵器

片1点が出土している。縄文土器片は人為堆積時の混入

と考えられる。土器は細片のため図示できなかった。

所見　第23号住居跡を掘り込んでいることと出土土器か

ら，時期は平安時代と考えられる。

－144一



第732号土坑（第142図）

位置　調査区西部のE5a6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1748号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．6m，短径1．1mの楕円形で，長径方向はN－

250－Eである。深さは約16cmで，壁は緩く外傾して立ち上がって

いる。底面は皿状である。

覆土　単一層であるため，堆積状況は不明である。

土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片23点が出土している。土

器はすべて細片のため図示できなかったが，土師器片の半数以上が

杯片でロクロナデがみられる。

所見　時期は，出土土器から平安時代と考えられる。

㌦7っ
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第142図　第732号土坑実測図

第809号土坑（第143図）

位置　調査区東部のFlOiO区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径0・9m，短径0・6mの楕円形で，長径方向はN－610－Wである。深さは11cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　4層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1暗　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片3点，土

師器片6点，須恵器片1点が出土し

ている。縄文土器片は人為堆積時の

混入と考えられる。595は底面から

出土している。

所見　時期は，出土土器から平安時

代と考えられる。

轡

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

粘土ブロック少量
粘土ブロック少量，ロームブロック微量
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第143図　第809号土坑・出土遺物実測図

第809号土坑出土遺物観察表（第143図）

O

Lコ＝二∃cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

595 土師器高台付杯 （4．0）［7．2］
石英・長石・

雲母
にぷい黄橙 普通 高台貼り付け，内面へラ磨き．中央部底面80％

第812号土坑（第144図）

位置　調査区東部のFlOe7区に位置し，台地の南側に立地している。

－145－
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立ち上がっている。底面は皿状である。

滞豊　　層からな軋　含有物から人為堆積と考えられる。
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土層解説
i　黒　褐　色

2　褐　　　色
3　褐　　　色

甘…ふ紛争少遺賢　炭化粒子を媛沼パミ黒磯還
ローぶプ甘裏年鹿沼パ篭掛少量㍉隊士粒子刃針隙紛争微量
澤－ム粒予中量賢　鹿沼パミス少量

一二　　　　　′　′≡′′ケ　：ノふ11二′ミl′・・　　　丁・′＼・′・∴　一

≡≡≡≡豊ここ≡』
ている、「土器は細片のため図示できなかノノ）たこ、一

所鳳　時期は芦　出土土器から平安時代と考えられる。

工藁㌫㍉㍉∴　了∵、．・′ぐ・

位置　調査区FlOf4区に位置しタ　台地上の南側に立地している。

規模と形状　径のめ8mの円形である。深さは祝mで　壁は緩　外傾して立ち上がっている。底面は弧状である。

滞羞　　層からな娠　含有物からÅ為堆積と考えられる。
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土層解説
且　暗赤灰色　　ローム粒子凋離媒折「粘土粒子少還
2　時赤褐色　　ローム粒子の炭化粒子少量　粘土

粒子微量
3　赤　褐　色　　焼士粧予多量
逢　褐　　　色　　び－ム粒子中量資　焼土粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片

凱蕉　鉄製品私産　刀子　が出土して射る。

M49は底面から甘上しているご

所鳳　時期は汐　出土土器から8世紀代と考

えられる。

第氾号土坑出土遺物観察表（第摘5回）
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健置　調査区西部の琵馴鰯区に位遷し夢畜飽息の南側に立瀾尤

ている二
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－52〇一一WであるL言蒙さは20cil了∴　壁は緩く年俸して立ち上が

っている、日産面は平坦であ′る，

滞豊　　層からな軋　含有物から鬼為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗赤褐色　　ロ…ムプロッタを焼土ブロック少量や　凝ノ楼物微量

2　暗　褐　色　　ロームプロッタ少量
3　黒　褐　色　　ロームプロブタ少還
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遺物出立状況　土師器片8息　須恵器片1点が出土している。土器は細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から平安時代と考えられる。

第柑帽尊堂坑（第147図）

位置　調査区西部のE6h3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　中央部分をピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸工4m，短軸LOmの長方形で，長軸方向はN－870－Eである。深さは20cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　2層からなり，ロームブロックを多く含んでいる

ことから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック中量
2　灰　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片4点，須恵器片1点が出土し

ている。縄文土器片は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　時期は，出土土器から奈良・平安時代と考えられ

る。
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第摘図　第1612号土坑実測図

第帽那号蓋坑（第148図）

位置　調査区西部のE5a7区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1640号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と形状　長径0．8m，短径0。7mの楕円形で，長径方向はN

－150－Wである。深さは35cmで，壁は外傾して立ち上がって

いる。底面は平坦である。

覆土　ローム粒子を少量含む黒褐色土を基調としている。

遺物出土状況　土師器片16点が出土している。すべて細片のた

め図示できなかったが，ロクロの使用が認められた。

所見　時期は，出土土器から平安時代後半と考えられる。

ー147－
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第相聞　第1641号土坑実測図



4　中◎近健の遺構と遺物

中。近世の遺構としてほ，掘立柱建物跡1棟，竪穴状遺構15基，地下式墳19基，井戸跡33基，墓墳12基，土

坑100軋溝跡18条が確認された。特に墓墳e土坑については，出土遺物や遺構の形態など中・近世の遺構とし

て性格の顕著なものを取り上げた。以下，確認された遺構と遺物について記述する。

なお，粘土採掘坑の可能性のある第1900号土坑については，「5　その他の時代の遺構と遺物」で記述する。

（1）掘立柱建物跡

第瑠考掘童櫨建物跡（第149の150図）

位置　調査区中央部のE7i5区に位置し，台地上の南側に立地している。

P 8

△
M 4 0

P 7

二丈三　　二二
第掴図　第1号掘立柱建物跡実測図

－148－
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重複関係　第23号溝に掘り込まれている。

規模と形状　桁行4間，梁間2間の側柱式建物跡で，桁行方向はN－750－Wの東西棟である。規模は桁行7．5

m，梁間4．8mであり，柱間寸法は桁行が1．8～2．1m，梁間が1．8～2．0mである。

柱穴　平面形は長径70～90cmの楕円形，径60～80cmの円形，一辺70cmの不整方形の三種類で，深さは50～70cm

である。柱の抜き取り痕はPl～P3，P7～Pllから確認されており，第1層が相当し，締まりが弱い。

土居解説（各柱穴共通）
1　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化材・鹿沼パミス少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　　ロームブロック中量

5　褐　　　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片12点，土師器片8点，土師質土器片11点（小皿2，内耳鍋9），陶器片2点（碗，

嚢），古銭1点（寛永通賓）が出土している。548はP5の覆土上層から逆位で，M40はP7の覆土上層から出

土している。また，549は覆土中からの出土で，本跡のすぐ南側の土坑から出土したものと接合関係にある。

所見　時期は，出土遺物から17世紀中葉以降と考えられる。

第150図　第1号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第1号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第150図）

＼∈±：宍48

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 器質 券種 U 径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

548 陶器 天目茶碗 － （2．1） 4．4 長石 灰黄 － 黒褐 鉄寒由 瀬戸・美濃 － P 5上層 20％

549 陶器 襲 ［23．0］（12．8） － 長石 にぷい黄橙 － 一部自然粕 常滑 － 覆土中 5 ％

番号 銭名 径 孔 重量 初鋳年 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 40 寛永通賓 2．5 0．6 3，2 1636 鋼 古寛永 P 7上層 P L 62

（2）竪穴状遺構

第1号竪穴状遺構（SK232）（第151図）

位置　調査区西部のE6e5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第2号竪穴状遺構に掘り込まれている。

－149－
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直立している。
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っていることから桂穴に相当する　のと考えられる。㌘勘　P　はそれぞれ南壁を掘　込んでお軋性格は不

明である。

滞丑　8層からなり芦　ロームブロックを多量に含んでいることからÅ為堆積　考えられる。

土層解説
1　黒　　　色　IlトームブU、：′ク微量

2　黒　褐　色

：う　黒　　　色

・1　黒　　　色

U－ムプロrノク中量

ロームブロック少量

ロー－ムブLJ、ソク少量，炭化物・鹿沼パミスブU
ック微量

5　黒　褐　色　　ロームブロックを鹿沼パミスブロック少鼠　炭
化物微量

6　黄　褐　色　　ロームブロック多量
7　極暗褐色　　ロームブロック少量
8　黒　褐　色　　しトームブLJ‥ノク少量

ノ∴・ち′　′：－．．言ノー　∵．C‾　′、′、－ノ　　・、ノ、′　　　　三′、′、　′　　　　　－、　て；　・、ノ・・　′　　ノ　　　　　　ノ

遺物のほとんどはÅ為堆積時の混入によるものと考えられる。また汐　細片のため図示できなかったが浮　土師質

土器片は外面に煤が付着した内耳鍋の体部片である。

所殿　中健に特有な遺構形態であ軋　同様の遺構が近辺から確認されていることや　混鬼とはいえ最新の遺物

が内耳鍋であることから判断して芦　時期は中世後半と考えられる。

7　　6

4　　　　　　3

．、；・　∴　　′′ノ、．′、－ノ∴　∴　′－　′

窮望考竪究撰遺構（SK233）第蟻囲）

位置　調査区西部のE6し、5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1号竪穴状遺構を掘り込んでいる。

．、一ノ言・右八　十い－′　∴　‥∴・l∴、、．ノ工ノノ言、、　′′　　一、　　　　　＿　一日′；ノ、．　．ニ′　　‾一‾　　ノ′　，

立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面はみられないご

ピット　27か所。P且は深さ65cmで北壁の中央部にタ　㌘2ほ深さ50cmで南壁の中央部にありタ　それぞれ対にな

ノノノ）ていることから柱穴に相当するものと考えられる．

滞丑　5層からなりタ　ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

・一一一15（）一一一



土居解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

こう　黒　褐　色

ロームブロック少量

U－1－ムプロ・ソク少量

U一一ムブU、ソク・炭化物少量

・l　黒　褐　色
5　暗　褐　色

炭化物少量，しトームブLJ・ソク微量

しトームプロ∴ク中量

イ′　　　′、′．、　　　・　　　　　′　　　　∴、、・　　　　　　　　　、．、　　　　　　′　．　　‥　　　　＿、・・、′　　　　し　　　　、ノ

須恵器片はÅ為堆積時の混入による　のと考えられる。また　土器は細片のため図示することができなかった。

．　　　　′　　二、、一　三　　二、．　　　・、　　′′　　　一′、　　、一　　　・二　・、′　　　′　－　′

ることから判断して，時期は中世後半と考えられるし、

第　号竪究携遺構　纏K2器）第蟻図）

l　　　′　く・　二．　　　′　く　　　　．　　．　′′　　　　　・一　、　′

重複関係　第23⊥1号土坑を掘り込んでいる。

、ノ、′　二′、　　　　　　　　　　　　・・、　三・　　　　ノ　　、＼1　　　　　ニ・・　　　　－　　　　　　′、　一

ち上が／・つている、、

床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。

．′　　　　　　　　　　′　　　、　　　　　　　　　　　．　　　　　　　．、：　　∴　・　　　ノノ　　ノ　　　　　′　、．′　′　　　　′

・　　　′　　′　　　　ノー　　　　′　　　　　　一　、、　　′．　　′　　　　　　、　　　′′　　　　・．ノ　　　ー′

車の炭化物が確認された。P3については性格不明である。

覆土‘－1層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。．

土層解説
1　黒　　　色　　t」－1一一一ムブUツケ少量，炭化物微量

2　黒　　　色　　U－ムブロック少量
こう　黒　　　色　　U一一ムプロ、ソク微量

‘－I　黒　　　色　　U－ムプロ、ソク・炭化物少量

ノ　ウ　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　．ク．′　．　　　　′、　′　∴　　′　　′　　∴　　．　′．

′　　　．　　∴　　－・．く　．、　　　　　ノ・　　3．　　　ノノ　ノ．．　－　　　＿．　＿‾／！．′′　・・－′．．．′　．

∴　ノ・、、′　　一　　．㌻　　　　　∴　ノ　　‾ソく、　　｛！・′．′　′．、′′ノ．、ノ′　′　‥　ノ、′　′′．

ノ．　　　　　　　′、　　ニ　　・′　　　　　′′　　′′　、ノノ　　・′’－　、　ノ・′′　　　ノ　　′　∴′∴∴わノ．　　．

ることから判断して，時期は中世後半と考えられる。

㊨　　　l　　　　夢

3

′　．∴　∴　′′ノ　′ノノ、′　　　　　　　　ら′′　′一、

l一一hつ51－
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第3号竪穴状遺構出土遺物観察表（第152図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

53 9 土師質土器 内耳鍋 － （5．1） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 ナデ，外 面煤付 着 覆土 中 5 ％

番 号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 35 釘 （2．9） 0．5 0 ．3 （0．8） 鉄 頚 部 欠失 覆土 中

第4号竪穴状遺構（SK240）（第153図）

位置　調査区西部のE6e5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　南西壁を第6号竪穴状遺構に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．2m，短軸2．0mの長方形で，長軸方向はN－90－Wである。壁高は32～45cmで外傾して立

ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。中央部に焼土の広がりが確認できた。また，焼土の東側には広範囲に

灰がうっすらと広がっている。

ピット　2か所。Plは深さ50cmで北壁の中央部に，P2は深さ45cmで南壁の中央部にあり，それぞれ対にな

っていることから柱穴に相当するものと考えられる。

ピット土層解説
1　黒　褐　色

⑥

ロームブロック少量

I l

旦49．4m

二＿＿＿＿＿　ニー1－・ll

第153図　第4・6号竪穴状遺構実測図

152

0　　　　　　　　　　　　　　2m

0　　　　　　　　　　　　　1m



滞丑　　層からな軋　ロームプロッタを多　含んでいることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　U一一ムブUック中量，炭化物微量
コ　黒　褐　色　　U一一1ムブU、＿ソク少量，焼上ブU・ソク・炭化物微量

こう　極暗褐色　　U一一ムプロ、ソク中量，炭化物微量
4　暗　褐　色　　ロームブロック少量

5　暗　褐　色　l」一一ムブU、ソクl「量，焼上ブUツク・炭化物微量

6　暗　褐　色　　ロームプロ、ソク中量，炭化物微量
7　褐　　　色　　し7－－ムプロ、ソク中量，炭化物微量
S　極暗褐色　　U－ムブUック少量

遺物出豊状況　縄文土器片蟻点　土師器片2点　須恵器片　点が出土している。遺物はすべてÅ為堆積時の混

入によるものと考えられる．

所鳳　中健に特有を遺構形態であ軋　同様の遺構が近辺から確認されていることから　時期は中世　考えられ

る。

第5号竪究状遺構（SK2欝）第蟻図）

位置　調査区中央部のE7C7区に位置しタ　台地上の中央部に立地している。

重複関係　北東コーナー部付近を第254号士坑に掘り込まれている。

．、一、三ミさ，与り二・くh上・ニ、∴二　∴五＿′　一・、（ノ．．てノ■・三、　＿二十リノ′言、＼、－こ：、、‾、。′′∴l・t．・．工！、、！：（：、、∵ノ、よ．′

ている。

床　ほぼ平坦で　硬化面はみられない。

ぽッ紅　　か所。P　は深さ凱cmで北壁の中央部に汐　P　は深さ舗cmで南壁の中央部にそれぞれ対になってお

り，柱穴に相当するものと考えられる。，

覆土　7層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　　ロームブUック少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

4　黒　褐　色　　ロームブロック少量

5　褐　　　色　　ローム粒J’一多量
6　暗　褐　色　　ローム粒子中量

7　桓暗褐色　　U一一ムブロック・炭化材少量

遺物出立状況　縄文土器片閻点　土師器片測点　須恵器片　点　土師質土器片　点　内耳鍋）が出土している。

土師質土器片以外はÅ為堆積時の混入によるものと考えられる。土師質土器片はいずれも表面に煤が付着した

内耳銅片であるが資　細片のため図示することができなかった。

所凰　中世に特有な遺構形態であり，同様の遺構が近辺から確認されていることやタ　最新の遺物が内耳鍋であ

ることから判断して，時期は中世後半と考えられる。

㊨＋＋＋‖

磯塙

．∴′；・　工、）ノr Cノ、：ノ∴　∴∴、、こ
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第6号竪穴状遺構（SK261）（第153・155図）

位置　調査区西部のE6f5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第23号住居跡，第4号竪穴状遺構を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．0m，短軸1．6mで，西壁が外側に階段状に張り出している不整方形である。長軸方向はN

－74。－Wである。壁高は約42cmで外傾して立ち上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。床面の中央北側寄りの部分と，北東コーナー部付近の2か所から炭と

骨粉が層をなしている（第1・5・8層の上面）部分が確認できた。いずれも一辺が30～40cmほどの長方形で

厚さは10～15cm程度である。

炭・骨粉集中居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量
4　褐　　　色　　ロームブロック多量
5　灰　白　色　　骨粉多量，炭化粒子少量
6　褐　　　色　　ロームブロック中量

7　黒　褐　色
8　暗　褐　色

9　黒　褐　色
10　黒　褐　色

11黒　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
炭化粒子・骨粉中量，ロームブロック少量
ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

ピット　2か所。Plは深さ45cmで北壁の中央部に，P2は深さ50cmで南壁の中央部にあり，それぞれ対にな

っていることから柱穴に相当するものと考えられる。いずれも床面に対し外傾に掘り込まれている。

覆土　6層からなり，ロームブロックを多量に含む不規則な堆積状況を呈していることから，人為堆積と考え

られる。

土居解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック中量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量，

焼土ブロック微量

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック・炭化物・粘土粒子中量

遺物出土状況　土師器片5点，須恵器片1点，土師質土器片5点が出土している。土師器片，須恵器片は人為

堆積時の混入によるものと考えられる。土師質土器片はすべて外面に煤が付着した内耳銅片（口緑2，休部1，

底部2）である。540は覆土下層から出土している。また図示できなかったが，他の内耳銅片も覆土下層から出

土している。

所見　床面の2か所から炭化物や骨粉が確認されているが，2か所とも層内にロームブロックを含んでいるこ

とから，埋没過程で炭化物や骨粉が投棄された可能性がある。時期は，540が覆土下層から出土していることか

ら中世後半と考えられる。

プ針。。m
第155図　第6号竪穴状遺構出土遣物実測図

第6号竪穴状遺構出土遺物観察表（第155図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

54 0 土師質土器 内耳鍋 ［36．8］ （7．3） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普 通 横 ナデ 覆土下層 10％

ー154－



第　号竪究既遺構　纏K測幻　第蟻図）

位置　調査区の西部E c区で　畜地上の南側に立地している。

、′　　　　　　　　　　　　　　　　　′－　、′　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J‥　㌧・・＼　　　　　　　ノ　　＿、′．　ニ　　′　．　、

二　　　　　　　、　　　　　、　′

床　ほぼ平坦で　硬化商はみられな齢。

ノ　　　　　　′　′、、二　＿　　　　　　、、　ニ　′．′・　　‾　＿　　　′

ぞれ対にな／：．）ていることから柱穴に相当するものと考えられるし、

ビット土層解説

且　黒　褐　色　　ロームブロック多量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

ニ＿う　黒　褐　色　　U－ムブU、ソケ少＿量　焼＝粒子微量

′′　　一　　　　’　　　′ト・手　　　′　　　′　　一ノ　・　　′′′　、、、　1ノ　ー　　　ノ

出土していることなどから人為堆積と考えられる。，

土層解説
1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

5　極暗褐色

ロームブロック中遺筆　炭化物微量
しトームゾl」、ソク少量，焼上ブLトソク・炭化物・府粧－；：

ロームブロック中量汐　炭化物薇還
し「一∴－！㌧「′・・′ク中量，此沼ノ＼ミスブLJツケ微量

U－1－ムブLJ、ソク中量，焼上ブU∴ソケ・炭化物・

鹿沼パミスブロック微量

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　暗　褐　色

1－J一一ムブt」・ソク中量，炭化物微量

U一一∴粒戸出；∴　小礫微量

しト→ムブLJ・ソク少量，焼上ブU、ソン・此沼′＼ミ

スブロックの骨粉微量

しトームブし上ノ・ク・吠少量，焼上ブLJ・ソク・骨粉微量

′　　　　　　　　′　　′　　　　一ノ　　ノノ　　　　　　′

所凰　灰や骨粉が確認されて折るが　微量のため性格は不明である。本跡は中世に特有な遺構形態であ娠　同

様の遺構が近辺から確認されていることから　時期は中健と考えられる。

㊨　i

碗＋　藍轍が

ノ　　　　　　　′　　　　　　　ノ　　　　く

′

く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′

／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　ノ．　、．　　　‾　、．　1′

して立ち上がり∴束つ桝勘まほぼ直立している．、▼、、
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床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。

ピット　4か所。Plは深さ60cmで北壁の中央部に，P2は深さ50cmで南壁の中央部にあり，それぞれ対にな

っていることから柱穴に相当するものと考えられる。いずれも床面に対し外傾に掘り込まれている。また，P

3，P4ほ深さ15～20cmで，性格は不明であるが本跡と同時期のものと考えられる。

覆土　5層からなり，ロームブロックを多く含んでいることや，炭化物を含んでいることから人為堆積と考え

られる。第4・5層はピットの土層に相当する。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック中量，炭化粒子少量

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

ロームブロック中量，焼土粒子微量
ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片20点，土師器片4点，須恵器片2点，土師質土器片18点が出土している。縄文土器

片，土師器片，須恵器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。土師質土器片は外面に煤が付着した内

耳鋼片15点（口縁3，体部12），小皿片3点である。542は南側ピット2付近の覆土下層から出土している。

所見　中世に特有な遺構形態であることや，542が覆土下層から出土していることから，時期は中世後半と考え

られる。

0　　　　　　1m
l i　　！

＼＿仁王＝：プ乙1

第157図　第8号竪穴状遺構・出土遺物実測図

第8号竪穴状遺構出土遺物観察表（第157図）

番号 種 別 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

54 1 土師質土器 小皿 － （1．8） 4．6 赤色粒子 ・雲母 にぷい黄橙 普通 底 部回転糸切 り 覆土 中 4 0％

54 2 土師質土器 内耳鍋 ［3 7．8］ （10 ．8） － 石英・長石・雲母 にぷい黄橙 普通 臼緑 部横 ナデ P 2 付 近
下 層

5 ％

第9号竪穴状遺構（SK534）（第158図）

位置　調査区中央部のE7i4区に位置し，台地上の中央に立地している。

ー156－



重複関係　第58・59・482号土坑を掘り込み，第23号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．9m，短軸1．6mの長方形で，長軸方向はN－570－Eである。壁高は約59cmでほぼ直立して

いる。

床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。

ピット　2か所。Plは深さ45cmで北壁の中央部に，P2は深さ105cmで南壁の中央部にあり，それぞれ対にな

っていることから柱穴に相当するものと考えられる。

覆土10層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色
3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少
量，炭化粒子・粘土ブロック微量
ロームブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
ロームブロック中量，鹿沼パミス少量
ロームブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス・
粘土粒子微量

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色
8　暗　褐　色
9　暗　褐　色

10　暗　褐　色

ロームブロック中量，粘土粒子微量
ローム粒子中量，鹿沼パミスブロック中量
ローム粒子少量
ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
ロームブロック中量
ロームブロック中量，鹿沼パミス・粘土粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片55点，土師器片3点，須恵器片3点，土師質土器片27点が出土している。土師質土

器片以外は人為堆積時の混入によるものと考えられる。土師質土器片は小皿片5点と内耳鋼片22点で，それぞ

れ口緑部形態の比較から複数個体出土している。小皿片は細片のため図示できなかった。

所見　中世に特有な遺構の形態であることや出土土器から，時期は中世後半と考えられる。

④

ふ．．

＝二l：
第158図　第9号竪穴状遺構・出土遺物実測図

第9号竪穴状遺構出土遺物観察表（第158図）

1－7
01

0　　　　　　　　　　　　　2m

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

543 土師質土器 内耳鍋 ［28．2］ 5．1 【21．8］長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 梼ナデ 覆土中 5 ％

第11号竪穴状遺構（SK683）（第159図）

位置　調査区西部のE6d2区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第682・686号土坑を掘り込んでいる。

一一157－



′ノ　ノ・．壬　　　　・　．　　　　ノ　　1　・・　　、＼＼、、　　　　　′、　　　　　　、

立ち上がっている。

＼　J′　　－P、′′　ノ　　′′　　、′＼、　　　　・　＼′

酢ジ睦　　か所。P　は北壁の中央部にタ　P　は両壁の中央部にあ軋　深さはと　に磯cmほどで　それぞれ対

になっていることから柱穴に相当するものと考えられる．

滞豊　8層からなりタ　ロームプロッタを多　含んでいることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　勘　色　　しトームブU、ソケ′吊；∴　鹿沼ノ＼ミキ微量

2　極暗褐色　　ロームブロック少量

3　極暗褐色　　ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量
Al　恒暗褐色　　ローlムブUック中量

5　暗　出　色　　U一一1∴ブし「ノウ少量

（i　暗　勘　色　　t「一∴ブLJ・∵ク中量

7　黒　褐　色　　しノームブUlソク少量

S　極暗褐色　　ローム粒子少量

労　、∴．・言　ノ　　′．、　　　こ　′　　・∴　′　　　　′　　　　　　′．、・′′．　　、′∴

人によるものと考えられる。

所鳳　中世に特有な遺構形態であることや　本跡のすぐ東側から同様の遺構が確認されていることから　時期

は中世と考えられる。、

⑥

′J’∴′′．

第臓固　第1号竪穴状遺構実測図

予、二二l三∴‥‥‾t．、，＼十㌧′　工　∵′一くl

位置　調査区東部のF相澤区に位置し芦　南に傾斜する台地上に立地している。

重複関係　第18号竪穴状遺構を掘り込んでいる。

∴ミノー　壬ニ、。・・く．、：　．、′．、ノ′ノ　三　‾　　　ノ　　、　　　一　　′‾′ノ　　　　ヘ　t　ノ　、　　一．

約30cm確認されており，ほぼ直立している．

床　ほぼ平坦でタ　硬化面はみられない。酋壁際に多少のくぼみが確認できるが性格は不明である。

ピット　2か所。P　は深さ鮒cmで北壁寄りの中央部に資　また南壁側の対になる位置に深さ測cmのP2が確認

されており，両者は柱穴に相当するものと考えられる。：、

滞ま　4層からなり努　含有物から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子を炭化粒子e鹿沼パミス少量，焼土

ブロック微量
2　褐　　　色　　ロームブロック少量夕　焼土粒子や炭化粒子微量

3　暗　褐　色

‘1　明　褐　色

U一一一ム粒J’・・焼士粒子・炭化桂台微量
ローム粒子中量、焼十粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，須恵詣片1点が出土しているし言馴勿はすべて人為堆積時の混入と考えられる。、
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所農　本跡の柱穴位置は壁に隣接しておらず，他の竪穴状遺構　は異なっている。時期は　第摘号竪穴状遺構

を掘り込んでいることから，中世後半と考えられる。

A53．帥

1　　　3

第相聞　第13・18号竪穴状遺構実測図

聯】　　　軍i

2m

亡‾「∵＝‾‾二二l∃l二二二‥一一l二二二「ニー

第瑠璃号竪究状遺構（SK1815）（第161図）

位置　調査区西部D6j8区に位置し，台地上の南側に位置している。

重複関係　第18号地下式壕，第1800e1817号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第1800号土坑に掘り込まれているため，南北方向は2．0mまで確認された。東西方向は1．8mで長

方形と考えられる。長軸方向はN－100－Wである。壁高は南壁で41cmあり，直立している。

床　平坦であるが北側に向かってス

ロープ状に高まっており，その途中

の広い範囲に粘土の塊が確認されて

いる。硬化面は確認されなかった。

ピット　1か所。Plは南壁寄りの

中央部にあり，深さは40cmである。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆

積していることから自然堆積と考え

られる。

可

第相聞　第14号竪穴状遺構実測図

－159－
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土居解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　極暗褐色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は確認されなかった。

所見　遺物が確認されていないが，第13号竪穴状遺構と同形態と推測され，時期は中世と考えられる。

第帽号竪究状遺構（SI27）（第162の163図）

位置　調査区西部のE6a3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　西壁を第1683号土坑に，北側を第39号溝，第1688号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長車由姐m，短軸2．9mの長方形で，長軸方向はN－40－Eである。壁高は約40cmで外傾して立ち

上がっている。

床　ほぼ平坦で，硬化面は東側のピットの内側部分と北東寄りの部分で確認された。

ピット　6か所。Plは北側の中央部に，P2ほ南壁の中央部にあり言葉さばともに75cmである。それぞれ対

になっていることから柱穴に相当するものと考えられる。またP3，P6はともに深さが30cmで対になる位置

にあることから，補助柱穴としての役割を果たしていたものと考えられる。P4，P5については性格不明で

ある。

第帽2図　第15号竪穴状遺構実測図

－16（十一
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覆土11層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　　　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミスブロ
ック微量

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック少量
ロームブロック中量

ロームブロック中量

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色
8　黒　褐　色
9　黒　褐　色

10　暗　褐　色
11極暗褐色

ロームブロック少量，炭化物・粘土ブロック微量
ロームブロック微量

ロームブロック少量，粘土ブロック微量
ロームブロック少量
ロームブロック少量

ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片47点，土師器片155点，須恵器片20氏土師質土器片3点（小皿2，内耳鍋1），瓦

質土器片1点が出土している。土師質土器片，瓦質土器片以外は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　他の竪穴状遺構と比較し規模が大き

いが，壁が確認されていることやピットの

対応関係等から1遺構と考えた。また，硬

化面の広がりは，一定期間生活空間として

利用されたことをうかがわせる。時期は，

出土土器から中世と考えられる。

第15号竪穴状遺構出土遺物観察表（第163図）

第163図　第15号竪穴状遺構出土遺物実測図

番号 種別 券種 口径 ′器高 底径 胎　 士 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

544 土師質土器 小皿 ［12．6］ 3．8 ［8．4］
赤色粒子 ・黒
色粒子 ・雲母

浅黄橙 普通 底部 回転 糸切 り 覆土中 20％

5 45 土師質土器 内耳鍋 － （5．3） － 石英・長石・雲母 にぷ い褐 普通 横 ナデ，外 面煤付着 穫土中 5 ％

第欄号竪究状遺構（S摘9）（第160。164図）

位置　調査区東部のFlOf7区に位置し，南に傾斜する台地上に立地している。

重複関係　第13号竪穴状遺構に掘り込まれている。

規模と形状　長卓絶6m，短軸3．0mの長方形である。長軸方向はN－830－Wで，壁高は北側の一番高い部分が

約30cmでほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。

ピット　2か所。Plは深さ20cmで東壁寄りの中央部に，P2は深さ15cmで西壁の中央部にあり，それぞれ対

になっていることから柱穴に相当するものと考えられる。

覆土　4層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　色　ローム粒子機沼パミス少鼠焼土粒子・炭化粒子微量　　3　褐　　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　　色　　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼士粒子微量　　　4　明　褐　色　　ローム粒了や量

遺物出土状況　縄文土器片鵜島土師器片118点，須恵器片13点，土師質土器片1点（小皿），陶器片主点が出

土している。縄文土器片，土師器片，須恵器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。また，陶器片は

小片のため図示できなかった。546は東側Pl付近の床面から出土し

ている。

所見　本跡の柱穴位置は壁に接してなく，他の竪穴状遺構と異なって

いる。主軸方向は異なるが，柱穴位置は重複関係にある第13号竪穴状

遺構と同様である。時期は，出土土器や遺構の形態から中世と考えら

れる。

－161－
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第帽図　第18号竪穴状遺構
出土遺物実測図



第18号竪穴状遺構出土遺物観察表　第相国）

番号 種別 器種 ＝律 器高 底径 胎　 土 色調 焼可　　 手 法 の 特 徴 出士位置 備　 考

546 土師質土器 小皿 7．2 2．1 叡2
長石 ・赤色粒
子 ・雲母

灰自
普通 ！底部醜 糸切り後ナデ P l 付近

床面 95％　　　　 P L 53

第瑠9号竪究状遺構（SK53）（第165回）

位置　調査区中央部のE7C4区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第5号溝跡を掘り込みタ　上層部を第16の18の29号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長乳短車由とも2。3mの方形でタ柱穴を結ぶ線を朝練とした場合，長軸方向はN一路0－Eである。

壁高は約53cnlでほぼ直立している。

床　ほぼ平坦で，硬化面はみられない。

ぽット　2か所。Plは深さ55cmで北壁の中央部にタ　P　は深さ撒cmで南壁の中央部にあ軋　それぞれ対にな

っていることから柱穴に相当すると考えられる。

覆土　層からな軋　ロームプロッタを多量に含んでいることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1褐　　　色　　ロームブロック多量
2　灰　褐　色　　ロームブロック中量

3　暗　褐　色　　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　　ロームブロック中量
5　褐　　　色　　ローム粒子多量

遺物出土状況　土師器片節点　須恵器片　点　鉄製品　点　釘上礫　点が出土している。土器はすべて人為堆

積時の混入と考えられる。

所見　中世に特有な遺構形態であることから判断して，時期は中世と考えられる。

㊨

第柑図　第摘号竪穴状遺構の出土遺物実測図

第摘号竪穴状遺構出土遺物観察衷　第蟻図）

0　　　　　　　　　5cm
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番可　 種別 長さ ‘幅 ！ 厚さ i 重量 材質 特　　　　　 徴 出十位置 備　 考

撃 上 空
（6．6） 0．6
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（3）地下式墳

第1号地下式壊（SK82）（第166図）

位置　調査区西部のD5i9区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　竪坑の西側を第186号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が1．5m，短軸が0．7m，底面の長軸が1．5m，短軸が0．6mで，上面と底面がほぼ

等しい長方形を呈している。深さは竪坑の南側が80cm，主室側が90cmで，主室に向かって緩やかに傾斜してい

る。底面はほぼ平坦で，壁は直立している。

主室は北側が調査区域外となっているため，規模・形状は不明である。深さは85～100cmでやや東側が深い。

主軸方向はN－17。－Eである。底面は平坦で壁はほぼ直立しているが，東壁側では内傾して立ち上がってい

る。

覆土　5層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　　　色　　ロームブロック少量
3　褐　　　色　　ロームブロック多量

4　黒　褐　色　　ロームブロック少量
5　黒　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片19点，土師器片46点，須恵器片1点，磁器片1点（青磁碗），鉄棒1点が出土してい

る。遺物は天井部が崩落した際に混入したものと考えられる。

所見　遺構の形態が中世特有であり，周辺から同様の遺構が確認されていることから，時期は中世と考えられ

る。

5

第166図　第1号地下式墳・出土遺物実測図

第1号地下式墳出土遺物観察表（第166図）

＼＼＿ ＿戻。

0　　　　　　5cm

王　：　」

番号器質器種口径器高底径胎　土 色調給付粕色 寒由薬 産地 年代出土位置備　考

470磁器碗 －（2．3）
［4．4］
－ 灰自 －オリーブ灰青磁粕 － － 覆土中10％
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＼

、　　　　　　　　′

重複関係　第9号住屠跡を掘吊ムんでいる。

規模藍形状　竪坑は上面の長潮が0m　短軸がめ椚沌　底面の長劫が。m　短躯が。耶抱で　畜形状を豊して齢

る。深さは70cmである。底面はほぼ平坦で壁は直立している。

主登は上面の長劫が0m　短朝がゆ耶抱　底面の義朝が。椚撒　短軸が。臓で　畜形状を豊して齢る。深さは

、

′

滞豊　　層からな軋　レンズ状に堆

積していることから自然堆積と考え

られる．第6層はLトームブロックを

多　含んで折ることから　充井部が

崩落したものと考えられる。

土層解説
1　暗　転　色　　tll「一ムー／、、IJ・ノニ′中量

2　極暗褐色　　ロームプロッタ少量夢
焼土龍予微量

：う　黒　枇　色　　U一一一ムプロ、ソノン少量

・i　黒　観　邑　　しトームブしコ、ソク中量，
廃土プロッタ微巌

5　黒　裾　色　l・J－FP4ムブLJ、ソク・焼上
粒子微量

（う　裾　　　色　　しト一一ムブUツケ中量

遺物出豊畿況　縄文土器片凱軽　土

師器片野強　須恵器探針軽　磁器片

主点が出土している。言毒物のほとん

どは天井部が崩落した際に混入した

ものと考えられる。

所鳳　時期は　遺構の形態や　磯辺

から同様の遺構が確認されているこ

とから中世と考えられる。

第　考地帯戎虜纏泥流郎　第蟻図ラ

ー　′　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　　　　ノ

重複関係　第戯尊王坑を掘　込み　第翫号土坑に掘　込まれて折る。

．．　二一　　　∴　　　　　′、　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

：　　　　　　　　ノ　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ー　　1　　′　　　　　　　．、、　‾　′　′．　　′　　　　．　　　　　　　　　′　∴　　　　　　ノ．

、一ノ　　‾、　ニ　＿一．．∴　一　　二．．　　　‥　　一　　　　　　　　　ノ、．．．．　　　．　′　　　　　　．‾

し、る。

′　　′　ノ　ノ　　　・ノ　ノ／′　　．′　　　　　′・ノ　　　′′　′　　　′　、　′：J′　　′　′　　　‾　　　‥　　　　　　　　　　　　′

ソ′一多．　′′′′∴　　∴　　　∴・　′、　7′．ノノ　′　∴′′　∴′．′　′′′

土居解説
1　黒　褐　色　　ロー一一ムプロ、ソク少量，焼上ブロック・炭化物微量

2　黒　褐　色　　ロー．・lムブU、ソク少量，炭化物微量
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こう　褐　　　色　　り一一ムプロ、ソク多量



遺物出豊状況　縄文土器片凱窺　土師器探針夜　須髪器片結軽が出悲し等折る。遺物のほとんどは天井部が崩

落した際に混入したものと考えられる。

′　　　・－　　　　　　　　　　′　　　　、　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　′／　　　　　　　　　　　　′、　′　　　′

㊨

第相聞　第　号地帯義旗実測図

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　／　　　　　　　　′　　′、

ノ　く　　　′・　　　　　　　　　　　　　　′　　　　′′　　・　　　　　　　．′

・・1＿．こ．　ノ∴：、、　′　　′　．ノ

号溝跡をそれぞれ掘り込んでいる。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が

‘、、、　‥　　∴、　　　　、、　　　：l・

′削、′ノ　ノ　′＿、、　ノ　了　　一　∴‾ノく

ぼ関cmである。底面はほぼ平坦で資

、　　　・　一　　′．　′11′、　′′、′

している。

一、ノ　　　　つ、＿．、；′・′′．　　′′1．

′．、′r∵　　：r′　′！！：∵ト：17：、J十、　二、㌦・

が2。のmで長方形を皇し　深さは舗

cmである。主軸方向はN－60∩－E

である。底面は平坦で診　壁はほぼ直

立している。

戚

劇

完蓋
轡

．、、∴　．′．′、、′　ノー・：∠

一一165－－



覆土　4層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

0　　　　　　5cm

し：　已

第170回　第4号地下式墳

出土遺物実測図

土居解説

1　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
3　極暗褐色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
4　黒　　　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片9点，土師器片52点，須恵器片5点，土師質土器

片4点（内耳鍋3，小皿1），陶器片1点（嚢）が出土している。471を含む

遺物のほとんどは，埋め戻しの過程で混入したものと考えられる。

所見　時期は，平安時代の住居跡を掘り込んでいることや，遺構の形態など

から中世と考えられる。

第4号地下式墳出土遺物観察表（第170図）

番号 種別 器種 口径 器高 底 径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

4 7 1 土師質土器 小皿 11．1 3 ．7 4 ．0 雲 母 明 黄褐 普 通 底部回転糸切 り，内面ナデ 覆土上層 80％

第5号地下式壊（SK694）（第171図）

位置　調査区西部のE6dl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第689号土坑を掘り込み，西側をピットに掘り込まれている。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が1．1m，短軸が0．9m，底面の長軸が1．1m，短軸が0．8mで，長方形を呈してい

る。深さは竪坑の南端が約90cmで，主室のある北側へ向かって10cmほど緩やかに下っている。底面はほぼ平坦

で，壁は直立している。

主室は上面の長軸が2．7m，短軸が0．9m，底面の長軸が2．8m，短軸が1．0mで，長方形を呈しており，深さは

団　　　　も

叫

A49．2m

U
第171図　第5号地下式墳実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

－166－

100cmである。主軸方向はN－300－

Eである。底面は平坦で，壁はほぼ

直立している。

覆土　記録に残すことができなかっ

たが，ロームブロックを多く含む黒

褐色土を基調としていた。

遺物出土状況　遺物は出土していな

い。

所見　時期は，遺構の形態や，周辺

から同様の遺構が確認されているこ

とから中世と考えられる。



第6号地帯戎腐（SK937）（第172図）

位置　調査区の中央部E7C2区に位置し，台地上の中央に立地している。

重複関係　第4号住居跡を掘り込み，東側は第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が1減m言短軸が0。6m，底面の長軸が1．3m，短軸が0。5mで長方形を呈しタ深さ

は65cmである。底面はほぼ平坦で，壁は直立している。

主室は上面の長卓由が4。6m，短軸が0．9m，底面の長軸が4。5m　短劫が1。Omで長方形を里し，深さは75cmであ

る。主軸方向はN一　〇　で　竪坑よ　約用cm深く構築されている。底面は平坦でタ　壁はほぼ直立している。

確度　は層からなりタ　ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

色
色褐

説解
黒
窯

層土

1

2

3　褐　　　色

4　黒　　　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量　　　7　黒　褐　色
ロームブロック少量，焼十ブロック・炭化物・
粘十粒子・砂粒微量
焼土ブロック多量
ロームブロック・焼十粒千微量
焼土ブロック多量
ロームブロック・焼十ブロック・粘士粒子・砂
粒少量，炭化物微量

8　黒　褐　色
9　黒　褐　色

10　黒　褐　色
11黒　褐　色

ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化
物・粘土ブロック微量

ロームブロック少量
ロームブロック中量

ロームブロック少量夕　焼土ブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

遺物出立状況　縄文土器片202点夕　土師器片22点　須恵器片飢点が出土している。

所鳳　出土遺物はすべて人為堆積時の混入と考えられる。時期は，平安時代の住居跡を掘り込んでいること，

遺構の形態等から中世と考えられる。

二

4

第瑠72図　第6号地下式壌実測図

第謬考地謡式磯（SKlO63）（第173図）

位置　調査区西部のD6i3区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　竪坑を4か所確認した。竪坑1は主室の中央部に構築されており，上面の長軸が0。9m，短軸が

0．8m，底面の長軸が0。7m，短軸が0．7mで，隅丸方形状を呈している。深さは南端が40cmで主室に向かって20
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撒ほど傾斜している。底面はほぼ平坦で，壁は直立している。竪坑2は主室の南西コーナー部に位置しタ　深さ

は約80cmである。竪坑3は主室の南東コーナー部に位置し　深さは祁cmである。竪坑2，3はコーナー部に位

置しているため，規模の形状は不明である。竪坑4は主室の東壁に位置し，北側が調査区域外のため東方向に

主室より50cm長いのを確認しただけである。また深さは東端が70cmで，主室側が約10cm深くなっている。

主室は北側が調査区域外となっているため，主室の規模。形状は不明である。深さは110cmで竪坑1より50cm

ほど深く掘り込まれている。主軸方向はN－50－Eである。底面は平坦で，壁はほぼ直立している。

穫土14層からなりタ　ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。また夢　第20588工臓層

はロームブロックを多量に含むことから，天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

Jノ1　黒　褐　色

5　黒　　　色

6　褐　灰　色

ロームブロック中量，鹿沼パミス微量
ロームブロック多量
ロームブロック少量

ロームブロック少量

ロームブロック多量，焼土ブロック微量
ロームブロック中量

7　褐　　　色　　ロームブロック微量
8　明　褐　色

9　暗　褐　色

10　褐　　　色
11極暗褐色

ロームブロック多量

ロームブロック少量

ロームブロック多量
ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所農　本跡は北側が調査区域外のため全容は確認できなかったが，各竪坑と主室の埋没土が連続していること芦

竪坑2，3，4の深さがほぼ同一であることから，主室に対し複数の竪坑をもつ地下式壕と考えられる。時期

は，遺構の形態から中世と考えられる。

第頂73回　第7号地下式墳実測図

＿一＿　∴　‖＿

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ま　　　　　；　　　　　雷

第＄号地帯式磯（SKlO71）（第174図）

位置　調査区西部のD6j6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　北西コーナー部を第15号地下式堰に掘り込まれている。

規模と形状　竪坑は上面の長車由が工2m，短卓由が0．9m，底面の長軸が0．9m，短車由が0。6mで隅丸長方形状を呈し

ている。深さは85cmである。底面はほぼ平坦で，壁はやや外傾している。

主室は上面の長事由が2．8m，短軸が2。3m，底面の長軸が2．6m，短軸が2。Omで台形状を呈している。深さは95
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cmで竪坑よりも1娠m深い。主軸方向はN－70…Eである。床は2段になっており中心部が約10cm低くなって

いる。また，壁は外傾して立ち上がっている。

穫ま　温3層からなりタ　ブロック状に堆積していることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色

2　褐　　　色
3　極暗褐色
4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

7　黒　褐　色

ロームブロック・焼上ブロック・炭化物微量

ロームブロック中量

ロームブロック微量

ロームブロック少量

ローム粒子少量

ロー1ムブロック中量

ロー1一ムプロ・ソク中量

8　黒　褐　色

9　褐　　　色
10　灰　褐　色

11暗　褐　色
12　黒　褐　色

13　暗　褐　色

U－ムプロ

ロームブU

U－ムプロ

ロームプロ

ローームブU

LブームブU

、ソク少量

・ソク中量

、ソク中量

ック少量
ック微量
ック多量

遺物出立状況　縄文土器片崩点　土師器片観喪　須恵器片1点　灰粕陶器片　点　土師質土器片　点　内耳鍋）

が出土している。遺物のほとんどは人為堆積時に混入したものと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や周辺から同様の遺構が確認されていることから　中世と考えられる。

t Il l　　　一

第相関　第8号地下式壕ゆ出土遺物実測図

第8号地下式壌出土遺物観察表（第174図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

転義器藍≡≡≡≡≡≡≡』
0　　　　　　　5cm

』ここ≡豊ここ≡』

番号 種別 券種 日経 器高 底径 胎　 士 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

473 土師質土器 内耳鍋 － （5．3） － 有英・長石・雲母 にぷい褐 普通 日経部横ナデ，外面煤付着 覆土中 5 ％

第9号地謡武威（SK1624）（第175図）

位置　調査区西部のE6al区に位置しタ　台地上の南側に立地している。

重複関係　第36901207号土坑に掘り込まれている。また，第301ゆ37401906号土坑と重複しているが新旧関係

－169－



は不明である。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が1。Om，短軸が0。6m「底面の長軸が0。7m，短軸が0。5mで隅丸長方形状を呈し

ている。

主室は上面の長軸が2。9m，短軸が1．9m，底面の長軸が2。5恥短軸が1。5mで台形状を呈している。深さは60

第膵5図　第9号地下式壊実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m転意

cmである。主軸方向はN－810－Wである。

壁はやや外傾して立ち上がっている。また，

底面の南東寄りにピットが確認されたが，

本跡に伴うものであるかどうかほ不明であ

る。

覆土　記録に残すことができなかったが，

ロームブロックを多く含む黒褐色土を基調

としていた。

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所見　時期は，遺構の形態や周辺から同様

の遺構が確認されていることから，中世と

考えられる。

第瑠望号地帯武威（SK1678）（第176図）

位置　調査区西部のり6i2区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1623e1677号土坑を掘り込みタ　上層部を第39号溝に掘り込まれている。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が1丑m言短軸が0。6m，底面の長軸がHm，短車由が0．5mの不定形である。上面

が第39号清に掘り込まれているが，確認面からの深さは120cmで，壁は直立している。

主室は，竪坑の北側全体が主室で不定形である。上面の東西方向の最大長は2。6m，南北方向の最大長は3。2

mである。深さは主室入り日付近で110cm，北壁側で90cmと徐々に浅くなっている。底面はほぼ平坦で，壁は一

部内傾している部分があるが，全体的には外傾して立ち上がっている。主軸方向はN…00である。

浮丑14層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。また，第6の708e9層

はロームブロックを多量に含むことから，天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　　　色　　ロームブロック微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
5　黒　褐　色　　ロームブロック少量
6　極暗褐色　　ロームブロック多量，焼土粒子微量
7　褐　　　色　　ロームブロック多量

8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4

褐
　
　
褐
褐

暗
褐
黒
黒
暗
黒
極暗褐

色
色
色
色
色
色
色

ロームブロック中量

ロームブロック多量
ロームブロック少量，焼土粒子e鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量
ローム粒千少量

ローム粒子少量

遺物出土状況　縄文土器片14点上土師器片21点，須恵器片3息土師質土器片8点（内耳銅片6　小皿の　古

銭5点が出土している。遺物のほとんどは天井部が崩落した際に混入したものと考えられる。537と538はとも

に竪坑ほぼ中央部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。
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④

8　　　538537　　　　　　C

‾二‾　」」

0　　　　　　　　　　　　　　2m

＼二忘憂

0　　　　　　5cm

l…＿；＿」

第176図　第12号地下式墳・出土遺物実測図

第12号地下式墳出土遺物観察表（第176図）

‘こヽ一二：●1、

hlか′・り．－／
▼．　jp

，．すわ．
′tk木与

軋∴昔I一　‥．・－　＿

0　　　　　　　　2cm

L＿＿＿＿＿」　　」

番号種別器種口径器高底径胎　土色調焼成手法の特徴出土位置備　考

537土師質土器小皿11．63．64．6石英・長石・雲母にぷい橙普通底部回転糸切り 竪坑中層95％　　　　PL53

538土師質土器小皿［10．5］3．33．4長石・雲母にぷい黄橙普通底部回転糸切り後ナデ 竪坑中層40％
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番号　 銭名 ！ 径 i 孔 重畳 i 初鋳年 i 材質 i　 特　　 徴 出士位置 備　考
M 那桓 元適祭日 の中　 06 ぜ日　　　 鋼　 無背銭

将士申 PL62
M 礪極 武道賢い 潤　 い や53 潤　 い 訪中　 鋼　 鮒 銭ヵ 将士中
M 鮮 不 明 銭巨 器　 恒 の鮮 調 i　　 納　 受字がづぶれて判読不能 将士中 渡来銭や
M 鍼 不 明 銭巨 ぷ　 い ・消 蘭 ！　　 鏑　 恒 がつぶれて判読不能 将士申 渡来銭す
M 6中 洞 摘 1 ㍑ 3　日 臓 堅 守 ∵ ！ 鋼つ 嘉 がつぶれて判読不能 将士中 渡来銭ヵ

′l　一　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　‥

’l　－・　く　　　　′、、く　　′　　ノ　′＿　．∴

′．．∴　　′・、′　　′、　　ノ　ノ・　　　　　　　　　．．・，　　　　　　　＿　　　、ノ　　　　　ノ

係は不明である。

、八一ノ；、　・′　一、　．′・′・　．、　　　　ノ　　　　　、．　　．、　、　′　　、　　‥

・・　∴、　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′

して立ち上がっている。．、

一°、‾　　’’．　　　′’・　　′：・∴　　　－　∵∴ノ　ノ．・　　　、　　　　　　　　　　　、　　　　　ノ

．‘，ノ　ー′　二　・・　、・′　‘、

′　　　＼、　　　　　　　′′　　、　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　、、

′　ノ　　　　　　　　　　′・．　ヽ　　　、　　　　　　　ヽ′一　　　　　　ノ　ー

Q91

＝、、　ノ　　′′′　　　　・　　　　　　′　ノ　′　′
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土層解説
1　黒　褐　色　　U－ll－ムブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
4　黄　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

5　黒　　　色

6　暗　褐　色

7　褐　　　色

ロームブUック少量

ロームブロック少量

ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片28点，土師器片35氏須恵器片6息土師質土器片4点（内耳鍋），石器上長（砥

石）が出土している。Q91は主室の底面から出土しているが，遺物のほとんどは人為堆積時の混入である。

所見　時期は，遺構の形態や周辺から同様の遺構が確認されていること，また内耳鍋が出土していることから

中世と考えられる。

第13号地下式壌出土遺物観察表（第177図）

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 91 砥　　 石 23．1 2L l 11．8 7350．0 砂　　 岩 一面使用，たたき台としても使用 カ 主室底面

窮摘草地謡武威（SK1689）（第178図）

位置　調査区の西部D6j4区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　主室の南側部分から竪坑にかけて第39号溝に掘り込まれている。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が工6m　短勅がLOm，底面の長車由が1。5m，短軸が0。7mで長方形を里し，深さ

は110cmで主室の南壁中央部に構築されている。底面はほぼ平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

主室は上面の長車が3。4m，短車摘ゞ2。7m，底面の長軸が3。1m，短軸が2．5mで長方形を豊し，深さは90cmほど

である。主軸方向はN－70－Eで学　竪坑より約20cm浅く構築されている。底面は平坦で，壁は直立している。

滞土13層からなりタ　ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。また，第8層はロームブロ

ックを多量に含んでいることから，天井部が崩落したものと考えられる。

⑥

4＼

第瑠78図　第14号地下式境実測図
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土層解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　黒　　　色

4　明　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック微量
ロームブロック中量

ロームブロック微量

ロームブロック多量
ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子微量
ロームブロック少量

8　褐　　　色

9　極暗褐色
10　黒　褐　色
11黒　褐　色
12　暗　褐　色
13　暗　褐　色

ロームブロック多量
ロームブロック少量
ローム粒子少量

ロームブロック微量
ロームブロック少量

ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片10点，土師器片6点，土師質土器片2点（内耳鍋），瓦質土器片1点（鉢）が出土し

ている。遺物のほとんどは，人為堆積時の混入と考えられる。

所見　時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

第柑考地謡式壌（SK1691）（第179・180図）

位置　調査区西部のD6j6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第28号住居跡，第8号地下式壕を掘り込んでいる。

規模と形状　竪坑は上面の長軸がHm，短車由が0。7m，底面の長軸が0胤甘言短軸が0．5mで隅丸長方形状を呈し

ている。深さは確認面から120cmである。底面は平坦で，壁は直立している。

主室は上面の長軸が3．5m，短軸が1．9m，底面の長軸が3．4m，短軸が1。8mで長方形状を呈している。深さは

約110cmで竪坑から主室に向かって緩やかに立ち上っている。主軸方向はN－320－Eである。底面は平坦でタ

壁は直立している。また，北西コーナー部に深さ10cmほどのピット状のくぼみを確認した。

澤土　8層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。第20508層がロームブ

ロックを多量に含んでおり，黒色中心の土層と交互に堆積している。

塙が

γ

♂＼

●

第膵図　第15号地下式境実測図
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土層解説

l　黒　褐　色　　ロームブロック少量努　廃土プロッタ微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスプロッタ少量
ニーミ　黒　　　色　l－トームーlナU－・．′・ク微量

5　褐　　　色　　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック擬巌

（う　黒　褐　色　　U－ムブU！ノク少量

「　暗　褐　色　　U一一ムブ［コック中量

逮　異　　　色　　ロームブロックの廃土ブロックの炭化物微量　　　　　黒　褐　色　　ロームブロック中量

C　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　’．　　　　　　∴　：　　　　＼　′一　　立′　、．．

狩鉢　襲う　管状土錘　点が出土している。遺物のほとんどはÅ為堆積時に混入したものと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態などから中世と考えられる。

、　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ー・　　　　　　　　′　　　　　　く

′．　　　　　・．　　　　　　　′ノ　．　　　　　　　　　′こ　　し

0　　　　　　　　　　5cm

PP5　』　　：　　　　　』

番可器質 翻つ摘中編 攣十隼羊「摘 「離i鵬 粕薬　日蝕 年代 出土位可備考
絹i陶器肛勝恒捌車繍 協。長石e　明赤褐 「紺 15世紀後半将士中　　5㌦

番可　種別「鋸 i 幅 日鋼 巨醍 i　　　 特 徴 目地離日 備　考
iD㌘5　管挽土錘 3．日 且滅i 日用 i円柱状夢外商ナデ i覆土中　 i PL57

・二　　　　　　　　　　′　′

位置　調査区中央部のE g区に位置し　台地上の南側に立地している。

′．　　　　　　　　　　　　　′　．、二・、V、ん

規模藍形状　竪坑は第根号清に上層部を掘　込まれているため　確認面の規模は長軸。m　短軸。m　底面の

長軸がe m　短朝が。mで長方形を豊してお軋深さが確認癖から約鮒cmである。底面は平坦で　壁は外傾し

て立ち上がっている．一、

一　　　　　　　　　　　　　　′　‾、／．71上　′′ノ　ー、＿　ノ1、・＿　　′

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　∴　′∴、．／ノ・言′二二′∴‾、・／

ノノ

．　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　一′ノ　′．7－．ら

土居解説

且　灰　褐　色　　ロームプロッタを廃土プ欝ツタゑ炭化物微量

2　灰　褐　色　　ロームブロック∵緻土プぴツタ∵炭化粒子微量
異　　　色　　ロームプロッタの焼土粒子が炭化物微量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量

5　黒　褐　色　　ロームブロック微量

6　極暗褐色　　粘土粒子中量芦　ローム粒子微量
γ　黒　褐　色　　鹿沼ノiミス少もL　ローム粒子微量

′　　　一

一　′　ノノ　′　　　　　′　′

‘′　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　・′了ノ．、　－　　　′こ′　一・一　　′、　ノ

られる、．、

．　　　ノ　三　　　一　　　　　　　　′二
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0　　　　　　　　　　　　　2m

第181図　第16号地下式墳・出土遺物実測図

第16号地下式場出土遺物観察表（第181図）

番 号 種 別 券 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

47 6 土師質土器 小 皿 － （2．7） 3．4
長 石 ・赤 色 粒
子 ・雲 母 にぷ い橙 普 通 底 部 回転 糸 切 り 覆 土 中 50 ％

4 7 7 土師質土器 鉢 ［2 5 ．1］ （6．2） － 石英 ・長石 ・雲母 明赤 褐 普 通 ナ デ 覆 土 中 5 ％

4 7 8 土師質土器 内耳 鍋 ［30 ．2 ］ （12 ．5） － 石英・長石 ・雲母 にぷ い 褐 普 通 ナ デ 中 層 5 ％

ー176－



番号　　 種別 器種 日経 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出士位置 備　 考
鍋 巨腋 土器 内耳鍋 ［34．4］ （4．2）

－ 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通 横ナデ 上層 5 ％
ェ′拍車 師質蛸 内耳鍋 ［31」］（4．5） － 石英・長石・雲母 にぷい赤褐 普通 ナデ 中層 5 ％

空 捷 墜 」 攣 口径 器高 底径 胎　 士 色調 給付 粕色 粕薬 産地 年代 出士位置 備　 考
姐 庫 可　 婆カ

－ （5．6） － 長石 にぷい黄橙
－ － 一部自然粕 常滑

－ 再士中 5 ％

第膵考地謡式磯（SK1802）（第182図）

位置　調査区西部のD6h9区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が1・2m，短軸が0。7m，底面の長軸が1。1m，短軸が0．6mで長方形を呈している。

深さは南側が60cmで，北側の主室に接する部分が80cmである。底面は平坦で，壁は直立している。

主室は北側が調査区域外となっているため，上面の規模は東西方向が長軸で3強恥南北方向は0。6mまでし

か確認できなかった。底面も同様に東西方向が3念掛∴南北方向が0思mまでしか確認できなかったがタ長方形

を呈しているものと推測される。深さは鮒cmで　竪坑の南端から主室に向かって下ったあと平坦面を維持して

いるものと考えられる。主軸方向はN…60－Eである。底面は平坦で，壁はほぼ直立している。

覆土　7層からなり撃　レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

二〕　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック少量，炭化
物・鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック少鼠炭化粒

手鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック少量，焼
目白つ封じ粒子・鹿沼

パミスブロック微量
ロームブロック中量

U－ムブロック・鹿沼
パミスブロック少量

ロームブロック少量
ロ㌧∵ムブロックe焼土ブ

ロック少量，炭化物微量

遺物出立状況　縄文土器片4息　　旦51伽

土師器片2点が出土している。土

器はすべて人為堆積時の混入と考

えられる。

所見　時期は，遺構の形態や近辺

から同様の遺構が確認されている

ことから，中世と考えられる。
第相聞　第17号地下式壕実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

［‥二∵一一一一rT一十一二二二二一lj

第柑考地帯式磯（SK1813）（第183図）

位置　調査区西部のD6j8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第14号竪穴状遺構を掘り込み，第181401817号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　竪坑は上面の長事由が1・2m，短軸が0。8m，底面の長軸がHm，短軸が0．7mで長方形を呈している。

深さは80cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がっている。

主室は上面の長軸が2・5m，短軸が2。Om，底面の長軸が2。4m，短軸が2。Omで，深さは80cmである。主車由方向

－177－



はN－80－Wである。底面は平坦でタ　壁はほぼ直立している。

覆土10層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

苦層警説褐色。＿ムブ。ツク．魁粒子微量　　　　6黒褐色。－ム邦ック少量，鹿沼パミスブ。ック微量
2　黒　褐　色　ロームブロック少量　　　　　　　　　　　　7　褐　　色　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量
3　黒　褐　色　ロームブロック少量，炭化物微量　　　　　　　8　黒　　色　鹿沼パミスブロック少量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量　　　　9　黒　褐　色　ロームブロック少量夕鹿沼パミスブロック微量
5　暗　褐　色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量　　10　黒　褐　色　ロームブロック磯沼パミスブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片3息土師器片2点，須恵器片1点が出土している。土器はすべて人為堆積時の混

入によるものと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や周辺から同様の遺構が確認されていることからタ　中世と考えられる。

第臓図　第摘号地下式墳実測図

第臓考地帯戎磯（SK1816）（第184図）

位置　調査区西部D鋸区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第摘0号土坑に掘　込まれている。

．二一号リ　ー′′∴二トや穴上井／．　ト：∵－．1・　　一・′　　　′　、　　／、’‾　′　　′　・l＿ノ

確認薗からの深さは盤cmで∴東側の主室に向かってスロープ状に傾斜して折る。床面はほぼ平坦で　壁は直立

している、、「、

′　ニ　ー・．；：、　ハ・l・・：・　、　∴′．∴　　　一　　　　　　　　　　　　　　　′　一二

′　′　・‾　′、ノ　　ノ．ノ　二　、　　　lトノ　　ー一、、　　　一　一一′ノ　　ー　　　′′・　　ノ　　　　　　　′

稽ま　層からな軋　レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。またタ第9層はロームプロッ

タを多量に含んでいることから　天井部が崩落したものと考えられる。

土層解説

芝　垣暗褐色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色

∴；　黒　褐　色

にぷい褐色

5　黒　褐　色

ロームブロック少量

しトームブ甘ノク中量，焼上ブUック・封じ物微量

ロームブロック多量
U一一一ムプロ・ソク少量

一一178一

（う　黒　褐　色

「　黒　褐　色

呂　黒　褐　色

9　褐　　　色

ロームプロッタ中量

ロ㌧∵ムブロック少量夢焼土ブ甘裏年炭化物微量
TJ一一∴ブし「ノク中量

に「…∴ムブぴック多量



遺物出土状況　縄文土器片12

点，土師器片7点，須恵器片

1点が出土している。遺物は

すべて天井部が崩落した際に

混入したものと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や

周辺から同様の遺構が確認さ

れていることから，中世と考

えられる。

第相聞　第19号地下式墳実測図

第調号地帯式虜（SK1819）（第185図）

位置　調査区西部のD鋸7区に位置しタ　台

地上の南側に立地している。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が1．1m，

短車由が0。9m，底面の長車由が0。8m，短軸が

0．7nlで隅丸方形を呈している。底面はス

ロープ状に主室に向かって傾斜しており，

深さは南側が40cm，北側が80cmである。ま

た，壁は外傾して立ち上がっている。

主室は上面の長車由が4。7mタ　短車軸ゞ1。9mタ

底面の長孝由が4。6m　短軸が187mでタ　長方

形を呈している。深さが約100cmで，主軸

方向はN…40－Wである。底面は平坦でタ

壁はほぼ直立している。

覆土17層からなり，レンズ状に堆積して

いることから自然堆積と考えられる。またタ

第8層はロームブロックを多量に含んでい

ることから，天井部が崩落したものと考え

られる。

土層解説
1　黒　褐　色
2　極 褐暗

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　褐　　　色

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック中量

ロームブロック少量，炭化物微量
ロームブロック中量

ロームブロック少量
U一一一一ムプロ、ソク少量，炭化物微量

ロームブロック多鼠鹿沼パミ　　第相聞　第20号地下式墳実測図
スブロック少量

ー179－
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9　黒　褐　色　　ロームブロック少量
lL）黒　褐　色　　尉ヒ物少量，ロームブロック・焼十ブロック微量　　　11褐　　　色　　U－1ムブU・ソク多量

11黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼士ブロック・炭化物微量　　　15I天　褐　色　　ロームブロック少量

12　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量　　　　16　褐　　色　　ロームブロック少量
13　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼士ブロック・炭化物微量　　　17　暗　褐　色　　ロームブロックl十量

遺物艶患状況．縄文土器片摘点　土師器片相見　須恵器片　点　石製品　点　砥石）が出土している。遺物の

ほとんどは天井部が崩落した際に混入したものと考えられる。

所鳳　時期はタ　遺構の形態や周辺から同様の遺構が確認されていることから芦　中世と考えられる。

第別号地帯戎虜（SK1881）（第186図）

位置　調査区西部のE6a7区に位置し　畜地上の南側に立地している。

規模と形状　竪坑は上面の長軸が且思m㍉短軸が。m　底面の真顔がm血㍉短潮が。mで長方形を里している。

深さは閥cmである。底面はほぼ平坦で　壁は直立している。

‾′∫、言　。′ノ主、・．11沃；∴、　∴・7′、∴、、．＼言の∴・l′ノ、′　　　　′一　、＿、　‾′言′　　、　て．　′t　ノ、

′ノ　　　工ノー‘㌧′、．′、一　．．．．・　！；、ノ．　・tlt／′　‘二＼＼　こ1　　　　　′′′　　　　　ノ　′二　　　　　．・　′　、　′・

覆土　層からな軋　プロッタを含む堆積状況からÅ為堆積と考えられる。また　第　層はロームブロックを

多量に含んでいることから、天井部が

第頂86固　第21号地下式壕実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m』去』

崩落したものと考えられる。

土層解説

1　桓暗褐色

2　褐　　　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色
7　黒　褐　色

ローlムブロック中量，鹿沼
バミスブUック少量

U一一ムブUソク多量，鹿沼
バミスブロック少量

ロームブロック少量，焼十
ブロック・炭化物少量

ロームブロック中宣，鹿沼
パミスブロック微量

ロームブロック・焼士ブロ
ックの炭化物微量

ロームブロック少量，炭化物微量

ロームブロック少量，炭化
粒了一微量

遺物出土状況　土師器片26点が出土し

ている。土器はすべて天井部が崩落し

た際に混入したものと考えられる。

所見　時期は，遺構の形態や周辺から

同様の遺構が確認されていることから，

中世と考えられる。

縫）井戸跡

第瑠考井評跡（第187や188図）

位置　調査区中央部のF7C8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第448号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　径1。2mほどの円形で，円筒状に掘り込まれている。涌水のため，深さは136cmまでしか確認でき
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なかった。

覆土　8層までを確認した。ロームブロックを多く含むブロック状の堆積状況を示していることから，人為堆

積と考えられる。

土居解説
1　褐

2　褐
望

遠
里

蕪
暗

黒

色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量
色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

褐　色　　ロームプロ

暗褐色　　ロームプロ
褐　色　　ロームプロ
色　　ロームプロ

褐　色　　ロームプロ

褐　色　　ロームプロ

ック多量
ツク少量，炭化材微量
ック少量
ツタ少量，炭化物・粘土ブロック微量
ック多量，炭化材微量
ック少量，粘土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片23点，土師質土器片28点（内耳鍋27，

措鉢1），礫2点が出土している。土師質土器片は全体的に覆

土下層から出土している。また，土師器片も出土しているが，

人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　出土した内耳鍋片は口緑部の形状から6種類ほどに分類

でき，全体的に深手のタイプと考えられる。時期は，出土土器

から16世紀代と考えられる。
第187図　第1号井戸跡実測図

第188図　第1号井戸跡出土遺物実測図

第1号井戸跡出土遺物観察表（第188図）

‾‾＿≡二千‾

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

482 土師質土器 内耳鍋 ［31．7］ （9．4） － 石英・長石・雲母 にぷい赤禍 普通 横ナデ 覆土中 10％

483 土師質土器 内耳鍋 ［35．0］ （8．7） － 石英・長石・雲母 褐 普通 ナデ 覆土中 5 ％

484 土師質土器 内耳鍋 － （6．2） － 石英・長石・雲母 にぷい褐 普通 ナデ，外面煤付着 覆土中 5 ％

485 土師質土器 内耳鍋 － （5．9） －

石英・長石・赤

色粒子・雲母
にぷい赤褐 普通 ナデ，外面煤付着 覆土中 5 ％

－181－



第4号井戸跡（第189～191図）

位置　調査区西部のE5d6区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　南側が調査区域外となっているため東西軸2．6m，南北軸1．9mまで確認され，楕円形と考えられ

る。涌水のため深さは150cmまでしか確認できず，確認面から70cmまでは漏斗状を呈し，下方は円筒状に掘り込

まれている。

覆土　涌水や崩落のため記録に残すことができなかったが，ロームブロックを多く含む灰褐色土を基調として

いたことから人為堆積と考えられる。

A＼108板
第189図　第4号井戸跡実測図

0　　　　　　1m

L i　　－！

遺物出土状況　縄文土器片4点，土師器片10点，

須恵器片2点，土師質土器片30点（内耳鍋），鉄製

品1点（刀カ），石器1点（石臼），礫5点が出土

している。縄文土器片，土師器片，須恵器片は人

為堆積時の混入によるものと考えられる。土師質

土器片はすべて体部に煤が付着した内耳銅片で，

口緑から休部にかけての形状から2，3種類に分

類できる。486と488は，ともに確認面から1．2m

の深さから出土している。487とQ82は，確認面

から60cmの深さから出土している。

所見　時期は，出土土器から15世紀後半から16世

紀代と考えられる。

第190図　第4号井戸跡出土遺物実測図（1）
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第191図　第4号井戸跡出土遺物実測図（2）

第4号井戸跡出土遺物観察表（第190・191図）

．：‡
J

；‡

ニラ

Iロ月M。。

0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

486 土師質土器内耳鍋 ［29．2］（12．4） － 石英・長石・雲母 にぷい赤褐 普通 ナデ
確認面か
ら1．2m 10％

487 土師貿土器 内耳鍋 ［30．5］（16．4） － 長石 ・雲母 にぷい赤褐 普通 ナデ
確認面か
ら0．6m 10％

488 土師質土器 内耳鍋 （5．0） 長石 ・赤色粒
子 ・雲母 にぷい赤褐 普通 ナデ，外面煤付着 確認面か

ら1．2 m 5 ％

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

Q 82 石　　 臼 16．7 11．5 （1540．0） 安 山 岩 主溝は6分画カ （副港 8本） 確認面から0．6m 下白，孔径3．1

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 33 刀カ （9．1） 3．7 1．4 （31．5） 鉄 刀身欠落 確認面から1．2m 茎部のみ残存
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第5号井戸跡（第192図）

位置　調査区中央部のF8C4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径1．3mほどの円形で，涌水のため深さは約120cmまでしか確認できなかった。確認面から80cmま

では漏斗状を呈し，下方は円筒状に掘り込まれている。

覆土　6層までを確認した。ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1褐　灰　色
2　灰　褐　色

3　褐　灰　色

鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量
ローム粒子中量，鹿沼パミス少量，炭化材微量
鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック・炭
化物微量

4　灰　褐　色　　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
5　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミスブロッ

ク・粘土粒子微量
6　暗　褐　色　　ローム粒子多量

遺物出土状況　縄文土器片10点，土師器片10点，須恵器片3点，土師質土器片51点（内耳鍋47，小皿3，揺鉢

1），陶器片1点（襲）が出土している。縄文土器片，土師器片，須恵器片は人為堆積時の混入によるものと

考えられる。490は第6層中から正位で出土している。489は北側の壁際から完形の状態で出土している。内耳

鍋は比較的大きな破片が多い。

所見　内耳鋼片は口緑部の形状から少なくとも5個体が出土している。また，本跡出土の常滑片口鉢片と同一

個体片が約50m西方の第41号溝から出土している。時期は，出土土器から15世紀後半から16世紀代と考えられ

る。

華

覇5‾‾が
第192図　第5号井戸跡・出土遺物実測図
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ウノ　′′、　　　　：′

番号　酎中霹種　持径器高底径　胎土　色謂焼成i　手法の特徴　　恒位置i備考

棚恒質土器序皿恒も巨5巨6赤色粒子　恒噌橙普通極部回転糸切り　　　　 耀層中座％　PL泊

中潮極車車中帝裏当議普通謂単位の揺り凱体部摘第酎閥％　PL53

聖吏撃墜鹿攣桓攣恒率「「頂監察雷不義議普通巨デ　　　　　 i穫土中巨％
硯　鵬土器　欄　つ彼朝　磨諸色粒巨ぷい橙普通恒芳夕滴煤付着　　i覆土中　巨％
聖上撃墜塵攣虹二虹攣「「恒扁料嘉不義議普通恒営外面煤付着　　i穫土中恒
聖上撃墜塵攣虹二年攣「∴区議姦嘉市憲議堅吏望空攣撃と二「「区露丁議
堅捷墜効墾軋二幸墜巨つ元高義姉義義普通ナデの新海煤付着　　　　覆土中i％

第　考井野跡　第摘図）

′

重複関係　第　号潅捗を掘　込んで折る。

′　　　　　　　　′　　　′　　ノ　　　　　　　　　　　′　　′　′

は漏斗状を豊し　それ以下は閤筒状に掘　込まれて折る。確認薗からは配m掘　下げた位置から下方に向か齢
＼

′　　′′　　　　　　　　　　　　　　′

瀬
音
彦

第相聞　第6号井戸跡実測図

㌔
㌔
宣
彦
星

2m



土居解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色
3　極暗褐色
4　極暗褐色
5　褐　　　色

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
ロームブロック中量，焼土粒子微量
ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック多量

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　褐　　　色

9　黒　褐　色

ロームブロック中量

ロームブロック少量
ロームブロック中量

ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片244点，土師器片120点，須恵器片12点，土師質土器片6点（嚢1，鉢4，小皿1），

陶器片2点（嚢），礫18点が出土している。土器は細片のため図示することができなかった。また，縄文土器片，

土師器片，須恵器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　第5号溝跡を掘り込んでいること，土師質土器片や陶器片が出土していることから，時期は中世後半と考

えられる。

第7号井戸跡（第194～196図）

位置　調査区中央部のE7b2区に位置し，台地上の中央に立地している。

重複関係　第6号住居跡，第8号井戸跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径2．1mほどの円形で，深さは約253cmである。確認面から70cmまでは漏斗状を呈し，それ以下は

円筒状に掘り込まれている。

覆土　9層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロ

2　褐　　　色　　ロ

3　黒　　　色　　ロ

4　褐　　　色　　ロ

5　黒　褐　色　　ロ

ームブロック・焼土粒子微量
－ムブロック少量・炭化粒子微量
－ム粒子少量，炭化物微量
－ムブロック中量
－ムブロック中量

6　暗　褐　色　　ロームブロック微量
7　暗　褐　色　　ロームブロック中量
8　黒　褐　色　　鹿沼パミス中量，ロームブロック微量
9　暗　褐　色　　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片65点，土師器片35点，須恵器片7点，土師質土器片7点（内耳鍋4，小皿3），磯10

点，木器・木製品4点（臼，井戸枠，柄，不明品）が出土している。縄文土器片，土師器片，須恵器片は人為

堆積時の混入によるものと考えられる。Wlは底部から正位の状態で出土している。W2，W4は覆土下層か

ら出土している。496は第3層から出土しているが，この層から礫やその他の土器も出土している。

所見　W2は角材で，本跡に関する部材として使用されていた可能性がある。また，Wlが使用されていた時

期は不明であるが，本跡が古墳時代後期の住居跡を掘り込んでいることや第8号井戸跡を掘り込んでいること

から，平安時代以降に祭祀的な目的で井戸の底に入れられたものと考えられる。時期は，土師質土器片が覆土

中層から出土していることから平安時代以降に使用され，中世後半には廃棄されたと考えられる。

第194図　第7号井戸跡実測図
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第195図　第7号井戸跡出土遺物実測図（1）
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第196回　第7号井戸跡出土遺物実測図（2）

第7号井戸跡出土遺物観察表（195・196図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

49 6 土師質土器 内耳鍋 － （5．3） －
石英 ・赤色粒
子 ・雲 母 にぷい橙 普通 ナデ，外面煤付着 中層 5 ％

番号 種類 長さ 幅 厚 さ 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

W l 臼 48．7 52 ．8 － 刃物 に よる面取 り，外 面にホ ゾ加工 あ り 底面 ブナ科の芯材 P L 53

W 2 井 戸 用部材 カ 57．9 12 ．0 7．8 長 銀 に よる切削痕 下層

W 4 柄　 杓　 の　 柄 （2 1．3） 2．8 1．5～ 2．7 両 端 欠落，左 端部九棒状 に加工 下層

W 5 不　 明　 品 2 9．1 2．5 2．0 ほ ぼ一寸 お きに刻み 目 覆土中
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滞ま　9層までを確認した。含有物やプロッタを含む堆積状況からÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロー一ムブロック・焼十プロtソ
ク・炭化粒！・・鹿沼バミスプ

ロ、ソク・粘十ブU、ソク微晶
2　桓暗褐色　　U－ムブUツケ・焼十粒J′・・

炭化物・鹿沼バミスブしトソク
微量

二〕　暗　褐　色

－1　極暗褐色
5　極暗褐色
（う　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　黒　　　色

（）　黒　褐　色

ロームブロック少量，粘十ブ
ロック微量

しトーム粒子・粘十ブU・ソク微量
U－ム粒J’・少量，焼十粒自散量

tトームプロ、ソク微量
U一一ムブロック・焼十粒自散量
ローム粒子微量

［トーム粒「少量

ご　〟　　　．・′、二　　　ノー　叉　　∴．　一

′ノ、′　　　　　！′′、　　　　＿

が出土している、、〕陶器片以外は人為堆積

時の混入によるものと考えられる。、

所見　時期は，陶器片が出土しているこ

一　フノ　．　　　　　′　予∴′　．′′　′．．

i
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第　号井戸跡出土遺物観察麦　第摘図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

』芸義≡≡≡≡芸藍芸芸芸芸芸芸≡≡』

番号 器質巨 醜 日経 器高 底径 胎 土 日 摘　 上納 柚色 綱 目　 産地 i 年代 出土位可 備 考

497 陶器「 酎 － （9．8） 13．0
長石　 i 暗灰 i

…
「 翻 つ 覆土申　 桓

498
陶器「 酎

－ （5．6）［11．4］
長か 御 車 緒 可

－
「 綱 つ 酎 沖　 上聞

窮帽考井炉静　第摘図）

位置　調査区中央部のE7cl3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　上層部を第5号溝，第7号＿士坑に掘吊主まれている。

規模と形状　確認面は一辺が。mほどの隅丸方形で　円筒状に掘　込まれている。涌水のため　深さは確認薗

…1郁←



から131cmまでしか確認できなかった。

覆土　6層までを確認した。ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　極暗褐色　　ロームブロック少量
2　褐　　　色　　鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量，

焼土ブロック微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

4　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
5　黒　褐　色　　ロームブロック少量，粘土ブロック微量

6　にぷい黄褐色　　鹿沼パミスブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片87点，土師器片24点，須恵器片8点，土師質土器片13点（内耳鍋），陶器片1点（碗），

SD5

e4－Nlm

こ＿＿巨＝∵：
499

0

』＝ユ＝∃■一一　』±＝ニゴC■一一

第199図　第10号井戸跡・出土遺物実測図

第10号井戸跡出土遺物観察表（第199図）

礫6点が出土している。499は覆土

中から出土しており，混入の可能性

がある。内耳銅片は細片が多く図

示することができなかった。縄文

土器片，土師器片，須恵器片は人為

堆積時の混入と考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世後

半と考えられる。

番 号 器 質 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 給 付 粕 色 粕 薬 産 地 年代 出土 位 置 備　 考

49 9 陶 器 碗 － （1 ．6） 5 ．0 長 石 灰 自 － 黒 鉄 粕 瀬戸 ・美濃 － 覆土 中 2 0 ％

第12号井戸跡（第200・201図）

位置　調査区中央部のE7g4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径1．2mのほどの円形で，円筒状に掘り込まれている。涌水のため深さは126cmまでしか確認でき

なかった。

覆土　4層までを確認した。レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

し　；　王

第200回　第12号井戸跡実測図

第12号井戸跡出土遺物観察表（第201図）

土居解説
1　極暗褐色　　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
3　葉　　　色　　ロームブロック微量
4　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片6点，土師質土器片3点が出

土している。土師質土器片の3点は内耳鍋の底部から体

部にかけての同一個体である。縄文土器片が出土してい

るが，流れ込みによるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

番号 種 別 器種 口径 器高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

5 01 土師質土器 内耳鍋 － （6．6） ［26．4］ 石英・長石・雲母 にぷい赤褐 普通 ナ デ，底部周縁 へラナデ 覆土中 5 ％

－190－



第201図　第12号井戸跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

第14号井戸跡（第202図）

位置　調査区中央部のE7d5区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1．5m，短径1．1mの楕円形で，長径方向はN－630－Wである。ほぼ円筒状に掘り込まれてお

り，涌水のため深さは175cmまでしか確認できなかった。また，南側と北側に対になるようにピットが確認され

ている。また，南北軸で対になるように深さ30～50cm間隔に壁が20cmほど掘り込まれている。

覆土　5層までを確認した。レンズ状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　極暗褐色　　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量
3　褐　　　色　　ローム粒子多量，鹿沼パミス少量

4　暗　褐　色　　ロームブロック少量
5　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片10点，土師器片6点，須恵器片1点，土師質土器片2点（内耳鍋），礫3点が出土し

ている。土師質土器片は細片で図示できなかった。また，その他の土器もほとんどが細片で破断面が摩滅して

いることから後世の流れ込みによるものと考えられる。

所見　確認面に認められた対になるピットは，井戸の上部施設に関わる柱跡の可能性もある。また，壁に掘り

込まれた穴は足掛け穴と考えられる。内耳鍋が出土していることから，時期は中世後半と考えられる。

第202図　第14号井戸跡実測図
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位置　調査区西部のり　e区に位置し　台地上の北側に立地している。

規模と形状　径1．8工11ほどの円形で，ほぼ円筒状に掘り込まれている．深さは湧水のため138cnlまでしか確認で

きなかった。

覆土　4層までを確認した。含有物から人為堆積と考えられる㌔

牟
A49．2m

等
囲i

l1　　－－　1

一一一ll1－1一一一Ill

2m

土層解説

1　暗　褐　色　　U一一ムブtブック少量，焼上ブLJ∴′ケ・炭

化物微量
2　黒　褐　色　　U一一一ムブU㌧ソク微量，焼十ブし「ソク・炭

化物・粘十粒子微量

こう　梅暗褐色　　U－ムブロック少量，粘十ブLJリク微量

ご1　黒　　　色　　ロームブロック・粘士ブロック少▼量

：、！′一　、ソ言ノ　「．こ．て′；‥　　　■言－　′、1－

′∵－　‾　　1l′J・　了：、′′′、　　　‾、′′．・

器は小片がほとんどのため図示できなかった。縄

文土器片や土師器片は人為堆積時の混入によるも

のと考えられる。

所鳳　常滑嚢片が出土していることから　時期は

中世と考えられる。

．．言，∴　∴　′′ノ　　　∴、、く

∴　言　丁　　　　‥′∴　　∴．ぺ

位置　調査区西部のE5C6区に位置し，台地上の南側に立地している。

：ノつツ享・

ソ
〆

第19号井戸跡実測図

0

2m

こ：′、こ、′　‾省　　　一・・・、）い、　一一1・′．、

了。ノ　　．、＼＼　∴　　　′＝ノ′一：・

長方形である。滴水のため深さは

140cnlまでしか確認できなかった。

′　′一　′／　　㌦′′！ノ、桶、－‥、′て

それ以下は円筒状に掘り込まれてい

る。

覆土　7層までを確認したし、、第5・

－：・．－、′l　′′′　　∴′′二．　ノ

第7層は黒色土が不自然に入り込ん

でいることから学　人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

ロームプロ、ソク少量，

炭化物微量
ロームブU・ソク少量，

廃土ブロック微量
ロームブロック・焼上ブ
ロック微量

ロームブロック少量，
焼土ブロック微量

U－ムブUック中量
ロームブLJ∴′ク少量

ロームブロック中量



遺物出土状況　土師器片12点，須恵器片3点，陶器片1点（広口壷）

が出土している。502は第3層から出土している。その他の土器につ

いては人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　小片がほとんどであるが，常滑片の生産地年代と出土土器の中

に内耳鋼片が確認できないことから，時期は13～14世紀代と考えられ

る。

第19号井戸跡出土遺物観察表（第205図）

0　　　　　　　5cm

ま　；　＿＿＿ま

第205図　第19号井戸跡出土遺物
実測図

番号 器質 器種 口径 器高 底 径 胎　 土 色調 絵付 寒由色 寒由薬 産地 年代 出土位 置 備　 考

5 02 陶 器 広 口壷 － （5．7） － 石英 ・長 石 黄灰 － 灰オリーブ 自然粕 常滑 13 、14世 紀 第 3 層 5 ％

第22号井戸跡（第206・207図）

位置　調査区西部のE6el区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径2．0m，短径1．6mの楕円形で，長軸方向はN－420－Eである。確認面から70cmまでが漏斗状

を呈し，それ以下は円筒状に掘り込まれており，涌水のため深さは110cmまでしか確認できなかった。

覆土　涌水や崩落のため記録に残すことができなかったが，ロ

ームブロックを多く含む灰褐色土を基調としていたことから，

人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　須恵器片1点，土師質土器片9点，陶器片1点

（鉢）が出土している。須恵器片は混入によるものと考えられ

る。土師質土器はすべて内耳鋼片で，口縁の形状から2個体確

認された。

所見　出土している常滑鉢の生産地年代が15世紀代であること

や内耳鍋が出土していることから，時期は15世紀から16世紀代

と考えられる。

第207図　第22号井戸跡出土遺物実測図

⑥A而8、七1巾

㌣子
第206図　第22号井戸跡実測図

ー193－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm



第豊号井戸跡出土遺物観察衷　第割図）

番可　 種別 器種 日経 器高 底径 胎　 士 色調 焼成 i　 手 法 の 特 徴 出十位置 備　 考

50車 師質土器
内耳鍋
匝 4］ （8 ．4） － 右英・長有・雲母 にぷい赤褐

普通 巨 デ 覆士中 5 ％

番号 器質 器種　 目璃 器高 底径 「胎 士つ　 壁瀾　 巨緋 I柚色 粕薬 i 産地 ！ 年代 出土位可 備 考

5掴 陶器 舶 可 （5．5） 一 極英e長石恒 い赤褐i －
「 紺 ！彿 妃前半 覆土中 i5％

∴′．ニ∵二．∴　∴；ふく・

位置　調査区中央部のF㌃鮮区に位置し　台地上の南側に立地している。

′一・二′′　お八　言つ′：、こ、」′′′′′上㌧′ン′‘言二　二；くノ′’・′∴＼、′　　∵！′）′、ノ　ーー：ノこシ′′′　′・′ノ工、て‘∴）∴三一、

か確認できなかった。確認できた部分は漏斗状に掘　込まれている。

滞土　用層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

0　　　　　　　1m
獲：≡≡藍≡≡』

．、ここ；′　　∴ノ∴・，　ノ∴、‘

土層解説

1　極暗褐色　　炭化粒j’・少量，しゴーム粒J’・・焼出目′・・
鹿沼パミス微量

2　極暗褐色　　ローム粒子。鹿沼パミス少量，炭化粒子
微量

3　極暗褐色
4　極暗褐色
5　極暗褐色
6　暗　褐　色

7　暗　褐　色
8　暗　褐　色

9　灰　褐　色

10　暗　褐　色

ローム粒J’・・炭化粒千・鹿沼バミス少量

ローム粒J′・・鹿沼バミスブUック少量

ロームブロック・鹿沼バミスブU・ソク少量

LJ←一ム粒J′・・炭化粒J’・・鹿沼バミスブLJ

、ソク少量

LJ－ムブリ、ソク・鹿沼パミスブUック少量

ロームプロ、ノク・炭化粒千・酪甘バミス

ブロック少量，焼十粒子微量

鹿沼バミス中量，しトームブU、ノク少量，

粘土粒子微量

U－ll一一一ムプロ、ソク少量，鹿沼バミス微量

遺物出立状況　土師質土器片3点（内耳鍋）タ瓦質

土器片2点（措鉢，火舎），不明木製品3点が出

土している言土器はいずれも細片のため図示する

ことができなかった。

所鳳　内耳銅片が出土していることからタ　時期は

中世後半と考えられる。

・・　　　　　　　　′′、′　ノ

位置　調査区中央部のF7C9区に位置し，台地上の南側に立地している。

．′　i・　　ノ　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　′　、　′　　　ノノ′：′・一　′言、ノ　ノ　・　一　　　′∴′　、

きなかった。「

／　′　′　　二　　　　　　　　　′　　　′∴工ノー′子／′ノア　こノ

土層解説
温　暗　褐　色

2　暗　褐　色

こう　∴ぷい黄褐色

4　褐　　　色

LJ一一一IlムブU∵ク・焼‖1日・・炭化粒J′・・鹿沼ノ＼　　　5　黒　褐　色

ミス微量
U一一ム粒j’・少宣∴　炭化物・鹿沼ノ＼ミス微量

U－1－－ム粒子中量，炭化粒子・塵f昔ノ、ミス微量
しトーム粒j’中量，鹿沼ノ、、ミス少量

（う　褐　　　色

7　暗　褐　色

ロー－1ムブロック・炭化粒J′・・鹿沼バミスでtlll′′
ク微量

ロームブロック中豊野　鹿沼パミス少量
ロームブロック少量，鹿沼バミス微量

遺物出立状況　縄文土器片凱軽　土師器片私産　土師質土器片射軽　内務鍋　が出土している。縄文土器片賢

一－1＿94－PPP



土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。505は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

ノl二二 7　　　　1

1

0　　　　　　　　　　　　　　2m 0

ヒ土＝＝∃Cn－

第209図　第27号井戸跡・出土遺物実測図

第27号井戸跡出土遺物観察表（第209図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

50 5 土師貿土器 内耳鍋 － （5．1） －

石 英 ・長石 ・赤

色粒子 ・雲母
にぷい赤褐 普通 ナデ，外面煤付着 覆土 中 5 ％

第31号井戸跡（第210図）

位置　調査区中央部のF7f8区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径2．6m，短径1．7mほどの楕円形で長径方向はN－820－Wである。ほぼ円筒状に掘り込まれて

おり，涌水のため深さは92cmまでしか確認できなかった。

覆土　5層までを確認した。鹿沼パミスブロックやロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考え

られる。

土居解説
1黒　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量　　　　4　褐　　色　鹿沼パミスブロック多量，ロームブロック・
2　暗　褐　色　　鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量　　　　　　　　　　　　　　炭化物微量
3　暗　褐　色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量　　　　5　にぷい黄褐色　鹿沼パミスブロック多量，ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片16点，土師器片17点，土師質土器片17点（内耳鍋），石器1点（砥石）が出土してい

る。縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。土師質土器片はすべて外面に煤が付

着した内耳鍋で，底部片が多い。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

／　　　A50．0m

第210図　第31号井戸跡・出土遺物実測図
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第31号井戸跡出土遺物観察表（第210図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

507 土師質土器 内耳鍋 － （3．7） ［18．0］ 赤色粒子・雲母 橙 普通 ナデ 覆土中 5 ％

第32号井戸跡（第211・212図）

位置　調査区中央部のF7a9区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径1．1mの円形で，円筒状に掘り込まれており，深さは200cmである。

覆土　涌水のため第5層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1暗　褐　色　鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック・　　4　黒　　色　ロームブロック・炭化物少鼠鹿沼パミスプロ

ック・粘土ブロック微量

5　褐　　　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
焼土粒子・炭化物微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・炭化物・鹿沼パミスブロック少量
3　褐　　色　鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少

量，炭化物微量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），瓦質土器片1点（鉢），陶器片1点（皿），木器・木製品9点（曲

げ物，不明品）が出土している。木製品のほとんどは井戸底から出土している。W7は角材の下から正位の状

態で出土している。W8～Wllはともに覆土下層から井戸底の周辺にかけて出土している。また，図示できな

かったが，角材が覆土下層の中心部で横たわる状態で確認されている。土器片はすべて覆土中層から出土している0

所見　確認されている角材は枠組み材等の井戸構築材の可能性がある。時期は，出土土器から中世後半と考え

られる。

ミニ

第211図　第32号井戸跡・出土遺物実測図

00

≧
CI

≧

Ol

≧≒
2m

∈：1⊇ク5。8

て－‾

－196一



第212図　第32号井戸跡出土遺物実測図

第32号井戸跡出土遺物観察表（第211・212図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

50 8 土師質土器 小 皿 ［5．8］ 1．4 ［4．0］ 雲 母 明赤褐 普通 底部 回転糸切 り 覆土中 5 ％

番 号 器質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 粕 薬 産地 年代 出土位 置 ・備　 考

509 陶器 九 皿 ［12．4］ （2．3） － 微 礫 にぷい黄橙 － 灰 自 灰寒由 瀬戸 ・美濃 16～ 17 世 紀 覆 土 中 5 ％

番 号 種類 長 さ 幅 厚 さ 特　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

W 7 曲　 げ　 物 1 2．5 5 ．0 0 ．7 側 板 を二重 に巡 らす，底板 は不明 下層 ヒノキ科 ，柾 目材
P L 5 3

W 8 不　 明　 品 2 5．1 5 ．2 3 ．4 一 面 を平坦 に切削 下層

W 9 不　 明　 品 18．8 7 ．0 4 ．9 断 面 が 三角形状 に加工 下層

W lO 不　 明　 品 15．3 6 ．1 5 ．9 断面 が 三角形状 に加工 下層

W ll 不　 明　 品 10．3 7 ．9 6 ．5 断面 が ほぼ三角形状 に加 工，表面 に擦痕 下層

第43号井戸跡（第213～215図）

位置　調査区中央部のF7aO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　東側を第21号溝に掘り込まれている。

規模と形状　径2．7mほどの円形で，漏斗状に掘り込まれており，涌水のため深さは158cmまでしか確認できな

かった。

－197－
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第213図　第43号井戸跡実測図

覆土　9層までを確認した。ロームブロックや粘土ブロ

ックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
2　極暗褐色　　ロームブロック中量
3　暗　褐　色　　ロームブロック多量
4　褐　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量
5　灰　　　色　　粘土粒子中量，ロームブロック少量
6　黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量
7　暗　褐　色　　ロームブロック微量
8　褐　　　色　　粘土ブロック多量，ロームブロック少量
9　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師質土器片38点（内

耳鍋27，鉢11），瓦質土器片1点（嚢），木器・木製品11

点（椀，不明木製品），石器2点（敲石），礫9点が出土

している。遺物のほとんどが第4・5層に集中している。

所見　土師質土器片の多くは内耳銅片で，口緑の形状か

ら2個体が確認できた。中世後半の溝に本跡が掘り込ま

れているが，出土遺物からはあまり時期差はないものと

考えられる。時期は，出土遺物から中世後半と考えられ

る。

第214図　第43号井戸跡出土遺物実測図（1）
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第215図　第43号井戸跡出土遺物実測図（2）

第43号井戸跡出土遺物観察表（第214・215図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

5 10 土師質土器 鉢 ヵ ［3 0．0］ （7．5） － 石英・長石・雲母 明赤禍 普通 丁寧 なナデ 覆土 中 5 ％

5 11 土師貿土器 内耳鍋 ［3 6．0］ 10．0 ［3 0．6］
石英 ・長石 ・赤

色粒子 ・雲母
にぷい赤褐 普通 横 ナデ

確認面 か

ら1．1 m
20 ％

番号 種類 長 さ 幅 厚 さ（高さ） 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

W 12 漆　　　　 椀 － （1 1．0） （5．0） 内面に朱塗 り 確認面から0，9m

W 13 不　 明　 品 1 1．0 5．9 0．6 約 2 mm の 穿孔 確認面から0．9 m

第46号井戸跡（第216図）

位置　調査区西部のE6dl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1022・1023号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　径2mほどの円形で，涌水のため深さは147cmまでしか確認できなかった。確認面から120cmまで

が傾斜を持ち，それ以下は円筒状に掘り込まれている。

覆土　9層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説

1　黒　褐　色

2　灰黄褐色
3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・
鹿沼パミスブロック微量

鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

ロームブロック少量，炭化物・鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック・焼土ブロック・鹿沼パミスブ

ロック少量，炭化物微量

5　灰　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック微量
6　黄　褐　色　鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック

炭化物微量
7　灰　褐　色　　ロームブロック中量
8　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
9　黒　褐　色　　ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　土師器片1点，土師質土器片3点（内耳鍋）が出土している。土師器片は人為堆積時の混入に

よるものと考えられる。土師質土器片はすべて内耳鍋片で，図示できなかったものも含め，第4～8層付近か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。
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番号 種別 i券種序径i器高！底径i 胎 士 i 色調 i焼成i　 手法の特徴　　 桓土位置 備　考

512 料 魂 繍 軒 つ 融 車 斗 紬 縮 河 那可 普通iげ 資外面煤付着　　　 恒鯛 5％

′∴　　　　　　　　′；′　く

健置　調査区西部のE5d区に位置し　畜地上の南側に立地している。

．、．二、ご′・与′、　こ　　ノー．一　一　一．　ノ、一∴・、′′．∴・ノ′　′了　　二一二r！l　　′　′！二∵、、／．．・．′ノ′∴、′．′　∴　　ニご

までしか確認できなかった。

・＿　＿　、ノ・．二、‾′′つ　し、、ノ′＿　　ノ／ン、′・・′∴、＿　　′′　　り．∴　′、ハ・′∴　′ニ‥′

土層解説
1　黒　褐　色　　U－ムブロック少jl呈∴　焼十ブU、ノク・炭化物・　　　こう　黒　褐　色

鹿沼パミスブロック微量　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色
2　黒　褐　色　　U一一一ムブU・ソク少量，焼十プロ、ソク微量　　　　　　5　黒　褐　色

U－ムブロック少量，鹿沼バミスブUック微量

U－ムプロ・ソク少畳

ロトームブロック少量

遺物出立状況　縄文土器片お産　土師器片　点　須恵器片凱蕪　陶器片　点　片田鉢　が出土している。出土

土器が少なく細片がほとんどである。陶器片以外は流れ込みによるものと考えられる。

所見　常滑の片口鉢の生産地年代が15世紀後半であることから，時期は15世紀後半以降と考えられる。

針
第2膵図　第48号井戸跡の出土遺物実測図

第48号井戸跡出土遺物観察表（第217図）

0　　　　　　　5cm

』≡ここ監ここ≡』

番号 器質 器種 口径 極 高 極 径 胎　 土 色調 絵可　 軸色 軸薬 産地 i 年代 出土位可 備 考

514 陶器 片目鉢 極 可 石英・長石 褐灰 ！
－
常滑　 恒世紀後半 穫土中　 巨 ％
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重複関係　第4廿号溝に上層部を掘り込まれている．

二、′　ニ′　　　　　　　、　　′！ノ　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、　ノ　　　　　、・－

′　／　・′　′′ノ　　　　ー　′、　　　一　　　′　　　　　　　　　二′　　　・・　　　　　　・　′　ノ

′　　ノ　　　′二　　　　　　、∴　　　　　一　　　‾′　　　、．‾　　′　‾‾　　　′

′′　、ノ　　ノ　　　　′　　　′ノ　、′　　　　　二°　　′　′ノ

土層解説

1　暗　褐　色　　U－ムブし「、ノク中量

2　暗　褐　色　　しトlムプロ・・・′ク中量，炭化粒日放量

3　暗　褐　色　［トームブU、ソケ少量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　′′　　　′　　　　　　　′、

－　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　′　′′　　　　　　　　ヽ　　ノ′

嘉で　た　の以外ははとん　音が淘片であった。縄文土器片　土師器片　須恵器片は流れ込みによる　の　考え

られるし二、

′　　　′　ノ　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

藩　同時期の　のであるため　藩の構築と事跡の埋め戻しには何らかの関係がある　のと推測される。時期は撃

i旧二日器から中世後半と考えられる、〕

．　ノ　　′′　′　、　　　′　　．－．　く

′　　′　′　　．与　ノ．′こ′　　∴′　、

離り　隆別　巨醜い瑠器可底径胎士　恒瀾　巨船 手法の特徴 出土位置i 備考

m恒翻車欄「（1叫 石英瀞雲母恒減褐i普通ナデ，外面煤付着 酎沖　上聞

飢車師賀土器桓鍋　…（704）！墜蘭顔中辟画普通ナデ，外面煤付着 覆土中　上摘

番可器質朗蔓　序径器高底径胎　士 色調絵可　雛㍉巨臓 産地i年代　桓朗頑備考

5可陶器片口鉢！ （7調－
石英・長石・
微礫 にぷい赤褐

i－！ 常滑i　 i覆土中i5％

番可討隆日録！幅つ厚さ！重量i材質！　 特　　 徴　 i出土位置 備　考
Q可石　臼i　 日中　 04　極粥の糾安山岩乳径0㌔供給口径の　　　 恒中

十日
Q鉱区　自i　 巨卸の糾い0中緩弧の安山岩恒酎煤付着　　　　 覆土中

下目
墾車「牒十「＋「他項　掴　棒鋼調桓五可面嘉一郎残私港磨耗　　 恒鯛

上白
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第別号井浮捗（第218図）

位置　調査区中央部のF6a9区に位置しタ　台地上の南側に立地している。

重複関係　第41号溝に上層部を掘り込まれている。

規模と形状　南側が調査区域外となっているため，南北方向にHm，東西方向に1m確認されタ楕円形を呈し

ていた　のと考えられる。確認面から90cmまでは第射号溝に掘り込まれており，それ以下は円筒状に掘り込ま

れている。涌水のため，溝の底部からほ祁cmまでしか掘り込むことができなかった。

穫ま　6層までを確認した。ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量

3　褐　　　色　　ロームブロック中量

4　褐　　　色　　ロームブロック多量
5　黒　褐　色　　ロームブロック少量

6　褐　　　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　遺物は出土していない。

所鳳　第射号溝を構築するために意図的に埋め戻された可能性がある。溝の時期から判断して，時期は中世と

考えられる。

第整骨井炉跡（第220回）

位置　調査区中央部のD鋸区に位置しタ　畜地上の南側に立地している。

重複関係　第31号住居跡夕　第郷号清跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径i。8mほどの円形で　ほぼ円筒状に掘　込まれてお軋　深さは2灘cmである。

覆土　満水のため5層までを確認した。鹿沼パミ

スブロックや粘土ブロックを含んでいることから

人為堆積と考えられる。

土層解説
ヱ・黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

・・1　黒　褐　色

5　暗　褐　色

U－ムブU・ソク・鹿沼バミスブUソク少晶∴
焼土ブロック・粘土ブロック微量

ロームブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック少量，焼士ブロックe
鹿沼パミスブロック微量
ロームブロックき鹿沼パミスブロック

少量，粘土ブロック微量

鹿沼パミスブロック中量，ロームブロ
ック微量

．．‘ト　、ノ・　′l　′　∴・も、．一　　　一・′l∫　′′

須恵器片2点夕　土師質土器片2点（内耳鍋）が出

土している。土師質土器片以外は人為堆積時の混

入によるものと考えられる。土器はすべて細片の

ため図示することができなかった。

所凰　内耳鋼片が出土していること　第朝号潅跡

を掘　込んでいることから　時期は中世後半と考

えられる．

毯）

守

㌔7日

第22の図　第52号井戸跡実測図
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第54号井戸跡（第221図）

位置　調査区中央部のF8g2区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1．8m，短径1．3mほどの楕円形で，長径方向はN－680－Eである。南側の掘り込みはやや緩

やかであるが，全体的には円筒状に掘り込まれている。涌水のため深さは67cmまでしか確認できなかった。

覆土　4層までを確認した。含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説

1　褐　　　色
2　暗　褐　色

鹿沼パミス中量，ローム粒子・粘土ブロック少量
鹿沼パミス中量，ローム粒子微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子中量
4　黒　褐　色　　ローム粒子中量，鹿沼パミス微量

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片1点，土師質土器片5点（内耳鍋），瓦質土器片1点（捨鉢），磁器

片1点（皿），礫1点が出土している。縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。内

耳鍋は底部の形状から2個体が確認された。

所見　時期は，出土土器から中世末から近世にかけてと考えられる。

二lこ二Il、∴

0　　　　　　1m
j i　　≡

第221図　第54号井戸跡・出土遺物実測図

第54号井戸跡出土遺物観察表（第221図）

・「ゝ忘二

＝＝試，9

＼⊥

0　　　　　　　　　　5cm
：　　　i F

番号種別器種口径器高底径胎　土色調焼成 手法の特徴 出土位置備　考

518土師質土器措鉢－（3．1）［13．4］石英・長石・雲母にぷい黄普通11条1単位の擦り目 覆土中5％

番号器質器種口径器高底径胎　土色調給付粕色粕薬産地年代出土位置備　考

519磁器中皿－（1．0）－－明オリーブ灰染付透明透明粕月巴前17世紀覆土中5％

第55号井戸跡（第222図）

位置　調査区中央部のF8h3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1892号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径3．2m，短径2．2mほどの楕円形で，長径方向はN－420－Wである。確認面から60cmは漏斗状

で，それ以下は円筒状に掘り込まれている。涌水のため深さは80cmまでしか確認できなかった。

覆土　4層までを確認した。含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・粘土粒子少量

3　明　褐　色　　ローム粒子・粘土ブロック中量

4　灰　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス・粘土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師質土器片14点（襲3，内耳鍋11），瓦質土器片5点（捨鉢2，火舎3），
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、′．　　　′′　　　　　　′一　′　∴・・　．．・・′＼

0　　　　　　5cm

転意

番可　削り　極種日経墜漣畑胎士「崩 焼成！　 手法の特徴　　 い肱位置i 備考
曇堅士紹土器匝鍋

－
墾「つ繍防潮極彿 堅吏望曇攣撃と二「「恒露丁議

∴二、．，　：弓　∴■　こ

健置　調査区中央部F8h区に位置し　台地上の南側に立地している。
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きなかった。

滞豊　層までを確認した。プロッタ状に堆積して折ることからÅ為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

：う　褐　　　色

∴1　黒　褐　色

遺物出土状況

1点（内耳鋼）

U－ム粒J’一少量，鹿f昔バミス微量

ローム粒J’・中量

U－ムプロ、ソク少量

U一一ム粒子少量
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がで　なかった。縄文土器片　土師器片はÅ為堆積時の混太に

よるものと考えられる。

浦風　時期はタ　出土土器から中世後半と考えられる。
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第57号井戸跡（第224図）

位置　調査区中央部のF8h4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1．6m，短径1．4mの楕円形で，円筒形に掘り込まれている。長径方向はN－700－Wである。

涌水のため深さは65cmまでしか確認できなかった。

覆土　7層までを確認した。粘土ブロックや粒子を多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

も5

：‾十二‾

0　　　　　　1m

し＿；　！

第224図　第57号井戸跡実測図

土居解説
1　黒　褐　色

2　暗　褐　色
3　黄　橙　色

4　黒　褐　色
5　黄　橙　色

6　褐　　　色
7　明　褐　色

ローム粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・粘土粒子少量
粘土粒子多量，ローム粒子微量
粘土粒子少量，ローム粒子微量
粘土ブロック多量，ローム粒子少量
ローム粒子微量
粘土ブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片4点，土師器片2点，土師質土器片

3点（内耳鍋），陶器片1点（器種不明），礫1点が出土している。

縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混入と考えられる。ほと

んどの土器が細片で図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第58号井戸跡（第225図）

位置　調査区中央部のF8h4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径2．4m，短径2．2mの楕円形で，長径方向はN－800－Wである。漏斗状に掘り込まれており，

滴水のため深さは73cmまでしか確認できなかった。

覆土　6層までを確認した。ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色

2　褐　　　色
3　褐　　　色

ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス微量
ローム粒子中量，鹿沼パミス少量
鹿沼パミス少量，ローム粒子微量

4　黒　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

＼＼」＝ク521

第225図　第58号井戸跡・出土遺物実測図

O w，5

一206－

ローム粒子・鹿沼パミス微量
粘土粒子少量，ローム粒子微量
粘土ブロック・ローム粒子微量
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遺物出土状況　縄文土器片3点，須恵器片1点，土師質土器片13点（小皿7，内耳鍋5，鉢1），不明木製品2

点，礫5点が出土している。土器はほとんどが細片で図示できたのは521のみであるが，同器種の別個体が3点

出土している。縄文土器片，須恵器片は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　出土土器から，時期は15世紀から16世紀代と考えられる。

第58号井戸跡出土遺物観察表（第225図）

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

5 21 土師貿土器 小 皿 － （1．9） 4．5 白色粒子 ・雲母 に ぷ い橙 普 通 底 部 回転 糸 切 り 覆 土 中 4 0 ％

番 号 種 類 長 さ 幅 厚 さ 特　　　　　 徴 出土 位 置 備　 考

W 14 不　 明　 品 10 ．6 2．3 2 ．1 丸 棒 状 に加 工 覆 土 中 W 15 と同 一 カ

W 15 不　 明　 品 10 ．7 2．4 2 ．1 九 棒 状 に加 工 覆 土 中 W 1 4 と同一 カ

第59号井戸跡（第226図）

位置　調査区中央部のF8e4区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1581・1582号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径2．9m，短径2．2mほどの楕円形で，長径方向はN－800－Eである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，涌水のため深さは80cmまでしか確認できなかった。

覆土　6層までを確認した。含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗　褐　色　炭化粒子・鹿沼パミス少量，ローム粒子微量　　　4　にぷい褐色　鹿沼パミスブロック中量，ローム粒子少量
2　褐　　色　　ロームブロック・炭化粒子微量　　　　　　　　　5　明　褐　色　鹿沼パミス中量，炭化粒子微量
3　にぷい褐色　　ローム粒子・鹿沼パミス・粘土粒子少量，炭化粒子微量　　　6　明　褐　色　　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片5点，須恵器片1点，土師質土器片54点，陶器片1点（皿），礫6点

が出土している。土師質土器片はすべて内耳鋼片である。内耳鍋片は細片が多く図示できなかったものがほと

んどであるが，口緑や底部の形状から3個体を確認した。縄文土器・土師器・須恵器片は人為堆積時の混入と

考えられる。

所見　時期は，出土土器から15～16世紀代と考えられる。

⊂「
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第226図　第59号井戸跡・出土遺物実測図
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第59号井戸跡出土遺物観察表（第226図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

522 土師質土器 内耳鍋 － （17．5） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 ナデ，外面煤付着 覆土 中 10％

番 号 器質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

5 23 陶器 丸皿 ［10．9］ （2．0） － 長 石 灰オリーブ － オリーブ灰 灰袖 瀬戸・美濃 覆土中 5 ％

第60号井戸跡（第227・228図）

位置　調査区中央部のF8cO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第16号溝に掘り込まれている。

規模と形状　径1．8mほどの円形である。涌水のため深さは110cmまでしか確認できなかった。南側は約50cmか

ら下位はオーバーハングしている。

覆土　8層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1褐　灰　色　　粘土粒子中量，ロームブロック・砂粒少量　　　　　5　黒　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量
2　褐　　　色　　炭化物・粘土ブロック・砂粒微量　　　　　　　　6　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量
3　褐　灰　色　　ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量　　　　7　極暗褐色　　ロームブロック中量
4　灰黄褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量　　　　　　　8　暗　褐　色　　粘土ブロック少量

遺物出土状況　土師質土器片5点（小皿2，内耳鍋3），陶器片2点（皿・碗），石器2点（石臼上・下）が出

土している。524は完形のまま斜位で確認面の20cm下から出土している。

所見　重複関係にある第16号溝は本跡より新しいが，出土土器からはほぼ同時期と考えられ，17世紀代には埋

没したものと考えられる。
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第227図　第60号井戸跡・出土遺物実測図
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第228図　第60号井戸跡出土遺物実測図

第60号井戸跡出土遺物観察表（第227・228図）

0　　　　　　　　10qm
L＿i F

番号器質器種U径器高底径胎　土色調給付粕色粕薬産地年代出土位置備　考

524陶器皿13．23．76．7－浅黄－にぷい黄灰粕瀬戸・美濃17世紀
確認面か
ら20cm98％　PL53

525陶器碗［10．1］（4．2）－微礫浅黄－暗褐鉄粕瀬戸・美濃－覆土中5％

番号器種長さ幅厚さ重量材質特　　　　　徴出土位置備　考

Q88石　　臼－（15．5）11．7（5260．0）安山岩芯棒孔径3．7，主溝は6分画，副溝密覆土中下臼

Q89石　　臼－（14．7）9．3（2730．0）安山岩
供給口一部残存径3．7，挽き手孔有り，
溝磨耗覆土中上白

第61号井戸跡（第229・230図）

位置　調査区中央部のF8g2区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径2．4m，短径2．1mほどの楕円形で，長径方向はN1360－Eである。ほぼ円筒状に掘り込まれ

ており，涌水のため深さは80cmまでしか確認できなかった。

ー209－



覆土　4層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

第229回　第61号井戸跡実測図

第230図　第61号井戸跡出土遺物実測図

第61号井戸跡出土遺物観察表（第230図）

土居解説
1暗　褐　色　　ローム粒子・炭化物・鹿沼パミス・粘土粒子微量
2　褐　　　色　　鹿沼パミス少量，ローム粒子・炭化物微量
3　黒　褐　色　　鹿沼パミス少量，ローム粒子微量
4　褐　　　色　　鹿沼パミス少量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片2点，須恵器片1点，土師質

土器片14点（小皿8，措鉢1，内耳鍋5），瓦質土器片1

点（嚢），陶器片2点（碗），磁器片1点（瓶ヵ），礫2

点が出土している。縄文土器片，須恵器片は人為堆積時

の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半から17世紀代と

考えられる。
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

526 土師質土器 捨鉢 ［28 ．0］ （5．3）
長石 ・赤色粒

子 ・雲母
赤褐 普通 9 条 1 単位の揺 り目 覆土中 5 ％

527 土師貿土器 内耳鍋 【36．2］ 5．4 ［28．2］
白色粒子 ・赤

色粒子 ・雲母
明赤褐 普通 横ナデ，底部周縁部削 り 覆土中 10％

番号 器貿 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 軸色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

528 陶器 九碗 ［12．4］ （6．8） － 長石 灰黄 －
暗オリーブ 鉄軸 瀬戸・美濃 － 覆土中 20％

529 陶器 碗 － （2．1） ［5．3］ 微礫 浅黄 黄褐 鉄粕 瀬戸・美濃 － 覆土中 5 ％

530 磁器 瓶 カ － （7．3） － 灰 自 絵付け 灰 － － 覆土中 5 ％

第62号井戸跡（第231図）

位置　調査区中央部のE8j8区に位置し，台地上の南側に立地している。

－210一



規模と形状　長径1．6m，短径1．3mほどの楕円形で，長径方向はN－630－Wである。円筒状に掘り込まれてお

り，涌水のため深さは65cmまでしか確認できなかった。

覆土　5層までを確認した。ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色
3　暗　褐　色

ロームブロック・粘土ブロック少量

ロームブロック・炭化物・粘土ブロック少量
粘土ブロック少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片33点，土師器片199点，

須恵器片1点，陶器片1点，礫11点が出土してい

る。

所見　土器がほぼ同じ層位から出土していること

から，埋め戻しの過程で一括投棄されたものと考

えられる。時期は，最新の土器が陶器片であるこ

とから中世と考えられる。

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，粘土ブロック少量
5　黄　褐　色　　粘土ブロック中量，ロームブロック少量

i二二一

第231図　第62号井戸跡実測図
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第63号井戸跡（第232図）

位置　調査区中央部のF8h3区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径0．8mほどの円形で，円筒状に掘り込まれている。涌水のため深さは60cmまでしか確認できな

かった。

覆土　涌水や崩落のため記録に残すことができなかったが，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを多く含む

黄褐色土を基調としていたことから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　土師質土器片12点（小皿），石器1点（砥石）が出土している。

所見　出土した土器片はすべて接合関係にあり，完形またはそれに近い状態で投棄されたものと考えられる。

時期は，出土土器から中世でも15世紀以前と考えられる。
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第232図　第63号井戸跡・出土遺物実測図
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健置　調査区中央部の汐　g区に位置し　由地上の南側に立地して折る。

′　　′・　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　ノ

軋　滴水のため深さは糾cmまでしか確認で　なかった。

澤ま　　層　等を確認した。プロッタ状の堆積状況から兇為堆積　考えられる。

’し　　ノ　′・・　′　ノ、′　′

土層解説

思　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　灰　褐　色

地軸　　　　複　褐　　　色

5　明　褐　色

6　灰　褐　色

γ　にぷい掲色

しトー∴粒J∵・炭化粒」′一・

鹿沼パミス微量
l－」一一一ム粒守一少量

鹿沼パミス中量学　田…
ム粒子を炭化凝予少量

鹿沼パミス中量夕　胃－
∴ブtJ－tノ・ク少量，炭化

物微量
U－∴ブし「1′ク多量∴

鹿沼パミス微量
U－ム粒J′・・鹿沼ノ（ミス申表．－

ローム粒子の鹿沼パミス中量

2m

遺物出藍浪漫、土師質並瀾満載濾

内耳鍋渕　揺鉢射　陶器片信蕪

皿）磁器片鉦鼓　碗　が出土し

ている。て　いずれも細片で図示するこ

とができなかったがタ　内塔鋼片の多

くは覆土第3・4層から出土してい

る。

所鳳　時期は　出土土器から中世後

半以降と考えられるJ

第鵬考井浮妙　第2別図）

・－‘　′了、ノ、ノ’′′ノノ　∵∴　く　′　　ノ　′、！　′．∴　　′．　　　ら

、一∴（言上さ　∴号′へ二　㌦；′く′′．．′′′了　V　三′　　ご∴ノ　　＿、　　　　．∴．．　．、一　ノ　′、・、　）

言水のため深さはmcmまでしか確認で　なかった。

滞丑　7層までを確認した。ブロック状の堆積状況からÅ為堆積と考えられる。

土層解説
1　にぷい橙色

2　暗　褐　色
3　灰　褐　色
・1　黒　褐　色

粘十ブロック中量，ローム粒千少量
ローム粒J′一少量，炭化粒J’一・鹿沼バミス微量

粘巨粒子多量，しトーム粒日放量
しゴーム粒J’中量，鹿沼バミス少量

ー212－－

5　褐　　　色

（う　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒J′－・鹿沼バミス微量

しトーム粒J′・・粘吊1つ′・少量，鹿沼パミス微量



遺物出土状況　土師質土器片25点（．内耳鍋

′　！　　　　　　二．　　ノ　ー　こ∴

＼′　ノ　′∴、一一／ノ、　二、．′1／‥　′、′　　　．、

部に煤が付着した小Jll描一が数点確認されて

いる。

所鳳　時期は芦　出土土器から中健後半と考

えられる。

’ノ　　　　　′　′．、′　　　　一ノ　ー′・・こ

′

、、′

－　　／　　　ノ　　　ノ　　　′　、　　　　　　　　　　　ノ　l　　　　　　　　　′ノ

重複関係　第51．・53号土坑を掘り込んでいる。

．．．′　1　　・′　、　　′C‘　′、′　　′　‾　　　　　　∴、、、　　　　　　∴．′′．　∴　′　　　　　　、

している。

ノ．′ノ　　∴　　ノ′　　′′′′　．、．′　一　′′．　∴　　　′′．

土層解説
1　極暗褐色　　ロームプロ、ソク・炭化粒J’・少量

2　極暗褐色　　ロームブロック微量

・シ　　′′、・／　′し。　′－　／　　‘′，　　　　　′‾′、ノ．、′

、・、　∴一　　㌦　　／　　　、、′′．　∵．。　＼

器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。土器・古銭

とも小片で図示することができなかった。

‾∴　　　　＿ン　′ノノ　ノ．∴言、ユ．／、　－．：、′　　二・日∴・‥・∴∴、

ることから夢　中餞後半の墓壕の可能性がある。

一

輿
「√、r

＼、、＼∴　了　、上すニ‥一

第2溺図　第胡号土坑実測図

第関考量坑（第236囲）

健置　調査区中央部のE m区に位置し　台地上の南側に立地している。

重複関係　ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長卓由1。6mタ　短軸0。7mの隅丸長方形で　長戟方向は飼…　0－Eである。深さは舗cmで　壁は直立

している。底面は皿状である。

穫並　2層からなり，ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒千中量
2　褐　　　色　　ロームブロック多量

：主物・、ノ言．　二・；．て′　・、も、＿，′涼，l・、　‥立　石′　ミ、．ノ、．言渦　　ノー、㍉ノ　．・、言∴∴ノ／∴一　五
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石器（硯），古銭が出土している。土師器片，須恵器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。557は覆

土中から出土しており体部内面に銅棒が付着している。QlO3，M44も覆土中から出土している。

所見　出土土器と古銭（元祐通賓）が出土していることから，中世後半以降の墓境の可能性がある。

A50．2m

「亘己二「

＼＝」二二才557

』⊥」m　仁二十二∃cm

第236図　第68号土坑・出土遺物実測図

第68号土坑出土遺物観察表（第236囲）

Q103

一⊂二二「二コ
」

0　　　　　　　2cm
！　　：＿‥」

番号種別券種口径器高底径胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

557土師質土器小皿－（1．3）5．0雲母 浅黄普通ナデ 覆土中20％

番号器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

QlO3 硯 （3．0）（1．8）（0．2）（1．4）頁　　岩模様付の緑部ヵ 覆土中

番号銭名 径 孔 重量初鋳年材質 特　　　　　 徴 出十位置 備　考

M44元祐通賓2．4 0．7 2．1 1086 鋼無背銭 覆土中

第127号土坑（第237図）

位置　調査区中央部のF7b7区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第99・140号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．7m，短軸0．6mの長方形で，長軸方向はNT84。－Wである。深さは60cmで，壁は直立して

いる。底面は平坦である。

覆土　4層からなり，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説

1　褐　　　色
2　暗　褐　色

ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量　　　　3　暗　褐　色　　鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量
ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量　　　　　4　暗　褐　色　　ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片2点，土師質土器片（内耳鍋），瓦質土器片2点（鉢），古銭（永楽

通賓）が出土している。M45は覆土中から出土している。

所見　中世特有の土器が確認されていることや，永楽通賓が出土していることから，中世後半の墓境の可能性

がある。

－214－



④七7＿。1m

－I1－1－＿ll＿

A50．2m

二了 0　　　　　　1m
L i＿　」

第237図　第127号土坑・出土遣物実測図

第127号土坑出土遺物観察表（第237図）

0　　　　　　　2cm

し＿＿＿＿＿」　　」

番号 銭名 径 孔 重量 初鋳年 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

M 45 永楽通賓 2．4 0．5 1．9 1408 銅 無背銭 覆土中

第312号土坑（第238図）

位置　調査区中央部のD7j5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第315号土坑に掘り込まれ，第3号溝との新旧関係は不明である。

規模と形状　長軸1．1m，短軸0．7mの隅丸長方形で，長軸方向

はN－210－Eである。深さは70cmで，壁はほぼ直立している。

覆土　3層からなり，ブロック状に堆積していることから人為

堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　極暗褐色

ローム粒子・鹿沼パミス中量
鹿沼パミス中量，ロームブロック少量
ローム粒子少量，鹿沼パミス微量

遺物出土状況　底面から頭部を北側に向けた人骨が出土してい

る。また，鉄淳が覆土中から出土している。

所見　他の土坑との重複関係と人骨が底面から出土しているこ

とから，中世後半の墓境と考えられる。

0

L L」m

第238図　第312号土坑実測図

第423号土坑（第239図）

位置　調査区中央部のE7a4区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1号溝に掘り込まれている。

規模と形状　東西軸は西側が第1号溝に掘り込まれているため1．1mまでしか確認できなかった。南北軸は0．8

mで，長軸方向がN－900　の長方形と考えられる。深さは34cmで，壁は外傾して立ち上がっている。底面は皿

状である。
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覆土　ロームブロックと鹿沼パミスを含む褐色土を基調としている。

くl o lm

L＿＿；　≡

第239図　第423号土坑実測図

遺物出土状況　東側の底面から人骨や骨粉が出土してい

る。

所見　人骨や骨粉が出土していることから墓壕と考えら

れる。時期は，本跡を掘り込んでいる第1号溝が15～16

世紀代のものであることから，中世後半と考えられる。

第575号土坑（第240図）

位置　調査区西部のE5C8区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　ピットを掘り込んでいる。

規模と形状　長径0．8m，短径0．5mの楕円形で，長径方向はN－650－Eである。西側から東側に向かって深く

掘り込まれており，深さは15～38cmである。

覆土　2層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　　　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片3点，古銭（開元通賓）が出土している。土師器片は人為堆積時の混入によるものと

考えられる。M48は中央やや北西寄りの底面から出土している。

所見　本跡は，すぐ南側に位置する第1017号土坑と遺構の形状，古銭（開元通賓）の出土状況がほぼ同一であ

る。また，近辺から地下式壕や井戸が確認されていることから，中世墓境の可能性がある。

④
」岳。8

－S2mflm Bニー
＜l 三：′－

BM48

＼レ㍉』二二二二∃m
第240図　第575号土坑・出土遺物実測図

第575号土坑出土遺物観察表（第240図）

0　　　　　　　2cm

L＿＿＿＿＿＿⊥　　」

番号銭名径孔重量初鋳年材質 特　　　　　徴 出土位置備　考

M48開元通賓2．4 0．5 （1．1）621 銅無背銭，一部欠損 西側底面

第923号土坑（第241図）

位置　調査区中央部のF7d9区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1．0m，短径0．9mの楕円形で，長径方向はN－OO　である。深さは32cmで，壁は外傾して立ち
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上がっている。底面は皿状である。

覆土　2層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量，炭化材微量

遺物出土状況　瓦質土器片1点（揺鉢）と人骨がともに覆

土下層から出土している。また，底面からは鉄淳が出土し

ている。瓦質土器片は第911号土坑から出土した610と接合

関係にある。

所見　時期は，出土土器から中世末から近世初めにかけて

の墓堀と考えられる。 亘二三l。二
第241図　第923号土坑実測図

第1017号土坑（第242図）

位置　調査区西部のE5d8区に位置し，台地上の南側に位置している。

重複関係　ピットを掘り込んでいる。

規模と形状　径0・5mの円形である。北側から南側に向かって深く掘り込まれており，深さは2ト53cmである。

覆土　2層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　灰　褐　色　　ロームブロック中量

2黒褐色　ロームブロツク少量

遺物出土状況　古銭（祥符元宮）が出土している。M51は北宋銭で，ほぼ中央部の底面から出土している。

所見　本跡は，すぐ北側に位置する第575号土坑と遺構の形状，古銭の出土状況がほぼ同一である。また，近辺

から地下式壕や井戸が確認されていることから，中世の墓堰の可能性がある。

＠）

三．‘一一

可 姦担
0

！＿＿⊥＿　」

第242図　第1017号土坑・出土遺物実測図

第1017号土坑出土遺物観察表（第242図）

番号 銭 名 径 孔 重量 初 鋳年 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 5 1 祥 符 元 賓 2．5 0 ．5 2 ．3 10 09 銅 無 背 銭 北 側底面 P L 6 2

第1366号土坑（第243図）

位置　調査区中央部のF7C8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第舶8号土坑を掘り込んでいる。
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規模と形状　長軸1．3m，短軸0．7mの長方形で，長軸方向はN－120－Eである。深さは42cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　9層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　褐　　　色

2　灰黄褐色
3　にぷい黄褐色
4　にぷい黄褐色

5　暗　褐　色

ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量
ロームブロック・鹿沼パミス少量

鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック微量

鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

6　褐　　　色

7　灰黄褐色
8　褐　　　色

9　暗　褐　色

ローム粒子・鹿沼パミス少量
ローム粒子・鹿沼パミス少量

ロームブロック・鹿沼パミス少量
ロームブロック中量．鹿沼パミス少量

遺物出土状況　土師質土器片1点（小皿），古銭3点（永楽通賓，祥符元賓，無事元賓カ）が出土している。618

は底面から完形で，M53・54は覆土下層から出土している。M52は覆土中から出土している。

所見　土師質土器と古銭が出土していることから，中世後半の墓壕の可能性がある。

M54

0　　　　　　1m

！＿　；」

0　　　　　　　5cm

l i　！

第243回　第1366号土坑・出土遺物実測図

第1366号土坑出土遺物観察表（第243図）

0　　　　　　　　2cm

L＿＿＿＿＿＿＿L　」

番号種別券種口径器高底径胎　土色調焼成手法の特徴出土位置備　考

618土師質土器小皿6．41．93．0長石・赤色粒子にぷい橙普通底部回転糸切り
北側底面100％　　　　PL53

番号銭名径孔重量初鋳年材質 特　　　　　徴 出土位置備　考

M52永楽通賓2．5 0．6 2．6 1408 鋼無背銭 覆土中 PL62

M53輿寧元賓2．3 0．6 2．6 －銅
下層 PL62

M54祥符元賓2．1 0．6 1．8 1009 銅無背銭 下層 PL62

第1391号土坑（第244図）

位置　調査区中央部のF8a4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長軸1．1m，短軸0．7mの不定形である。長軸方向はN－900である。東側から西側に向かって深

く掘り込まれており，深さは38～糾cmである。壁は外傾して立ち上がっている○

覆土　2層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説

1　黒　褐　色
2　褐　　　色

ロームブロック・炭化粒子少量
ローム粒子中量
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遺物出土状況　陶器片1点（碗），銅製品1点（不明），古銭1点（不明）が出土している。551は天目茶碗の口

緑から体部片で覆土中から出土している。M41・42はともに覆土中層から出土している。

所見　天目茶碗が出土していることと古銭が出土していることから，中世の墓境の可能性がある。

三二、㌻
M41M42

＼少』m
第244回　第1391号土坑・出土遺物実測図

第1391号土坑出土遣物観察表（第244図）

1

1

0　　M41

0　　　　　　　5cm

L i E

遺違

0　　　　　　　　2cm

！　　：　　　E

番号器質 器種 口径器高底径 胎　土 色調 絵付 粕色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　考

551 陶器天目茶碗［12．1］（4．8）－長石 にぷい黄橙 － 黒褐 鉄粕 瀬戸・美濃17世紀前葉覆土中 20％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

M41小柄　ヵ （9．8） 1．2 0．5 （20．4）青　　鋼断面は長楕円状 中層 PL62

番号 銭名 径 孔 重量 初鋳年 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

M42不明銭 2．3 0．5 （1．8） － 銅 一部欠損 中層

第1416号土坑（第245図）

位置　調査区中央部のE8j5区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径0．9m，短径0．5mの楕円形で，長径方向はN－57。qEである。深さは50cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　ロームブロックと鹿沼パミスを多く含む褐色土を基調としている。

二二二：：：：二
0　　　　　　1m　　0　　　2cm

し」＿＿＿　」　！i！

第245回　第1416号土坑・出土遺物実測図
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遺物出土状況　銅製品1点（煙管の雁首），古銭2点（寛永通賓）が出土している。M56・57・58はともに底面

から出土している。

所見　出土遺物から，本跡は近世（17世紀末以降）の墓塀の可能性がある。

第1416号土坑出土遺物観察表（第245図）

番号 種 別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 56 煙　　 管 （1．4） 1．6 －
（1．6） 銅 火皿のみ残存 東側底面

番号 銭名 径 孔 重 量 初鋳年 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 5 7 寛永通賓 2．4 0．5 2．4 163 6 鋼 古寛 永，無背銭 東側底面 P L 62

M 5 8 寛永通蜜 2．3 0．6 （1．4） 169 7 銅 新寛 永，無背銭，一部 欠損 東側底 面 P L 6 2

第1603号土坑（第246図）

位置　調査区西部のE5e9区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径0．7m，短径0．4mの楕円形で，長径方向はN－00　である。深さは，北側がやや深くなってお

り45～55cmである。

⑥忘

三、二
山l

A48．8m　＿

「了 0　　　　　　1m

Li　！

第246図　第1603号土坑実測図

覆土　2層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　炭化物中量，ロームブロック少量
2　灰　褐　色　　ロームブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　人骨が覆土中から出土している。

所見　本跡の近辺からほぼ同形態の中世の墓塀が確認されてい

ること，覆土中から人骨や炭化物が確認されていることから，

中世の墓境と考えられる。

（6）土　坑

第16号土坑（第247図）

位置　調査区中央部のE7C4区に位置し，台地上の南側に立地している。

〒≡

0　　　　　　5cm

し　；　王

0　　　　　　1m

可　　　L i＿＿＿」

第247図　第16号土坑・出土遺物実測図
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重複関係　第19号竪穴状遺構を掘り

込んでいる。

規模と形状　長軸2．2m，短軸0．9m

の長方形で，長軸方向はN－110－

Eである。深さは10cmで，壁は外傾

して立ち上がっている。

覆土　単一層で薄いため，堆積状況

は不明である。

土居解説
1　極暗褐色　　ロームブロック少量



遺物出土状況　縄文土器片18点，土師器片17点，須恵器片2点，土師質土器片1点（内耳鍋），陶器片2点（嚢，

碗）が出土している。土師質土器片，陶器片以外は流れ込みによるものと考えられる。552は覆土中から出土し

ている。

所見　南北軸の土坑であり，近辺からも同形態の土坑が確認されている。時期は，第19号竪穴状遺構を掘り込

んでいることと出土土器から，中世後半以降と考えられる。

第16号土坑出土遺物観察表（第247図）

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 寒由色 粕薬 産地 年代 出土位 置 備　 考

552 陶器 皿 ［1 1．0］ （1．7） － 長石 浅黄 － オリーブ黄 灰寒由 － － 覆土 中 20％

第20号土坑（第248図）

位置　調査区中央部のE7C4区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第12号土坑を掘り込み，第5号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．4m，短軸1．0mの長方形で，長軸方向はN－90－Eである。深さは18cmで，壁は直立して

いる。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　褐　灰　色

2　灰　褐　色

ロームブロック少量

ロームブロック中量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片19点，須恵器片1点，土師器片5点，土師質土器片4点（捨鉢）が出土している。

土師質土器片以外は，人為堆積時の混入によるものと考えられる。553は覆土中から出土している。

所見　南北軸の長方形を呈した土坑であり，近辺からも同形態の土坑が確認されている。時期は，出土土器か

ら中世と考えられる。

0　　　　　　1m

l＿　＿I＿＿＿＿J

第248図　第20号土坑・出土遺物実測図

第20号土坑出土遺物観察表（第248図）

番号 種別 器種 口径 器高 底 径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

5 53 土師質土器 措 鉢 － （6．8） ［1 1．4］ 石英 ・長石・雲母 にぷい赤褐 普通 6 条 1 単 位 の揺 り日 覆土 中 5 ％

第22号土坑（第249図）

位置　調査区中央部のE7f8区に位置し，台地上の南側に立地している。
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重複関係　第65号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸3．5m，短車由mmの長方形で　長劫方向はN－100－Eである。深さは59cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

穫ま　3層からなり，ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子多量
2　極暗褐色　　ロームブロック少量

3　褐　　　色　　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片9点，土師器片7点，須恵器片1点，土師質土器片主産（内耳鍋）タ土製品且点仕

鈴）が出土している。nP6は覆土中から出土している。縄文土器片，土師器片夕須恵器片は人為堆積時の混入

と考えられる。

所見　南北軸の土坑でありタ　近辺からほ同形態の土坑が多数確認されている。時期は，出土土器と本跡が掘り

込んでいる第65号土坑から中世の遺物が確認されていることからタ　中世後半と考えられる。

二

第別間　第22も65号土坑e第22号土坑出土遺物実測図

第22号土坑出土遺物観察衷（第249図）
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番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 特　　 徴　　　　 巨 旺 位置 備　 考

D P 6 土　　 鈴 （2．4） （2。4） － （5．6） 外面ナデ　　　　　　　　 i覆土中
PL 57

窮駈尊堂銑（第2490250図）

位置　調査区中央部E7f8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第66号土坑を掘り込み，第22号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3。9m，短軸0。9mの長方形で，長軸方向はN…60…Eである。深さは45cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　4層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック微量　　　　　3　黒　褐　色　　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

2　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量　　　　　4　暗　褐　色　　ロームブロックe鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，二i二師器量‘6点，土師質土器片10点（、小皿主　陶器片2点（皿）が出土している．。

縄文土器片夕　土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。555タ　556とも覆土中から出土している。

一一一一一1222－－



陶器片は小片で図示することができなかった。

所見　南北軸の土坑であり，近辺からは同形態の

土坑が多数確認されている。時期は，出土土器か

ら中世と考えられる。

第65号土坑出土遺物観察表（第250図）

第250図　第65号土坑出土遺物実測図

OkCn〔

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 士 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土 位置 備　 考

555 土師質土器 小皿 ［9．8］ （2．3） － 赤色粒子・雲母 橙 普通 ナデ 覆土 中 10％

5 56 土師質土器 小皿 ［9．2］ （2．5） － 長石 ・雲母 浅黄橙 普通 ナデ 覆土 中 10％

第割号蓋琉（第251図）

位置　調査区中央部のE7i5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第759号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．3m，短軸0．9mの隅丸長方形で，長軸方向はN－770－Wである。深さは23cmで，壁は直立

している。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子中量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

3　極暗褐色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片9点，土師器片10点，土師質土器片2点（小皿）が出土している。土師質土器片以

外は流れ込みによるものと考えられる。558は覆土中から出土している。

所見　東西軸の土坑であり，周辺からは東西軸あるいは南北軸で同形態の土坑が多数確認されている。時期は，

出土土器から中世と考えられる。

ニ

第25瑠図　第71号土坑e出土遺物実測図

第71号土坑出土遺物観察表（第251図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　 考

558 土師質土器 小皿 ［8．4］ 2．2 ［3．0］赤色粒子・雲母 にぷい橙 普通 ナデ 覆土中 20％

第開号羞坑（第252図）

位置　調査区中央部のF7a6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第78号土坑を掘り込んでいる。
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規模と形状　長尊由tOm，短軸0。5mの長方形で，長軸方向はN…700－Wである。深さは32cmで，壁は直立して

いる。底面は平坦である。

二三‾l

四顧‥
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第252図　第77号土坑実測図

語並　3層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と

考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック

少量，炭化物微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片3点，土師質土器片2点（内耳鍋，小皿），

陶器片1点（碗）が出土している。縄文土器片は人為堆積時の混入と

考えられる。遺物はすべて小片のため図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器から中世と考えられる。

第腱尊堂坑（第253図）

位置　調査区中央部のF7b5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第142号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸上9m，短軸0．8mの長方形で，

虻l　　　　　旺l

0　　　　　　1m

』ここ＝；ヨここ』

第253図　第92号土坑実測図

長軸方向はN－80－Eである。深さは46cmで，壁はほぼ直立

している。底面は平坦である。

語土　3層からなり，ロームブロックを多量に含んでいること

から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色

2　褐　　　色
3　黒　褐　色

ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量

ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片2点，土師質土器片

7点（内耳鍋）が出土している。土師質土器片以外は人為堆積

時の混入によるものと考えられる。内耳銅片は小片のため図

示することができなかったが，第2。3層から出土している。

所見　南北軸の土坑であり，近辺からは同形態の土坑が多数確

認されている。時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第鯛考量坑（第254図）

位置　調査区中央部のF7b6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第123号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南側が第123号土坑に掘り込まれているため，南北軸は0。8mまでしか確認できなかった。東西軸

は0．8mで，長軸方向はN－150－Eである。深さは8cmで，壁は緩く外傾している。底面は平坦である。

覆土　覆土が薄く単一層のため，堆積状況は不明である。

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック中量
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遺物出土状況　陶器片3点

（皿）が出土している。559は

覆土中から出土している。

所見　南北軸の土坑であり，

近辺からは同形態の土坑が多

数確認されている。時期は，

559の生産地年代（瀬戸・美濃）

から17世紀代と考えられる。
第254図　第98号土坑・出土遺物実測図

第98号土坑出土遺物観察表（第254図）

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 絵 付 蕃由色 粕薬 産地 年代 出土位 置 備　 考

559 陶 器 丸 皿 10．2 2 ．4 6 ．0 緻 密 にぷい橙 － 暗赤褐 鉄粕 瀬戸 ・美濃 17世紀 代 覆土 中 8 0％　 P L 5 4

第125号土坑（第255・256図）

位置　調査区中央部のF7b5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第155号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2・2m，短軸0・8mの長方形で，長軸方向はN－24。－Eである。深さは57cmで，壁は直立して

いる。底面は平坦である。

覆土　4層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　極暗褐色　　ロームブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック中量

3　極暗褐色　　ロームブロック微量
4　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片3点，土師質土器片7点（内耳鍋3，焙烙2，鉢2），石器1点（砥

石）が出土している。560は覆土上層から，Q92は覆土中層から出土している。

所見　南北軸の土坑であり，近辺からは南北軸あるいは東西軸で同形態の遺構が多数確認されている。時期は，

出土土器から中世後半から近世初頭にかけてと考えられる。

（昏l
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第255図　第125号土坑・出土遺物実測図

第125号土坑出土遺物観察表（第255・256図）

0
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番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法 の 特徴 出土位置 備　 考

560 土師質土器 焙烙 ［18．6］ 4．0 ［17．4］石英・長石 にぷい黄橙 普通 休部積ナデ 上層 25％
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第256図　第125号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　　　10cm
こ　　　i　　　＿」

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q92砥　　石 23．0 14．9 7．4 3590．0 粘板岩三面使用 中層

第129号土坑（第257図）

位置　調査区中央部のE7f3区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径0．6mの円形である。深さは78cmで，ほぼ円筒状に掘り込まれている0

覆土　5層からなり，ロームブロックを多量に含んでいることから人為堆積と考えられる0

土居解説

1　暗　褐　色
2　暗　褐　色
3　褐　　　色

ロームブロック多量
ロームブロック中量

ロームブロック多量

⑥克てニ①－
，Sl巾

A50．6m

軒』』m
第257図　第129号土坑実測図

4　暗　褐　色　　ロームブロック少量
5　黒　褐　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片4点，土師器片1点，須恵器片2点，

土師質土器片4点（内耳鍋），瓦質土器片1点（鉢），陶器片1

点（碗）が出土している。縄文土器片や土師器片・須恵器片は

人為堆積時の混入によるものと考えられる。遺物はすべて小片

のため，図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器から中世と考えられる。

第148号土坑（第258図）

位置　調査区西部のD5C6区に位置し，台地上の北側に立地している。

重複関係　第3号住居跡を掘り込んでいる。
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規模と形状　長径0・9m，短径0・8mの楕円形で，長径方向はN－560－Wである。深さは27cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック・炭化物微量
2　黒　　　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師器片8点，須恵器片1

点，陶器片1点（碗）が出土している。561

は覆土上層から出土している。陶器片以外

は流れ込みによるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世と考えら

れる。

第148号土坑出土遺物観察表（第258図）

3　黒　褐　色　　ローム粒子中量

／

攣－ ∈
CI

cD

耳
⑳

561

J　』土∃m

第258図　第148号土坑・出土遺物実測図

、し＿匿豆
561

0　　　　　　5cm

！＿＿　J

番号器質器種口径器高底径胎　土色調給付寒由色軸薬産地年代出土位置備　考

561陶器碗－（1．7）［5．2］長石 浅黄橙－黒褐鉄柵瀬戸・美濃－上層20％

第220号土坑（第259図）

位置　調査区西部のD6f7区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第78号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0・9m，短径0・6mの楕円形で，長径方向はN－470－Wである。深さは30cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　5層からなり，ブロック状の堆積状況から人為堆積と考えられる。
土居解説
1　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロック微量
3　黒　褐　色　　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
4　褐　　　色　　ロームブロック中量
5　黒　　　色　　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片3点，土師器片5点，須恵器片1点，

土師質土器片3点（内耳鍋）が出土している。土師質土器片以外

は人為堆積時の混入によるものと考えられる。内耳鍋片は小片の

ため図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

「三二
可

＼′

野山i罰

0　　　　　1m

L　；］

第259図　第220号土坑実測図

第275号土坑（第260図）

位置　調査区中央部のE7a8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第282・338号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　第338号土坑との重複により，長軸は1．6mまでしか確認できなかった。短軸は0．7mで隅丸長方形

－227－



′ノ、了つ　一∵．、′、′・、．、　′・ノ、＼、）　．　′′．、　二　　一、　　　　　　言　　　　　　′　′′　′

いる。底面は平坦である。

一　　　　′．′ノ　ノ．ノ．′　　　　　　　′′　、　′　　　一＼　′、．　　　′′、′　′、′′′　、・－／二．・　ノ　　′、．

土層解説
1　極暗褐色　　U一一一ムブUソク・鹿沼バミス少量
2　黒　褐　色　　鹿沼バミスブl」・ソク少量，U一一一ムブU、ソク微量

：　　、　　　　　　　　ノ　　　、　　　　　　　　　　　　　　　．′　　ノ　　　　　　　′、一　＿　　　　ノ、　′　　　′

が出土している。564は覆土中から江上としている。内耳鍋片や陶器皿片は小片のため図示することができなか

′∫　　　人　　　　′ノ　　　ー、∴　チ　　　　　・′、．、二　　　′　′　　　　　　・・′　′ノ　　′　　ノ　．

1　′　　　　　′　　　　　　　　　ノ　　＿　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′′l　′　　ヽ

出土遺物から中世後半と考えられる。，

㊨響
攣

A51．6m

銘∵予
・′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　、

0　　　　　　　5cm

監≡≡≡≡：藍≡≡≡』

′　　　　　　　　′′　′　　　　　ノ

露霊∃霊匡窒窒窒≡≡匿覧窒‡

′　　　　　　　、

位置　調査区西部のE6b2区に位置し，台地上の南側に立地している。

．　∴　　　　　　　　　　　　　′′　　′　ニ　　　　▼　′　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　∴‘

立ち上がっている。底面は平坦である。、

、　　′．′ノ　′　　／′　′、′　　　　　・・　　　′　ノ　　ノ　′∴　′ノ′　．　′

饗端
旦49．6m

′：ハ　∴、こ′　ノ　ーノ　′　　く

0　　　　　　1m
』≡宝器』

一一一228－－

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

l」一一一ムブUック少量，炭化物微量

U一一ムブUツク少量

tトlムプロ・ソク少量，炭化物微量

．－　ゥ　　　　ノ　　　′’　　　′　　．　　　　　　′・

「∵、ノ　　ノ　　　　　∴　′　　　　　　′　　鍋　　′

皿1）が出土している。土師質土器片は小片のた

め図示することができなかった。

ノ　．、・　′．・　一ノ　　′・レ）′　　、′′ノ　′．㌧・′．「㍉畑′．ノ

るいは南北軸で同形態の土坑が確認されている。

時期は，出J二土器から中世後半と考えられる。



第313号土坑（第262図）

位置　調査区中央部のD7j5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第314号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　東西軸は3．7mであるが，南北軸は北側が調査区域外となっているため1．0mまでしか確認できな

かった。隅丸長方形を呈していたものと推測される。長軸方向はN－750－Wである。深さは90cmで，壁は直

立している。底面は平坦である。

覆土　8層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　褐　　　色　　ローム粒子多量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　褐　　　色　　ロームブロック多量
4　褐　灰　色　　ロームブロック少量
5　黒　褐　色　　ロームブロック中量
6　にぷい褐色　　ロームブロック多量
7　黒　褐　色　　ローム粒子少量
8　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片34点，土

師器片14点，須恵器片2点，陶器片

2点（皿）が出土している。567は覆

土上層から出土している。陶器片以

外は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　時期は，陶器皿の生産地年代

（瀬戸・美濃）から15世紀代と考え

られる。

しこコ＝＝∃m

第262図　第313号土坑・出土遺物実測図

第313号土坑出土遺物観察表（第262図）

番 号 器 貿 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 絵 付 粕 色 軸 薬 産 地 年 代 出土 位 置 備　 考

56 7 陶 器 深 皿 － （5．7） 14 ．0 長 石 淡 黄 － 淡 黄 灰 粕 瀬戸 ・美濃 15世 紀 代 上 層 2 0 ％
古 瀬 戸

第330号土坑（第263図）

位置　調査区中央部のE7a7区に位置し，台地上

の南側に立地している。

重複関係　第273・325・338号土坑を掘り込んでい

る。

規模と形状　径1．1mの円形である。深さは65cm

で，壁は直立している。底面は平坦である。

覆土　4層からなり，ブロック状に堆積している

ことから人為堆積と考えられる。
0　　　　　　1m
：　i　＿二j

0　　　　　　5cm

l i　一一」

第263図　第330号土坑・出土遺物実測図
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土層解説

1黒　褐　色　　U一一ム粒Jr・少量，鹿沼パミスゾU・・・ノ瑠吏量　　　：jlけう二　裾　邑　　U一一ムブU、・．－・ケ少量，鹿沼ノ＼．ミスブt」・ソク微量

2　極目音褐色　　しトームブUック少量，鹿沼′（ミス微量　　　　　1－1黒　褐　色　　U一一ムブUソク少量．鹿沼バミスブLJ・ソク微量

1．；　＿′ノ、㌧　・ノく　′．一・、′．　　．、、・ク．、′　　　・′、　　　　　∴、　＿∴・′′．、、トニ上

中から出土している。

ニ　　ー．．り・′二　　　‾　‥－′′　′，l　　一十！．′／′

第3潮音土坑出土遺物観察表　第罰囲）

霊匿璽霊≡
∴二Y　一　　㌔、．ノ′．．く

‾　．・：′　’’′ノ　、∴＼く　’′　　＿　　′＼　ソ、、　　　　　　．′

、；二ノ∴てこ　．、、ノ　∴　：′′　′ノ・、ノ　′　　　　、．′．

二、′・一′ラ、．　ノ・、‾　′－　∴．、‾′ソ、・・：　ノ’・い1言′工　′ノ　ノ　　　　　　′　‾、．∴‾　′、．′．・、い．　‾　　ノ′′′

一ノ二、八一　′′　．ご　り／∴－∴＼　′、、　’、・．′∴、∴　　　　′・′．′）・・′′．言・／ノ．．：ノ　∴′、・・、二ノ　′：

第訪問　第358号土坑実測図

0　　　　　　1m

』三豊ニ』

′　　　ノ　′′　　一　　′ノ′．・二‘■′一、　二　　し′′ノ

穫豊　単一層のため堆積状況は不明である。

土層解説
1　暗　褐　色　　U一一一ムブt＿「ノケ中量

：よっ∫　、ノ、、．　∴－ノ　′．　　　　　　′、

・∴・：圧！、′「　′∵．：～．＿．．．′　′

鉢1㌦瓦質土器片　点　火合　が出土して

いる。

所見　内耳鋼片が多数出土していることか

ら，時期は中世後半と考えられる。

∴工∴∵・‥　′∴′誉、、く‘

位置　調査区西部のE5a6区に位置しタ　台地上の南側に立地している。

重複関係　第16号住風乳　第1723号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1。7mタ短軸1。2mの長方形でタ　長軸方向はN－330－Wある。深さは渕cmで　壁は直立してい

る。底面は平坦である。

滞ま　5層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色　　ロームブU・ソク少量，焼上ブロック微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

4　灰　褐　色　　ロームブロック中量

5　暗　褐　色　　ロームブロック中量

．．、炉　　‥こ∵－　　　∵∵－　′∴∴　上．†∴l．∴′、－　′．．・ノ十．　∴∴　′：．　∴′ノ　　′′∴、・！、∴　　′　‾　∴

器片は人為堆積時の混入と考えられる。
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所見　569は生産地年代（瀬

戸・美濃）では，15世紀前葉

に位置付けられていることか

ら，時期は15世紀代と考えら

れる。

＠）

旦

F＝＝＝＝＝：ヨク

∴

＼こ土工二二ア

0　　　　　　1m
I　；　」

第265図　第387号土坑・出土遺物実測図

第387号土坑出土遺物観察表（第265図）

0　　　　　　5cm

l i‥＿＿ま

番号器質器種口径器高底径胎　土色調給付粕色寒由薬産地年代出土位置備　考

569陶器大皿－（5．3）－撤密 灰黄－灰オリーブ灰寒由瀬戸・美濃15世紀前葉覆土中
5％
古l頼戸

570陶器皿－（1．0）4．3長石 灰褐－－ －瀬戸・美濃－覆土中
20％
古瀬戸

第406号土坑（第266図）

位置　調査区中央部のF8e2区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径0．6m，短径0．5mの楕円形で，長径方向はN－540－Wである。深さは71cmで，壁は直立して

いる。

覆土　3層からなり，ブロックを多く含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1　灰　褐　色
2　にぷい褐色

3　褐　灰　色

ローム粒子・鹿沼パミスブロック中量
ロームブロック・鹿沼パミスブロック中量

鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片3点，土師器片1点，土師質土器片

1点（小皿），陶器片2点（碗）が出土している。縄文土器片，

土師器片は人為堆積時の混入と考えられる。土師質土器片，陶

器片とも小片のため図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器から中世と考えられる。

⑥聖◎一
旦50．0m

二・二」1－
第266図　第406号土坑実測図

第421号土坑（第267図）

位置　調査区中央部のE7e6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第419号土坑を掘り込み，ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．0m，短軸1．0mの隅丸長方形で，長軸方向はN－180－Eである。深さは30cmで，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

ー231－



土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量

遺物出土状況　土師器片5点，土師質土器片11点（内耳鍋9，小皿2），陶器片2点（皿），石器1点（砥石），

鉄津2点が出土している。Q94は覆土中から出土している。土師質土器片，陶器片とも小片のため図示するこ

とができなかった。

所見　南北軸の土坑であり，近辺からは南北軸もしくは東西軸で同形態の遺構が多数確認されている。時期は，

陶器片や土師質土器片が出土していることから中世後半と考えられる。

0　　　　　　1m

し＿；！

第267図　第421号土坑・出土遺物実測図

第421号土坑出土遺物観察表（第267図）

番号 券種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 94 砥　　 石 （8 ．0） 3．4 2 ．3 （72 ．3） 凝灰貿礫岩 四面使用 覆土中

第437号土坑（第268図）

位置　調査区西部のE5a7区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第578・1748号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東側，西側とも土坑に掘り込まれているため東西軸の規模は不明である。南北軸は1．0mで長方

形状を呈していたものと推測される。深さは25cmで，底面は平坦である。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説

1　黒　褐　色
2　暗　褐　色

ロームブロック少量
ロームブロック少量

3　灰　褐　色　　ロームブロック少量

第268図　第437号土坑・出土遺物実測図

「」へ＿

－　－－－－　　　　－
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遺物出土状況　土師器片13点，須恵器片1点，土師質土器片12点（内耳鍋11，小皿1），瓦質土器片1点（鉢），

陶器片1点（皿）が出土している。571は擾土中から出土している。他の土器については小片のため図示できな

かった。

所見　東西軸の土坑と考えられ，重複関係にある他の土坑も東西軸や南北軸の長方形状を呈している。時期は，

遺構の形態や出土土器から中世後半と考えられる。

第437号土坑出土遺物観察表（第268図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

57 1 土師質土器 内耳鍋 ［36．0］ （4．4） － 長 石 ・雲 母 赤褐 普通 ナデ 覆土 中 5 ％

第438号土坑（第269図）

位置　調査区西部D5jl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第11・12号住居跡，第447号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．2m，短軸1．0mの長方形状で，長軸方向はN－240－Eである。深さは25cmで，壁は外傾し

て立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　褐　　　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

3　灰　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師器片8点，土師質土器片4点（内耳鍋），瓦質土器片4点（嚢3，鉢1），陶器片2点（碗）

鉄棒1点が出土している。572は覆土中から出土している。その他の土器は小片のため図示できなかったが，

ほとんどが覆土下層から出土している。土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　南北軸の土坑で，近辺からもほぼ同形態の土坑が多数確認されている。時期は，出土土器から中世後半

と考えられる。
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第269図　第438号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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第438号土坑出土遺物観察表（第269図）

番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

5 72 瓦 賀 土 器 火鉢 ［3 5．6］ （11 ．5） － 白色粒子 褐灰 普通
ナデ，外 面 に花文 ス タ ンプ印，

波状文
覆土 中 5 ％

第439号土坑（第270図）

位置　調査区中央部F7b8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1719号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第1719号土坑に掘り込まれており，東西軸は1．3mまでしか確認できなかった。南北軸は0．9mで

ほぼ長方形を呈していたものと推測される。長軸方向はN－720－Wである。深さは35cmで，壁は外傾して立

ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1暗　褐　色　　鹿沼パミスブロック・小礫少量，ロームブロック微量
2　極暗褐色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック4、礫少量

3　極暗褐色　　小礫少量，ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　土師器片1点，土師質土器片1点（内耳鍋），瓦質土器片2点（鉢），陶器片1点（皿）が出土

七秒脚E2巾

二二＝：二：三
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第270図　第439号土坑・出土遺物実測図

第439号土坑出土遺物観察表（第270図）

0　　　　　　5cm

！　：　！

している。573は覆土上層から出土してい

る。土師器片は人為堆積時の混入によるも

のと考えられる。

所見　南北軸の土坑であり，近辺からも南

北軸もしくは東西軸で同形態の土坑が多数

確認されている。時期は，573の生産地年

代（瀬戸・美濃）が17世紀前半に位置付け

られていることから，17世紀代と考えられ

る。

番 号 器 質 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 給 付 審由色 粕 薬 産 地 年 代 出 土 位 置 備　 考

5 7 3 陶 器 丸 皿 1 1 ．1 2 ．2 6 ．4 白 色 粒 子 灰 黄 褐 － に ぷ い 黄 橙 灰 粕 瀬 戸 ・美 濃 1 7 世 紀 前 半 上 層 7 0 ％　 P L 5 4

第497号土坑（第271図）

位置　調査区中央部のF8b6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　ピットに掘り込まれている。

規模と形状　径1．0mの円形である。深さは16cmで，壁は外傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　灰　褐　色

2　黒　褐　色

ロームブロック中量
ロームブロック少量

ー234一

3　暗　褐　色　　ロームブロック中量



遺物出土状況　土師器片1点，土師質土器片6点（内耳

鍋6），瓦質土器片2点（火舎）が出土している。出土

土器は小片のため図示することができなかったが，内耳

銅片は覆土中層から出土している。土師器片は人為堆積

時の混入によるものと考えられる。

A50．2m
l

‾‾で云∃≡≡声丁

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる0　　第271図　第497号土坑実測図

0　　　　　1m

し　；！

第498号土坑（第272図）

位置　調査区西部のE6d2区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第499号土坑を掘り込み，ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸，短軸ともに1．6mの不定形である。深さは20cmで，壁は外傾して立ち上がっている。底面は

平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説

1　暗　褐　色　　ロームブロック少量，炭化
物・鹿沼パミスブロック微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック中量
3　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師質土器片2点

（内耳鍋，鉢），陶器片1点（碗）

が出土している。574は覆土中から

出土している。

所見　時期は，出土土器から近世と

考えられる。 第272図　第498号土坑・出土遺物実測図

第498号土坑出土遺物観察表（第272図）

＼＼1」“ご二

0　　　　　10cm
し＿＿＿；＿＿＿！

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

574 陶器 碗 － （3．9） ［5．2］長石 にぷい黄橙 － にぷい黄橙 灰粕 － －
覆土中 30％

第501号土坑（第273図）

位置　調査区中央部のF8d5区に位置し，台地上

の南側に立地している。

規模と形状　長軸0．7m，短軸0．4mの不定形で，

長軸方向はN－76。－Wである。深さは30cmで，

壁は外傾して立ち上がっている。底面は皿状であ

る。

覆土　2層からなり，ロームブロックを多く含ん

でいることから人為堆積と考えられる。

璽葱・E2m∈
l
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第273回　第501号土坑・出土遺物実測図
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土層解説
1　褐　吠　色　　U一一ムブUック中量，鹿沼パミスプロ、ソク微量
2　黒　褐　色　　U－1ムプロ・ソク微量

遺物出立状況　土師質土器片　点　内耳釣針、皿の　陶器片　点　碗）が出土している。5花は覆土中から

出土している。

浦風　時期は芦　出土土器から16健妃から膵世紀代と考えられる。

第渕号土坑出土遺物観察表　第野図）

酎中躇1 榊　 巨渦 器可 底径 胎 まつ　 色調 給付 粕色 i 粕薬 ！産地 i 年代　 桓土位置 備　考
野5 陶器　 碗 i （5可 緻密　 i明褐灰

－
堅聖 上二∴ 「「　 仁 一＋ 庫彿 10％

第鯛考量痍　第2開園）

位置　調査区中央部のF8d5区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径0．6mの円形である。深さは50cmで壁は外傾して立ち上がっている。

滞豊　　層からな軋　ロームブロックを多　含んでいることからÅ為堆積と考えられる。

⑥嶽∴瀾m
lNlnlf2「－　　　ヒ二二二二土＝二二：＝∃

′∴：′J′某、工、∴㍉ノ．∴ノノ言∴く

土層解説

1　褐　灰　色　　ロームブUック・鹿沼ノ（ミスブロック微量

2　黒　褐　色　　U－ムブU、ソク中量，炭化物微量

二く′を　、ノ二∴、　　了　∴′　ノ　　目刺、ノ、′　∴　圭′．、′　．、

（皿）が出土している。いずれも小片のため図示することがで

きなかった。

所凰　時期は，出土土器から中世と考えられる。

第別　号羞痍　第2花園）

位置　調査区西部のF8a5区に位置し，海地上の南側に立地している。

重複関係　第別号土坑を掘　込み　第摘摘号土坑に掘　込まれている。

規模と形状　長径且。4m　短径。爪の楕円形で長径方向はN－660…Wである。深さは2鮫mで　壁は外傾して立

ち上がっている。

滞羞　　層からな軋　含有物からÅ為堆積と考えられる。

隼10㌦
』ここ豊ここ』

第2花図　第別号土坑実測図

土層解説
1　にぷい褐色　　鹿沼バミス少量
2　褐　　　色　　ロームブロック少量

二三功一　；ハうノ　∴一八一　イ言‾．　　－：‾十‾　∴　－・い．バ／つt～主‥、（．ノ、

寄鍋軋　小皿の　瓦質土器片且点　鉢）タ　陶器片温点が出土している。

縄文土器片夕　土師器片はÅ為堆積時の混入によるものと考えられる。

土器はすべて小片のため図示することができなかった。

所見　時期はタ　出土土器から中世後半以降と考えられる。

…2罰｛



第526号土坑（第276図）

位置　調査区中央部のE8j4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1．6m，短径1．3mの楕円形で，主軸方向はN－710－Wである。深さは52cmで壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　ロームブロックを多く含んだ褐色土を基調としていたことから，人為堆積と考えられる。

遺物出土状況　縄文土器片3点，土師器片4点，土師質土器片6点（内耳鍋4，小皿1，火舎1）が出土して

いる。577，578はいずれも底面から出土している。縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

（諺

笥L／‾』∃m
第276図　第526号土坑・出土遺物実測図

第526号土坑出土遺物観察表（第276図）

二二二二∴
578

庸一。 5cm

し＿⊥」

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法の 特徴 出土位置 備　 考

577 土師質土器 小皿 ［6．2］ 2．2 4．2 長石 にぷい橙 普通 底部回転糸切り 北側底面 70％

578 土師質土器 火舎 － （3．3） － 石英・長石 橙 普通 内面へラナデ 北側底面 5％

第577号土坑（第277図）

位置　調査区西部E5a8区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長軸1．7m，短軸0．7mの長方形で，長軸方向はN－900である。深さは34cmで，壁は直立している。

底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　灰　褐　色　　ロームブロック中量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

f一一≡≡l二二　二
叫　　　　　　叫
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0　　　　　　1m
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第277図　第577号土坑・出土遺物実測図
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3　褐　灰　色　　ロームブロック少量

⊂＝　‾⊃
579 0　　　　　　5cm
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遺物出土状況　土師器9点，須恵器1点，土師質土器片2点（内耳鍋），瓦質土器片1点（火舎），陶器片1点

（皿）が出土している。土師器片，須恵器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。579は陶器皿の底部

である。周縁が削られ円盤状になっている。

所見　時期は，出土土器から中世後半以降と考えられる。579は砥石的な用途に使われたことも考えられる。

第577号土坑出土遺物観察表（第277図）

番号 器質 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

579 陶 器 皿 － （1．1） － 長 石 淡黄 － 灰黄 － － － 覆土中 5％　 周 縁 を
砥石 に転用

第611号土坑（第278図）

位置　調査区中央部のF7b3区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径0．5m，短径0．4mの楕円形で，長径方向はN－150－Eある。深さは40cmで，壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　3層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，炭化物微量

3　暗　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師質土器片10点（内耳鍋）が出土している。580は覆土中層から出土しており，深手の内耳鍋

と考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

㊥　∇（　　　A49加
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第278図　第611号土坑・出土遺物実測図

第611号土坑出土遺物観察表（第278図）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

番号 種 別 券種 口径 器高 底径 胎　 士 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

580 土師貿土器 内耳 鍋 ［32．6］ （8．0） － 長石 にぷ い橙 普通 目線 部へラナデ 中層 5 ％
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位置　調査区中央部のF7C複区に位置しタ　畜地上の南側に立地している。

規模と形状　長車由1き2mタ　短車細。6mの不定形である。深さは75cmで，壁は直立している。

穫羞　5層からなりク　ロームブロックを多　含んでいることからÅ為堆積　考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色
2　褐　　　色

3　褐　　　色
4　極暗褐色
5　褐　　　色

ロームブロック少量
ロームブロック中量

ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック微量
ロームプロ、ソク少量

U－ムブU・ソク・鹿沼バミスブUック中量

遺物出立状況　縄文土器片1点，土師質土器片2点潤苺鍋）芦

瓦質土器片且点（鉢）が出土している。縄文土器片は人為堆

積時の混入と考えられる。土器はすべて小片のため図示でき

なかった。

所凰　時期はタ　出土土器から中世後半と考えられる。

A49．8m

癖

隼

0　　　　　　1m

』≡≡≡≡ヒ：≡』

第2ア9閣　第位号土坑実測図

第駈考量既　第罰囲）

′　三　・．了、く′・∴′！；　′′こ、く－　A′　ご　一　一・一、：J　′∴‥巨、十I一、、′二ノ

重複関係　第383・385・650号士坑を掘り込んでいる。

．、′う、さ一一プ′′＼一、バー、1∴　′′．－　　‥年▲くノノ言′、工作ノノ．・∴こ＼）．．、′・シ）ノ（．六、1P‥い「ニ　ー．工作里∴

立ち上がっている。

滞羞　3層からなり芦　含有物からÅ為堆積と考えられる。

土層解説
i　暗　褐　色　　ロームブロック少量芦　鹿沼パミスブロック微量
2　極暗褐色　　鹿沼パミスブロック多量，ローム粒子少量
3　灰　褐　色　　鹿沼パミス多量，ローム粒子少量

遺物出立状況　土師器片2点，土師質土器片は貞（内耳鍋）が出土し

ている。すべて小片のため図示できなかった。土師器片は人為堆積時

の混入によるものと考えられる。

所恩　南北朝の土坑で　近辺から　同形態の土坑が確認されている。

時期は，出土土器から「巨世後半と考えられる。
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第謂閑　第駈号土坑実測図

第納骨堂琉　第邦図）

位置　調査区中央部のF㌃感区に位置しタ　畜地上の南側に立地している。

重複関係　第摘儲号土坑　ピッ　に掘　込まれている。

規模と形状　南側が第摘鵬号土坑に掘　込まれているためタ　南北車由は1強的までしか確認できなかった。東西

軸は1。のmでタ　隅丸長方形状を呈していたものと考えられる。長軸方向はN－230－Eである。深さは28cmでタ

壁は外傾して立ち上が／」ている。底面は平坦である。，

覆土　2層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。
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第281図　第699号土坑・出土遺物実測図

第699号土坑出土遺物観察表（第281図）

土居解説

1　暗　褐　色
2　褐　　　色

ローム粒子・鹿沼パミス中量

ローム粒子・鹿沼パミス中量

遺物出土状況　土師質土器片5点（内耳鍋3，

小皿2），陶器片1点（皿カ）が出土している。

581は底面から，582は覆土中から出土してい

る。

所見　南北軸の土坑で，近辺からもほぼ同形

態の土坑が多数確認されている。時期は，出

土土器から16世紀後半から17世紀代と考えら

れる。

番 号 種 別 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

58 1 土師 質 土 器 小 皿 4 ．9 1．8 3 ．4 赤 色 粒 子 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 底 面 80 ％　　　　 P L 5 4

番 号 器 質 器 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 絵 付 粕 色 粕 薬 産 地 年 代 出 土 位 置 備　 考

5 8 2 陶 器 皿 カ － （1．9） － 緻 密 浅 黄 － 浅 黄 灰 粕 瀬 戸 ・美 濃 － 覆 土 中 5 ％

第710号土坑（第282図）

位置　調査区中央部E7i6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第23号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0．8m，短径0．7mの楕円形で，長径方向はN－240－Wである。深さは47cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　4層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説

1暗　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量，炭化物微量　　　　3　褐　　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量，焼土粒子微量　　　4　褐　　　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片5点，土師器片6点，土師質土器片10点（内耳鍋4，小皿6）が出土している。583

は覆土上層から出土している。584は覆土中から出土している。内耳鋼片は小片のため図示できなかった。縄

文土器片や土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から15世紀後半から16世紀代と考えられる。

0　　　　　　1m

！　亡　」

第282図　第710号土坑・出土遺物実測図
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第710号士坑出土遺物観察表（第282図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

58 3 土師質土器 小 皿 9．4 2．2 4．8 石 英 ・長石 ・雲母 ・赤色粒子 にぷ い橙 普通 底部 回転 糸切 り 上層 80％

58 4 土師質土器 小皿 ［6．0］ 1．6 3．6 雲 母 にぷ い橙 普通 底部 回転糸切 り 覆土中 4 0％

第閲尊皇痍（第283図）

位置　調査区西部のE5dO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第12号溝に掘り込まれている。

規模と形状　一辺が1。Omの方形である。深さは22cmで，壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為

堆積と考えられる。　　　　　　　　　⑥Å

土層解説
1　暗　褐　色　　ロームブロック中量

2　灰　褐　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片4点，土師器片25点，土師質土器片

16点（内耳鍋），鉄製品（不明）が出土している0縄文土器片や　　　旦49．2m

土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。出土土

器は小片のため図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

SD12
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第283図　第720号土坑実測図

第関野乳量坑（第284図）

位置　調査区西部のE5dO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第433・634号土坑を掘り込み，第12号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長卓由1。4m，短軸0。8mの長方形で，長車由方向はN－120－Eである。上部が第12号溝に掘り込まれ

ているため，確認できた深さは15cmである。壁は外傾して立ち上がっており，底面は平坦である。

覆土　2層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物少量，焼
土ブロック微量

2　褐　　　色　　ロームブロック多量，焼土ブロ
ック微量

遺物出土状況　土師器片3点，土師質土器

片24点（内耳鍋22，揺鉢1，小皿1）が出

土している。586は覆土中から出土してい

る。土師器片は人為堆積時の混入と考えら

れる。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考

えられる。

皿I
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第284図　第721号土坑・出土遺物実測図
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第721号土坑出土遺物観察表（第284図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 士 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

586 土師質土器 内耳鍋 － （4．8） －
長石 ・雲母 ・
赤色粒子

にぷい赤褐 普通 ナデ，外面煤付着 覆土中 5 ％

第閲考量坑（第285図）

位置　調査区西部のE7i5区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径0．6mの円形である。深さは45cmで，壁は外傾して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。
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第285図　第728号土坑実測図

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量
2　褐　　　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師質土器片3点（内耳鍋）

が出土している。縄文土器片は流れ込みによるものと考えられ

る。出土土器は小片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第悶考量坑（第286図）

位置　調査区西部のE5eO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第12号港，第738号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径1。4m，短径工1mの楕円形で，長径方向はN－100－Wである。上部が第12号溝に掘り込まれ

ているため，深さは20cmまでしか確認できなかった。壁は外傾して立ち上がっており，底面は平坦である。

⑥七5eo
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第286図　第735号土坑実測図
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覆土　2層からなり，ロームブロックを多く含んでいる

ことから人為堆積と考えられる。

色
色褐

説解
褐
灰

層土

1

2

ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物微量
ロームブロック中量，炭化物微量

遺物出土状況　土師質土器片10点（内耳鍋9，小皿1）

が出土している。いずれも細片のため図示することがで

きなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第悶考量坑（第287図）

位置　調査区西部のE5eO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第12号溝跡，第735号土坑を掘り込んでいる。
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規模と形状　長軸1・2m，短軸0・7mの長方形で，主軸方向はN－10。－Eである。深さは20cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　2層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色

2　褐　　　色
ロームブロック少量，焼土ブロック微量
ロームブロック中量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片4点，土

師器片2点，土師質土器片18点（内

耳鍋17，小皿1）が出土している。

587は覆土上層から出土している。

縄文土器片，土師器片は人為堆積時

の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，第12号溝跡を掘り込

んでいることと出土土器から，中世

後半以降と考えられる。
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第287図　第738号土坑・出土遺物実測図

第738号土坑出土遺物観察表（第287図）
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

587 土師貿土器 小皿 － （2．7） 2．9 長石 にぷい黄橙 普通 底部回転糸切り 上層 60％

第748号土坑（第288図）

位置　調査区中央部F7b8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1718・1719号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　重複により確認された長さは東西軸1．6m，南北軸0．6mである。深さは27cmで，壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　2層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1　暗　褐　色
2　暗　褐　色

鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量
ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　土師質土器片1点（内耳鍋），瓦質土器片1点（火舎）が出土している。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

A竺モ壷1718』工∃m
第288図　第748号土坑・出土遺物実測図
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第748号土坑出土遺物観察表（第288図）

番号 種別 器桂 口径 器高 底 径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

588 瓦 質 土 器 火舎 ［36．6］ （7．0） －
長石・赤色粒子 褐灰 普通 ナデ 中層 10％

第758号土坑（第289図）

位置　調査区中央部のE7i7区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第757号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　南北軸は1．4mであるが，東側が調査区城外となっているため，東西軸は1．1mまでしか確認でき

なかった。長軸方向がN－870－Wの長方形と考えられる。深さは58cmで，壁は直立している。底面は平坦で

ある。

覆土　4層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1極暗褐色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量　　　　3　暗　褐　色　鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック微量

2　暗　褐　色　ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量　　　　4　褐　　色　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片6点，土師器片2点，須恵器片1点，土師質土器片9点（内耳鍋4，措鉢2，小皿

3）瓦質土器片1点（鉢），鉄津2点が出土している。589は覆土中層から出土している。縄文土器片，土師器

片，須恵器片は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　東西軸の土坑と考えられ，近辺からも同形態の土坑が多数確認されている。時期は，出土土器から中世

後半と考えられる。

宜l〕
第289図　第758号土坑・出土遺物実測図

第758号土坑出土遺物観察表（第289図）
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番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎　土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

589 土師質土器揺鉢 － （4．0）［12．4］
石英・長石・雲
母・赤色粒子

明赤褐 普通 8条1単位の揺り目 中層 10％

第762号土坑（第290図）

位置　調査区西部のE5C8区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　東壁，西壁でそれぞれ対になるようにピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．0m，短軸0．9mの長方形で，長軸方向はN－60－Eである。深さは30cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　2層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。
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土居解説
1異　　　色　　炭化物少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　褐　　　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師器片2点，土師質土器片2点（内耳鍋）が出土している。590は深手の内耳鍋で，覆土中層

から出土している。底面からは炭化材が数点出土している。土師器片は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

A49．0m　590

ピッ麗γ 0　　　　　　1m
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第290図　第762号土坑・出土遺物実測図

第762号土坑出土遺物観察表（第290図）
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番号種別器種口径器高底径胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

590土師質土器内耳鍋［28．8］（13．2）－石英・長石・雲母にぷい褐普通ナデ 中層 10％

第776号土坑（第291図）

位置　調査区西部のE7h7区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第28・56号土坑を掘り込んでおり，第775・949号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸3．0m，短軸1．2mの長方形で，長軸方向はN－620－Wである。深さは43cmで，壁はほぼ直立

している。底面は平坦である。

（昏

第291図　第776号土坑・出土遺物実測図
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覆土　6層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1　暗　褐　色
2　褐　　　色

3　褐　　　色

ロームブロック少量

ロームブロック少量
ロームブロック中量

4　にぷい褐色
5　褐　　　色

6　褐　　　色

ロームブロック中量
ロームブロック多量

鹿沼パミスブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片12点，土師器片9点，土師質土器片22点（内耳鍋14，小皿6，鉢2）が出土してい

る。591，592とも覆土中から出土している。縄文土器片や土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられ

る。

所見　東西軸の土坑で，近辺からも東西軸または南北軸で同形態の土坑が多数確認されている。時期は，出土

土器から中世後半以降と考えられる。

第776号土坑出土遺物観察表（第291図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

59 1 土師質土器 小 皿 ［9．8］ 2．7 2．6 赤色粒子 浅黄橙 普 通 ナデ，内面剥離 覆土中 15 ％

59 2 土師質土器 内耳鍋 ［3 5．2］ （5．7） － 石英・長石・雲母 にぷ い橙 普 通 ナデ
覆土中 5 ％

第785号土坑（第292図）

位置　調査区中央部のE7g6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．8m，短軸1．0mの長方形で，長軸方向はNT770－Wである。深さは40cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1灰　褐　色　　ロームブロック中量，炭化物微量
2　褐　灰　色　　ロームブロック中量，炭化物微量

3　褐　灰　色　　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片8点，土師器片8点，土師質土器片2点（内耳鍋，小皿），陶器片1点（碗）が出

土している。593は覆土上層から出土している。縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混入によるものと考え

られる。

所見　東西軸の土坑で，近辺からも東西軸または南北軸で同形態の土坑が多数確認されている。時期は，出土

土器から中世後半以降と考えられる。
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第292図　第785号土坑・出土遺物実測図
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第785号土坑出土遺物観察表（第292図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

5 93 土師質土器 内耳鍋 ［2 6．4］ （4．1） － 石英・長石・雲母 にぷい褐 普 通 日録部横ナデ ． 上層 5 ％

第788号土坑（第293図）

位置　調査区中央部のE7h7区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1899号土坑，ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸1・4m，短軸0．9mの長方形で長軸方向はN－300－Eである。深さは25cmで壁はほぼ直立して

いる。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1褐　　　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量

2　暗　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量
3　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片9点，土師器片2点，

土師質土器片3点（内耳鍋1，小皿2）が出土し

ている。594は覆土中から出土している。縄文土

器片，土師器片は人為堆積時の混入によるものと

考えられる。

所見　南北軸の土坑で，近辺からも南北軸または

東西軸で同形態の土坑が多数確認されている。時

期は，出土土器から中世後半以降と考えられる。

第788号土坑出土遺物観察表（第293図）

轍『二二∈冤

0　　　　　1m　　0　　　　　　5cm

l i　　≡　　！＿＿＿＿⊥　」

第293図　第788号土坑・出土遺物実測図

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

59 4 土師質土器 小皿 ［9．2］ 2．7 4．4 長石・赤色粒子 褐灰 普通 底 部回転糸切 り 覆土 中 80 ％

第838号土坑（第294図）

位置　調査区西部のFlOi5区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1・Om，短径0・6mの楕円形で，主軸方向はN－690－Eである。深さは34cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師質土器片2点（内耳鍋，小皿），金属製品1点（銅造観世音菩薩立像），

石器1点（凹石）が出土している。M50は覆土中層から頭部を東側へ向けた横位で，596は底面から出土してい

る。縄文土器片や凹石は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，596やM50から中世と考えられる。
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第294図　第838号土坑・出土遺物実測図

第838号土坑出土遺物観察表（第294図）

L＿＿＿＝＝＝±＝＝＝＝∃cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法 の特 徴 出土位置 備　 考

596 土師質土器 小皿 － （1．8） ［8．0］
長石・赤色粒
子・雲母

にぷい黄橙 普通 ナデ 底面 10％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 50
観世 音
菩薩立像

10．6 2．9 － 125．0 青　　 銅 鍍金 中層

第889号土坑（第295図）

位置　調査区中央部のF8cl区に位置し，台地上の南側に位置している。

規模と形状　長径1．2m，短径1．0mの楕円形で，長径方向はN－260－Eである。深さは26cmで，壁はほぼ直立

している。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック・焼土ブロック・鹿沼パミスブ

ロック微量
2　黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック少量，焼土粒子微量
3　極暗褐色　　鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片1点，土師質土器片4点（内耳鍋2，小皿1，鉢1），瓦質土器片

1点（鉢），陶器片1点（嚢）が出土している。597は覆土中層から，598は覆土中から出土している。縄文土器

片，土師器片は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　時期は，出土土器から15世紀後半と考えられる。

てこ：：二二＿A50．Om

‾盲∈尋‾‾』＝亡∃m

第295図　第889号土坑・出土遺物実測図
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第889号土坑出土遺物観察表（第295図）

番号 種 別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

59 7 土師質土器 小皿 ［8．5］ 3．4 5 ．5 石英 ・長石・雲母 にぷい褐 普通 底部回転糸切 り 中層 6 0％

番 号 器質 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 給 付 粕色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

59 8 陶 器 皿 ［25．8］ （2．9） － 長 石 浅黄 － － 灰粕 瀬戸・美濃 15世 紀 後 半 覆土中 10％

第891号土坑（第296図）

位置　調査区中央部のF8a2区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第890号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．4m，短軸0．9mの長方形で，長軸方向はN－0。である。深さは30cmで，壁は外傾して立ち

上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ロームブロックを多量に含んでいることから

人為堆積と考えられる。

土居解説

1　暗　褐　色
2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量，粘土ブロック微量
ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少量
鹿沼パミスブロック少量

（紗七8a2－Slm／

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師器片7点，土師質土器片5点

（内耳鍋3，小皿2），瓦質土器片1点（鉢）が出土している。599

は浅手の内耳銅で，底面から出土している。縄文土器片，土師器片　　可

は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から16世紀から17世紀代と考えられる。

第297図　第891号土坑出土遺物実測図

第891号土坑出土遺物観察表（第297図）

B　　599

－　）　・－

0　　　　　　1m
L i　．†

第296図　第891号土坑実測図

′手
I1

599　　0　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

599 土師質土器 内耳鍋 ［27．7］ 7．7 ［24．0］石英・長石・雲母 にぷい赤褐 普通 ナデ 底面 20％

第892号土坑（第298図）

位置　調査区中央部のF8cl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．8m，短軸1．0mの不定形で，長軸方向はN－340qwである。深さは9cmで壁は緩く外傾し

て立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

一249－



覆土　ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んだ褐色土を基調としている。

遺物出土状況　縄文土器片5点，土師器片11点，土師質土器片4点（措鉢2，小皿2），瓦質土器片4点（鉢）

が出土している。600は覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中世と考えられる。

0　　　　　1m

Li　＿」

第298図　第892号土坑・出土遺物実測図

第892号土坑出土遺物観察表（第298図）

／
0　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法 の 特徴 出土位置 備　 考

600 瓦質土器 鉢 ［31．2］（5．0） － 長石 褐灰 普通 ナデ 上層 5％

第894号土坑（第299図）

位置　調査区中央部のF8bl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　周囲を4基の小ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸0．7m，短軸0．6mの長方形で，長軸方向はN－300－Eである。深さは25cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　2層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説

1　暗　褐　色
2　暗　褐　色

ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック・粘土ブロック微量

一‾‾∵÷
可　－‥　くl

O lm
L＿．；　！

第299図　第894号土坑・出土遺物実測図

第894号土坑出土遺物観察表（第299図）

0　　　　　　5cm

し　；　ま

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片

3点，土師質土器片2点（内耳鍋），陶器

片1点（不明）が出土している。601は覆土

中から出土している。縄文土器片は人為堆

積時の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考

えられる。

番 号 器 貿 器 種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 給 付 寒由色 粕 薬 産 地 年 代 出土 位 置 備　 考

60 1 陶 器 不 明 － （3 ．6） － 長 石 褐 灰 － オリーブ灰 － － － 覆 土 中 5 ％
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第錮考蓋坑（第3腑図）

位置　調査区中央部のF8bl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1313号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径。m　短径mmの楕円形で　長径方向はN…魂○…Wである。深さは20cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　2層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と

考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼バミスブロック少量，焼士ブロック・
炭化物微量

2　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，炭化物微量

遺物出立状況　縄文土器片1点芦　須恵器片i点，土師質土器片

2点（内耳鍋，揺鉢），瓦質土器片1点（鉢）タ　陶器片2点（揺

鉢），石器1点（砥石）が出土している。縄文土器片，須恵器

片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。土器はいずれ

も細片のため図示することができなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

‾二一一干二
寸！

B

信
用
用
川
棚
津
「

E
N
．
〇
∽
l
可

＼、、＿＿＿．．＿／一

0　　　　　　1m

』ここまニ＝』

第灘図　第896号土坑実測図

第鍋考量銑　第測図）

位置　調査区中央部のF8bl区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径mm，短径0。9mの楕円形で，長径方向はN…760－Wである。深さは27cmでタ壁は外傾して

立ち上がっている。底面は皿状である。

澤ま　2層からなりタ　ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック多

量，ローム粒子少量，焼
上ブUツク・炭化廿微量

2　黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック多
量，ローム粒子少量

遺物出立状況　縄文土器片i点，土

十′工．．／、ブ．十．・・ノ、、工・・・：中二′、、

陶器片5点（窯）が出土している。

602は覆土中から出土している。縄

文土器片は人為堆積時の混入による

ものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世後

半と考えられる。

⑥　亮bトSlm

：丁＿′二＿＿l

Å50．2m

‘‘、＼二二ノl‾‾

0　　　　　　1m

』こ宝＝』

第罰図　第約号土坑も出土遺物実測図
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第897号土坑出土遺物観察表（第301図）

番号 器質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 袖色 寒由薬 産地 年代 出土位 置 備　 考

60 2 陶 器 要 － （11．3） － 石 英 ・長石 黄灰 － － － 常滑 － 覆土 中 5 ％

第898号土坑（第302・303図）

位置　調査区中央部のF8bl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第21号溝跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸1．0m，短軸0．9mの隅丸長方形で，主軸方向がN－10。－Eである。深さは30cmで，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　単一層で，ブロックや炭化材を含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

i二
七8。、＿N、m

A50．0m

「＝＝γ』＝亡∃m

第302図　第898号土坑実測図

第303図　第898号土坑出土遺物実測図

第898号土坑出土遺物観察表（第303図）

土居解説

1黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック多量，ロームブロック・炭化材少量，
焼土ブロック微量

遺物出土状況　土師質土器片3点（内耳鍋2，火舎1），瓦質

土器片1点（揺鉢）が出土している。603～605はいずれも覆土

中から出土している。

所見　第21号溝跡を掘り込んでいるものの，土器の様相からほ

ほほ同時期と考えられる。時期は16世紀代と考えられる。

‾三二l‾‾二

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

番号・ 種別 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

603 瓦質土器 措鉢 ［33．2］ （5．6） 長石 ・雲母 灰黄 普通
内面上部に 5 条 1 単位の波状揺

り目
覆土中 5 ％

604 瓦質土器 火舎 ［31．0］ （5．3） － 長石・赤色粒子 浅黄 普通 ナデ，休部外面に花文スタンプ印 覆土中 5 ％

605 土師質土器 内耳鍋 － （7．1） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 ナデ 覆土中 5 ％

第909号土坑（第304図）

位置　調査区中央部のF7d9区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1．8m，短径1．3mの楕円形で，長径方向はN－90－Eである。深さは50cmで，壁は外傾して
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立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　鹿沼パミスを多量に含む褐色土を基調

としている。

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師質土器

片14点（内耳鍋11，小皿2，鉢1）が出土し

ている。出土土器はいずれも細片で図示でき

なかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考え

られる。

‾Sm崩十
第304図　第909号土坑実測図

第910号土坑（第305図）

位置　調査区中央部のF7C9区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第921号土坑を掘り込み，第911号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径1．9m，短径1．3mの楕円形で，長径方向はN－00である。深さは30cmで，底面は平坦である。

覆土　5層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　極暗褐色　　ローム粒子少量，鹿沼パミス微量
2　暗　褐　色　　鹿沼パミス中量，ローム粒子少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，鹿沼パミス少量

4　灰　褐　色　　鹿沼パミス多量，ローム粒子少量
5　にぷい褐色　　鹿沼パミス多量，ローム粒子少量

遺物出土状況　土師質土器片7点（内耳鍋4，小皿2，鉢1），磁器片1点（皿）が出土している。606～609は

いずれも壁際の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半から17世紀代と考えられる。
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第305図第910・911号土坑・第910号土坑出土遺物実測図

第910号土坑出土遺物観察表（第305図）
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0　　　　　　5cm
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番号種別器種口径器高底径胎　土色調焼成手法の特徴出土位置備　考

606土師貿土器小皿［9．2］2．5［5．8］赤色粒子にぷい黄褐普通ナデ 中層30％

607土師貿土器小皿－（1．4）3．1
白色粒子浅黄橙普通底部回転糸切り 中層60％
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番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

608 土師質土器 内耳鍋 － （4．9） －
石英 ・長石 ・雲
母 ・赤色粒子

橙 普通 ナデ，外 面煤付 着 中層 5 ％

番号 器質 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 給付 軸色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

609 磁器 小碗 － （1．7） － －
灰自 染付 － 透明粕 肥前 － 中層 5 ％

第911号土坑（第305・306図）

位置　調査区中央部のF7C9区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第910号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径1．0m，短径0．8mの楕円形で，長径方向はNT250－Eである。深さは25cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出土状況　土師質土器片4点（内耳鍋2，小皿2），瓦質土器片1点（措鉢）が出土している。610は覆土

中層から出土しており，南側に位置する第923号土坑から接合関係にある同一個体片が出土している。

所見　楕円形の土坑であり，近辺からも同形態の土坑が多数確認されている。土坑の用途は不明であるが，接

合関係にある土器が出土している土坑が存在することから，ほとんどが同時期に機能していたと考えられる。

時期は，出土土器から16世紀後半から17世紀代と考えられる。

第306図　第911号土坑出土遺物実測図

第911号土坑出土遺物観察表（第306図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 1 備　 考

6 10 瓦 質土器 措鉢 ［3 3．4］ （9．1） 長石 褐灰 普通
5 条 1 単 位 の揺 り目，上部 に横

方向の揺 り目あ り
中層 5 ％

第915号土坑（第307図）

l

二‾二二一
第307図　第915号土坑実測図
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位置　調査区中央部のF7d9区に位置し，台地上

の南側に立地している。

規模と形状　長径1．4m，短径1．2mの楕円形で長

径方向はN－1201Wである。深さは20～50cmで

壁は外傾して立ち上がっている。底面のほぼ中央

部がピット状に掘り込まれている。



覆土　2層からなり，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミス少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片3点，土師質土器片9点（内耳鋼），瓦質土器片1点（鉢），鉄棒2

点が出土している。縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。出土土器はすべて細

片で図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第921号土坑（第308図）

位置　調査区中央部のF7C9区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第910号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　西側を第910号土坑に掘り込まれているが，径1．0mの円形と考えられる。深さは19cmで，壁は外

傾して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　2層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック少量，ローム粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　土師質土器片2点（内耳鍋，小皿），陶器片1点（措鉢）が出土している。646は覆土下層から，

647は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から中世後半以降と考えられる。

∴
0

「1」m

第308回　第921号土坑・出土遺物実測図

第921号土坑出土遺物観察表（第308図）
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0　　　　　　5cm

l i　　貫

番号種別器種口径器高底径 胎　土 色調焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

646土師質土器内耳鍋－（7．4）－石英・長石・雲母明赤褐普通ナデ，外面煤付着 下層 5％

番号器質器種口径器高底径胎　土 色調給付粕色 寒由薬 産地 年代 出土位置備　考

647陶器揺鉢 （6．6）－長石 灰褐 － － － 常滑カ － 覆土中5％

第935号土坑（第309図）

位置　調査区中央部のE8j3区に位置し，台地上の南側に立地している。
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第309図　第935号土坑実測図

重複関係　第934号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．6m，短軸1．2mの長方形と推定される。長軸方向

はN－20－Wである。深さは29cmで，壁は外傾して立ち上がってい

る。底面はほぼ平坦である。

覆土　2層からなり，ロームブロックを含む堆積状況から人為堆積と

考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量，鹿沼パミスブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片3点，土師質土器片7点（内耳鍋）が出土

している。縄文土器片は人為堆積時の混入と考えられる。出土土器は

細片のため図示できなかった。

所見　南北軸の土坑で，近辺からは同形態の土坑が多数確認されてい

る。時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第1000号土坑（第310図）

位置　調査区中央部のF7e9区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1379号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径0．7m，短径0．5mの楕円形で，長径方向はN－40－Eである。深さは53cmで，壁は直立して

⑥射
一転㊥　鞋こて＝∃m

第310図　第1000号土坑実測図

いる。底面は皿状である。

覆土　3層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えら

れる。

土居解説
1極暗褐色　　鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量
3　暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片11点，土師質土器片20点（内耳鍋）が出土

している。縄文土器片は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第1146号土坑（第311図）

位置　調査区中央部のF8e2区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径0．9m，短径0．5mの楕円形で，長径方向はN一朗0－Wである。深さは24cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は東側の一部が掘

㊨
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第311図　第1146号土坑・出土遺物実測図
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りくぼめられている。

覆土　2層からなり，ブロックを含む堆積

状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック少量，ロー

ムブロック・焼土ブロック・炭化
物微量

2　黒　褐　色　　鹿沼パミスブロック・炭化物微量



遺物出土状況　土師器片1点，陶器片1点（皿）が出土している。611は覆土下層から出土している。土師器片

は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　611の生産地（瀬戸・美濃）年代が16世紀中葉であることから，時期は16世紀中葉以降と考えられる。

第1146号土坑出土遺物観察表（第311図）

番号 器 質 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

6 11 陶器 九皿 ［11．6］ 2．4 ［7．2］ 長 石 灰 自 － 灰 自 灰寒由 瀬戸 ・美濃 1 6世紀 中葉 下層 5 ％

第1189号土坑（第312図）

位置　調査区中央部のF8f2区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長軸1．9m，短軸0．8mの隅丸長方形で，長軸方向はN－80－Eである。深さは35cmで，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　2層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為

堆積と考えられる。

土居解説
1褐　　　色　　鹿沼パミスブロック中呈，ロームブロック・焼土

ブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・鹿沼パミス

少量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片2点，土師質

土器片2点（内耳鍋，小皿）が出土している。612は覆土

中層から出土している。縄文土器片，土師器片は人為堆

積時の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半以降と考えられ

る。

第1189号土坑出土遺物観察表（第312図）
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第312図　第1189号土坑・出土遺物実測図

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

61 2 土師質土器 小皿 6．8 1．7 4．0
石 英 ・長石 ・雲
母 ・赤色粒子

橙 普通 底 部回転糸切 り 中層 90％　　　　 P L 54

第1192号土坑（第313図）

位置　調査区中央部のF8g2区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1・5m，短径0．9mの楕円形で，長径方向はN－780－Eである。深さは16cmで，壁は緩やかに

外傾して立ち上がっている。

覆土　単一層であるが，ロームブロックや鹿沼パミスブロック，焼土ブロックを含んでいることから人為堆積

と考えられる。

土居解説
1極暗褐色　　鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量，焼土ブロック微量

遺物出土状況　縄文土器片21点，土師器片18点，土師質土器片4点（鉢3，小皿1），瓦質土器片1点（措鉢）

が出土している。613は覆土中から出土している。
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所見　時期は，出土土器から中世以降と考えられる。
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第313図　第1192号土坑・出土遺物実測図

第1192号土坑出土遺物観察表（第313図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

613 瓦質土器 措鉢 【20．0］ （3．7） － 長石 灰 普通 3 条 1 単位の措 り目 覆土中 5 ％

第1195号土坑（第314図）

位置　調査区中央部のF8b2区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長軸1．1m，短軸0．7mの長方形で，長径方向はN－20－Eである。深さは30cmで，壁は直立して

いる。
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第314図　第1195号土坑・出土遺物実測図

第1195号土坑出土遺物観察表（第314図）

0　　　　　　　5cm

覆土　2層からなり，ブロックを含む

堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量

2　暗　褐　色　　ロームブロック少量，鹿
沼パミスブロック微量

遺物出土状況　土師器片1点，土師

質土器片1点（内耳鍋），陶器片1点

（皿）が出土している。614は覆土中

層から出土している。

所見　614の生産地年代（瀬戸・美濃）

が17世紀前半であることから，時期

は17世紀代と考えられる。

番 号 器 質 券 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 給 付 粕 色 和 英 産 地 年 代 出土 位 置 備　 考

6 14 陶 器 丸 皿 1 2 ．9 2 ．8 6．7 － － 灰 黄 灰 軸 瀬 戸 ・美 濃 17世 紀 前 半 中層 100 ％ P L 54

第1200号土坑（第315図）

位置　調査区中央部のF8a3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1201・1456・1902号土坑を掘り込み，ピット4ヶ所に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．2m，短軸1．6mの長方形で，長軸方向はN－20－Wである。深さは47cmで，壁は外戚して

立ち上がっている。底面は平坦である。

－258－



覆土　2層からなり，含有物から人為堆積と考えられる。

土居解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子・炭化物・鹿沼パミス少量
2　黒　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス微量

遺物出土状況　縄文土器片4点，土師質土器片9点（内耳鍋5，

小皿4），陶器片1点（皿）が出土している。縄文土器片は人為

堆積時の混入と考えられる。小片のため図示はできなかったが，

陶器片は丸皿である。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半以降と考えられる。
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第315図　第1200号土坑実測図

第1230号土坑（第316・317図）

位置　調査区中央部のF8e3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1231・1232号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．0m，短軸0．9mの隅丸長方形で，長軸方向はN－

90－Eである。深さは25cInで，壁は外傾して立ち上がっている。底

面はほぼ平坦である。

覆土　5層からなり，鹿沼パミスやブロックを含む堆積状況から人為

堆積と考えられる。

土居解説
1黒　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量，炭化物微量
2　黒　褐　色　　鹿沼パミス中量，ローム粒子少量，炭化物微量
3　極暗褐色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量
4　黒　　　色　　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量
5　暗　褐　色　　鹿沼パミス少量，ロームブロック微量

遺物出土状況　土師質土器片10点（内耳鍋），鉄津が出土している。

615は覆土中から出土している。

所見　南北軸の土坑で，近辺からほぼ同形態の土坑が確認されている。

時期は，出土土器から16世紀後半から17世紀前半と考えられる。

＝二三、′lL

第317図　第1230号土坑出土遺物実測図
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第316回　第1230・1231号土坑実測図
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第1230号土坑出土遺物観察表（第317図）

番号 種 別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色 調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

6 15 土師質土器 内耳鍋 ［26．2］ 5．3 ［19 ．8］ 長 石 ・雲母 にぷ い褐 普通 ナデ 覆土 中 10 ％

第1231号土坑（第316・318図）

位置　調査区中央部のF8e3区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1230・1233号土坑，ピットに掘り込まれている。

規模と形状　南側と北側がそれぞれ掘り込まれているため，東西軸0．8mのみが確認され，深さは15cmである。

覆土　覆土が薄い単一層のため，堆積状況は不明である。

土居解説
1黒　褐　色　　ローム粒子・鹿沼パミス少量，炭化粒子微量

謀詔 5cm

Lt i　－」

第318図　第1231号土坑出土遺物実測図

第1231号土坑出土遺物観察表（第318図）

遺物出土状況　須恵器片1点，土師質土器片2点（内耳

鍋），陶器片1点（碗）が出土している。616は覆土中か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から17世紀代と考えられる。

番号 器質 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 絵付 袖 色 粕薬 産地 年代 出土位 置 備　 考

61 6 陶 器 九碗 ［12．2］ （5．7） － 長石 灰 自 黒褐 飴粕 － 17世 紀前半 覆土 中 2 0％

第1338号土坑（第319図）

位置　調査区中央部のF8fl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1337・1339号土坑，ピットを掘り込んでいる。

規模と形状　長軸0．7m，短軸0．5mの長方形で，長軸方向はNr610－Wである。深さは20cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　ロームブロックや鹿沼パミスを含む褐色土を基調としている。

遺物出土状況　土師器片1点，陶器片1点（皿）が出土している。617は覆土上層から出土している。

所見　617の生産地年代（瀬戸・美濃）が17世紀前半であることから，時期は17世紀代と考えられる。

旦◎一
一転。、

A

望ン　』＝∃m　≒≡⊆讃ニ
第319回　第1338号土坑・出土遺物実測図
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して立ち上がっている。底面は平坦である。
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れる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローーム粒千・歳化物・鹿沼バミス少量
黒　褐　色　　炭化物の鹿沼パ　ス少量　ローム粒子微量

こう　褐　　　色　　塵沼バミス中量＼し「一ムブIp「ノク少量，炭化物微量
・i　りく　褐　色　　鹿沼ハミス中量，l」一一一一ムブU・ソク少量，炭化物微量

′、　　　一

のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半以降と考えられる。〕
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立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　3層からなり，鹿沼パミスやブロックを含む堆積状況から人為

堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

：う　褐　　　色

ローム粒千・歳化物・鹿沼バミス微量

鹿沼バミス中量，ローーム粒子少量，炭化物微量
鹿沼′＼ミス少量，ロームプロ！ノク微量

＿＿二一、．才′　　′言三　　l－．∴　＿ィ，；　　ノ、　二・　・．〔′、′　′、　ノ・′∴

土している。土器はすべて細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半以降と考えられる。

聖澄∴
0　　　　　　1m

』　窓≡芸道

∵∵ン　ン　∴　三∴′　∴∴′パー

二一、、、豆・′′三∴〔．・／．言五主「

位置　調査区中央部のF鋸区に位置し　台地上の南側に立地している。

重複関係　ピットに掘り込まれている。

ふ′・貢ぐ一三㌢ノ　車中一、、㌻掴∴昌、、′・）∴声、∴ノ吉行　－、・Jノ′∴．′1＼（‾　」・∵′王ら　！、ノ　二ノミし∵二l一了ハシ＼′、∴

て立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

滞並　3層からなりタ　プロッタを含む堆積状況からÅ為堆積と考えられる。
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可　　　　＜】 0　　　　　　1m

l＿＿亡＿＿＿！

第322図　第1354号土坑実測図

土居解説

1　暗　褐　色
2　極暗褐色
3　極暗褐色

焼土粒子少量，ロームブロック・鹿沼パミスブロック微量
ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
鹿沼パミスブロック少量，ロームブロック・焼土ブロック・
炭化物微量

遺物出土状況　土師質土器片4点（内耳鍋3，小皿1），陶器

片1点（碗），石器1点（砥石）が出土している。遺物はすべ

て細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

第1381号土坑（第323図）

位置　調査区中央部のF8a4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長軸，短軸とも0．8mの不定形である。深さは45cmで，壁は外傾して立ち上がっている。底面は皿

悶

・子も・・轡　闇9
A50伽　　　　　　？i　守cm

二°l⊆＝∃「
第323図　第1381号土坑・出土遺物実測図

第1381号土坑出土遺物観察表（第323図）

状である。

覆土　ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んだ褐

色土を基調としている。

遺物出土状況　土師質土器片2点（鉢，小皿），瓦質土器

片1点（倍烙），陶器片1点（捨鉢）が出土している。619

は覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半から17世紀代と

考えられる。

番 号 種 別 器種 口径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

6 19 土師質土器 小 皿 5．2 1．6 3 ．3 雲 母 ・赤色粒 子 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 上 層 10 0％　　　　 P L 54

第1382号土坑（第324図）

位置　調査区中央部のF8a4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径0．8m，短径0．7mの楕円形で，長径方向はN－850－Eである。深さは52cmで，壁は外傾して

F、… ．＿ニ

1－・：一二＿一一一一二5cm
第324図　第1382号土坑・出土遺物実測図

ー26二・・一

立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　鹿沼パミスを含む褐色土を基調としている。

遺物出土状況　土師質土器片3点（内耳鍋2，小

皿1），瓦質土器片1点（鉢），陶器片1点（不明）

が出土している。620は覆土中層から，621は覆土

中から出土している。

所見　時期は，出土土器から16世紀代と考えられ

る。



第1382号土坑出土遺物観察表（第324図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

6 20 土師貿土器 小皿 （1．4） 4．6
長 石 ・雲母 ・
赤 色粒 子

にぷい赤褐 普通 底 部すの こ状庄痕 ，内面煤付着 中層 40 ％

番 号 器 質 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 給 付 粕色 寒由薬 産地 年代 出土位置 備　 考

62 1 陶 器 － ［7．6］ （2．4） － 緻 密 にぷい黄橙 － にぷい黄橙 灰粕 ヵ
－ － 覆土 中 5 ％

第1383号土坑（第325図）

位置　調査区中央部のF8a4区に位置し，台地上の南側

に立地している。

重複関係　第1384号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　径0．4mの円形で，深さは72cmである。

覆土　鹿沼パミスを含む褐色土を基調としている。

遺物出土状況　土師質土器片3点（小皿）が出土してい

る。622は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半から17世紀代と

考えられる。

第1383号土坑出土遺物観察表（第325図）

＼印・ご・

．52m SK1384

二．二一

二＝三三

』土＝∃m　』ユ＝ゴcm

第325図　第1383・1384・1385号土坑・
第1383号土坑出土遺物実測図

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

62 2 土師質土器 小皿 8．1 2．5 4．8 赤色粒 子 にぷい黄橙 普通 底 部回転糸切 り，内面・口緑磨耗 覆土 中 70 ％

第1384号土坑（第325・326図）

位置　調査区中央部のF8a4区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1383号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．0m，短軸0．8mの不定形である。深さは45

cmで，壁は外傾して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　鹿沼パミスを含む褐色土を基調としている。

遺物出土状況　土師器片1点（ミニチュア），土師質土器片11点

（内耳鍋9，小皿1，火鉢1），陶器片1点（碗），鉄棒1点が

出土している。624は底面から，625は覆土上層からそれぞれ出

土している。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半と考えられる。

第1384号土坑出土遺物観察表（第326図）

5cm

624　ヒ＝コ亡＝∃

第326図　第1384号土坑出土遺物実測図

番号 種別 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

6 24 土師貿土器 火 舎 － （4．5） － 石英 ・長石 にぷい赤褐 普通 ナデ，外 面花 文ス タンプ印あ り 底面 5 ％

ー263－



番号 器 質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 寿由薬 産地 年代 出土位置 備　 考

625 陶器 天 目茶碗 ［12．4］ （4．8） － 長石 にぷい黄橙 －
黒褐 鉄粕 瀬戸 ・美濃 16後 ～17前 上 層 10％

第1385号土坑（第325・327図）

「
＼、＿二≡去

ヒ＝ヒ＝ゴCl一一

位置　調査区中央部のF8a4区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径0．4mの円形で，深さは43cmである。

覆土　鹿沼パミスを含む褐色土を基調としている。

遺物出土状況　縄文土器片7点，土師器片2点，土師質土器片8点（内耳

鍋3，小皿4，鉢1），陶器片2点（皿），鉄棒1点が出土している。626は

完形の小皿で覆土中から出土しており，ロ縁部に油煙が付着していること

から灯明皿として使用された可能性がある。図示できなかったが，陶器片

は丸皿である。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半から17世紀代と考えられる。

第327図　第1385号土坑
出土遺物実測図

第1385号土坑出土遺物観察表（第327図）

番号 種 別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

6 26 土師質土器 小皿 7．0 1．6 4．5
長石 ・雲 母 ・
赤色粒子

橙 普通 底部 回転糸切 り，口緑部 に油煙 覆土 中 1 00％　　　　 P L 54

第1393号土坑（第328図）

位置　調査区中央部のF8cl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　ピットを掘り込み，第1399号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸1．1m，短軸0．7mの隅丸長方形で，長軸方向はN－00である。深さは36cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　3層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

0　　　　　1m

E i　！

第328図　第1393・1399号土坑実測図

土居解説
1暗　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，焼土ブ

ロック微量
2　極暗褐色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，粘土ブ

ロック微量
3　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，焼土粒

子微量

遺物出土状況　縄文土器片8点，土師器片1点，土師質

土器片5点（内耳鍋），鉄製品1点（不明）が出土して

いる。縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混入による

ものと考えられる。細片のため図示できなかったが，内

耳鍋は薄手のものである。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半以降と考えられ

る。
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土層解説

温　暗　褐　色　ローム粒子の鹿沼パミスブロック少量夕焼土粒子微量　　3　暗　褐　色　鹿沼パミスブロック少量
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為堆積と考えられる。

土層解説

温　黒　褐　色　　ローム粒子中量診　炭化
粒J′・少量

ご　黒　褐　色　　しトーlム粒j′・少量，歳化
粒子微量

：う　褐　　　色　　しトームブU㌧′ク少量
炭化物微量

遺物出土状況　土師質土器片12点

′　　　　　∴　ノ　′　　二

上している。627は覆土上層から出

土している。

所見　時期は，出土土器から16世紀

後半以降と考えられる．
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位置　調査区中央部のE鋸区に位置し　台地上の南側に位置している。

規模と形状　長車由0mで　短劫は北側が調査区域外のため不明であるがタ確認できる形状から隅丸長方形と考
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土居解説
1　褐　　　色

2　黒　褐　色

ローム粒子中量，炭化粒子・鹿沼パミス微量
ローム粒子・鹿沼パミス微量

3　黒　褐　色　　ローム粒子少量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量

遺物出土状況　縄文土器片9点，土師器片5点，土師質土器片8点（内耳鍋4，鉢4），陶器片1点（皿）が

出土している。628は覆土中層から，629は覆土中から出土している。縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混

入と考えられる。

所見　時期は，出土土器から16世紀から17世紀代と考えられる。

628
且50．6m，

第330図　第1407号土坑・出土遣物実測図

第1407号土坑出土遺物観察表（第330図）

番号 種別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

62 8 土師質土器 内耳鍋 ［3 1．2］ 8 ．4 ［26 ．0］ 石英 ・長石・雲母 暗赤褐 普通 休部外面横 ナデ 中層 10％

番 号 器質 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色 調 給付 寒由色 粕薬 産地 年代 出土位 置 備　 考

62 9 陶 器 丸 皿 － （1．4） 6．0 長 石 浅 黄 灰 自 長石粕 瀬戸 ・美濃 16世 紀 後 半 覆土 中 10％

第1417号土坑（第331図）

二二
632　0

L＿；　王

第331図　第1417号土坑・出土遺物実測図
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位置　調査区中央部F8a5区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径0・7m，短径0．6mの楕円形で，長径方向はN－390－Eである。深さは42cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　鹿沼パミスを含む黒褐色土を基調としている。

遺物出土状況　縄文土器片2点，土師質土器片14点（内耳鍋8，小皿5，鉢1），瓦質土器片1点（揺鉢），磁

器片1点（碗）が出土している。630・632は覆土下層から，631は覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半以降と考えられる。

第1417号土坑出土遺物観察表（第331図）

番号 種 別 器種 口径 器 高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位 置 備　 考

6 30 土師質土器 小皿 5．1 1．7 3．8
長石 ・雲母 ・

赤色粒 子
にぷい橙 普通 底 部回転 糸切 り 下層 10 0％　　　　 P L 54

6 31 瓦質土器 捨鉢 ［23．1］ 7．2 ［13．6］ 長石 灰 普通 10粂 1 単位 の揺 り自 上層 2 0％

番号 器質 券種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 和色 軸薬 産地 年代 出土位置 備　 考

632 磁器 碗 － （4．8） － － 明線灰 染付 灰自 透明 肥前ヵ 17世紀 カ 下層 5 ％

第1420号土坑（第332・333図）

位置　調査区中央部のE7jO区に位置し，台地上の南側に立地

している。

重複関係　第1421号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北側が調査区域外になっているため，規模と形状

は不明である。

覆土　ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んだ暗褐色土

を基調としている。

遺物出土状況　土師質土器片6点（内耳鍋3，璧3）が出土し

ている。633，634はともに覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から15世紀から16世紀代と考えられる。

第333図　第1420号土坑出土遺物実測図

0　　　　　　1m
l i　－」

第332図　第1420・1421号土坑実測図
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第1420号土坑出土遺物観察表（第333図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

63 3 土師質土器 襲 【17．6］ （1 1．2） －

石 英 ・長石 ・

雲 母 ・小礫
明赤褐 普通 ナデ，体部剥離 覆土 中 10％

634 土師質土器 内耳鍋 ［3 0．3］ （6．6） －
石英・長石・雲母 橙 普通 ナデ 覆土 中 5 ％

第1421号土坑（第332図）

位置　調査区中央部のE7jO区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1420・1422号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸2．2m，短軸0．8mの隅丸長方形で，長軸方向はN－21。－Eである。深さは30cmで，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土　3層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1暗　褐　色　鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量
2　暗　褐　色　鹿沼パミスブロック中量，ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
3　暗　褐　色　鹿沼パミスブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片1点，土師器片1点，土師質土器片18点（内耳鍋）が出土している。縄文土器片，

土師器片は人為堆積時の混入と考えられる。内耳銅片は細片のため図示できなかった。

所見　南北軸の土坑で，近辺からほぼ同形態の土坑が多数確認されている。時期は，出土土器から中世後半と

考えられる。

第1434号土坑（第334図）

位置　調査区中央部のF8b2区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第890・1694・1897号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　重複関係により全体の規模や形状は不明である。

＜l

二一！

：i
0　　　　　1m

し＿i　…！

0　　　　　　5cm

し　；＿」

第334図　第1434号土坑・出土遺物実測図
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滞羞　　層からなるが　薄いため堆積状況は不明である。

土層解説

暗　褐　色　　鹿沼㌔賎スブロック中量　ローム粒子の炭化物微量
2　暗　褐　色　　U一一ムブU、ソケ・鹿沼ノ＼ミスブU、ソク少量

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　　　　′　　′

出土している。、

′

、

番号 種別 器種 日経 器高 底径 i 胎 土 i 色調 i焼成 i　 手 法 の 特 徴
出士位置 備　 考

揖5 土師質土器 悪 － （3圭6）
は ぉ璃 霊義 母　 明赤褐　 普通 ナデ 歯積み痕

底面 罰儀

番号 器質 器種 湖中縞 聖 上 堅 主 上 璽 艮 堅 止 座 と 匝 重 工 率 戸 「 議 「 扇 扇 軒 斎 看

頂6 陶器 小壷 鮎中繍 …　長石　　 瀞 橙 ！　 黒褐　 鍋　 瀬戸や美濃恒後～捕 獲土中　極％

窮臓鵬尊堂銑　第謂囲∋

健置　調藩医中央部の隊　鼠区に位置し　畜地上の南側に立地して射る。

規模髪形磯　養腰漑鮎勘蔑離凱蟻mの掩開形譜㍉羨腰浅瀬鵬瀾∵懐紅∵針欝あ嵐言深さは茄郷響努壁は弟魔王等

立ち上が／了Cいる、－、ニ

滞羞　　層からな軋　腎一義プ闇ツタを多　澄んで折る芸藍から鬼為堆積と考えられる。

土暦解説

1　黒　褐　色　　し「－ム粒j′－・鹿沼′（ミス少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子中量汐　鹿沼パミス微量
こう　褐　　　色　　U一一∴ブ＝㌧ソク中量

遺物出藍畿況　土師質土器片軋軽　内務鍋翫　海鼠招　瓦質

土器片1点（火舎）が出土しているし、土器はすべて細片のため

図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から中世後半と考えられる。

㊨　塩超　激減－6m

墨∵瀾㌍
0　　　　　　1m

農芸≡≡≡≡獲≡』

′ノ　　　　　ノ・・　′

′′　　′

位置　調査区中央部の評＄b区に位置し　畜地上の南側に立地して折る。

、　ノ　　　　　　、　　′′　′′　　　　　　　　　　　一　′ノ　　　　　　　　　　　　ノ　　　′　　　　　　　　　　　′

立ち上がっている。底面は平坦である。

ノ／・ノ　　・一　　　′　　　　　　　′　　　　　、′／／・

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子微量
2　黒　褐　色　　ローム粒子少量

ノ1　　　　　　　　　　　　　　　・　′　　　′　　ノ　．′　′′、

、　′　　　′　　′′　　　　　　　′　・J r，ノ　　ー’　・∴　ソノ　し

示できなかった。

所見　時期は，出土⊥旨芸から中世後半と考えられる。、

…2郁←

㊨轍

旦◎…

Å50．4m

竃㌢

0　　　　　　1m

』≡≡ま≡≡』
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第1471号土坑（第337図）

位置　調査区中央部のF8b5区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長径1．4m，短径0．8mの楕円形で，長径方向はN－670－Wである。深さは27cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。

覆土　3層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック・炭化物微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片6点，土師器片3点，

須恵器片5点，土師質土器片1点（内耳鍋），陶

器片1点（皿）が出土している。637は覆土中から

出土している。縄文土器片，土師器片，須恵器片

は人為堆積時の混入によるものと考えられる。

所見　時期は，出土土器から16世紀代と考えられ

る。

第1471号土坑出土遺物観察表（第337図）

3　褐　　　色　　ローム粒子中量

＼㌔二二】三二多
637

0　　　　　　　5cm

し＿＿し＿＿I

＿生50．4m

ll・－．－．こl・．　』＝＝ユニ」n一

第337図　第1471号土坑・出土遺物実測図

番号 器 質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 軸 薬 産地 年代 出土位置 備　 考

6 37 陶 器 皿 － （1．0） ［5．4］ 緻密 にぷい黄橙 － オリーブ黄 灰粕 瀬戸・美濃 － 覆土 中 10％
外面磨耗

第1507号土坑（第338図）

位置　調査区中央部のF8C6区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1508・1517・1518号土坑を掘り込んでいる。第1518号土坑との新旧関係は不明である。

規模と形状　径0．8mの円形である。深さは20cmで，壁は直立している。底面は平坦である。

覆土　2層からなり，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。

土居解説

1　黒　褐　色
2　暗　褐　色

ローム粒子・炭化物微量
ローム粒子微量

言
B　638641640

思‾』＝∃m
第338図　第1507号土坑・出土遺物実測図
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、　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・′、　　　　　　　．1′＼－ノ′　　　　　　　、　ノ　　．′　′・、

′　　　　、　　、：二、、：、、　　′。　　　′ノ　　　　　、　′∴

（　　　　　′　′、　′こ．′、　　　′・、一　′三：′．　′ご

！　　　　　1ノ・ノ′　、　／、く　′　t撃望≡≡
番号墾目撃斗璃極可離日胎子羊彿 轡1 鵬 「瞞 産輿「紺 「紬餞再読

6ヰ0墜「牛車河鍼恒可料‾千嘉 い箋黄「摘 瀬戸き美濃巨細能代匝層 i2％
項墜レ墜土二極可鍼極言「議壷 恒減裾i飴軸瀬戸を美濃は紳輔前中層　庫％

－　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　′

位置　調査区中央部のF c区に位置し　畜地上の南側に立地して折る。

重複関係　第1492号土坑を掘り込んでいる。

規模藍形状　径が。mの方形である。深さは凱cmで　壁は外傾して立ち上がっている。

′　　　l　／　∴　′、∴r・‾、∴′＼為　　　ノ　′．シ′、．畑∴　レ　′∵、′J′し／）

土層解説
1　黒　褐　色　　ロー－1ム粒千・炭化粒召微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量

遺物出豊状況　縄文土器片射軽　須恵器片　鰯　土師質土器片

′　　　　．・ノ　　　　　　　　　　′、・る　　∴・／、．、一J／ミーし

′　　の！J′ノ　く′　こ　こっご∴、／　′′ノ・′．、ノ、・′　「′；ン／

、　　　．／、言、一、17′　J　ノ　　了　一∴／ノ∴．′ノ

れる。

撃際〆
Ii＝C＼1

遷竃謡表二　』　閤

第339図　第且別号土坑実測図

’l′　　∴　　　′∴　ミ：く

－÷　・′、ノ　ノ、、′′′ノ：し、′　′く　√　　　　′、∴一　のン　′　・ノ・；、、・′／．

∴三相、′．、く　　二言　　．／・，　′　′′　　．．て′

一、．人へ′′告ノ、－∴こt工′、ノーへ　∴畔言、√′ニ・ノ　三一・。・ノノ　′）、＼　｝、、、の／′　′∴、ノ㌦、・二十し　′・て　言∴　ノ、

立ち上がっている。底面は平坦である。

滞豊　　層からな娠　レンズ状に堆積していることから自然堆積と考

えられる。

土層解説
1　黒　褐　色　　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子微量

遺物出立状況　土師質土器片軋蕉　内耳鍋翫　小皿H　が出土してい

る。土器はすべて細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から「巨世後半と考えられる。
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第1522号土坑（第341・342図）

位置　調査区中央部のF8d3区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　長径1．6m，短径0．8mの楕円形で，長径方向はN－60－Wである。深さは20cmで，壁は外傾して

立ち上がっている。

ノ「・＝…

第341図　第1522号土坑実測図

0　　　　　　1m

し＿亡　」

第342回　第1522号土坑出土遺物実測図

第1522号土坑出土遺物観察表（第342図）

覆土　2層からなり，レンズ状の堆積状況から自然堆積

と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色

2　褐　　　色
ローム粒子・鹿沼パミス微量
ローム粒子中量

遺物出土状況　土師質土器片3点（内耳鍋2，小皿1）

が出土している。642は覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から15世紀後半から16世紀代と

考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

642 土師質土器 内耳鍋 ［34 ．4］（14．0） － 長石 ・雲母 にぷい黄橙 普通 ナデ 中層 10％

第1523号土坑（第343図）

主
A500m

l声γ　』土∃m

第343図　第1528号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　5cm

l i　」
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位置　調査区中央部のF8

d2区に位置し，台地上の南側

に立地している。

重複関係　第1303・1664号土

坑と重複しているが，新旧関

係は不明である。

規模と形状　長軸1．0m，短

軸0．8mの不定形である。南

側がピット状に掘り込まれて

おり，深い部分で70cmである。



壁はほぼ紅立している。

′　　　　　′　　　　　　′　　　　　　　　一　　　　　　　　′

土層解説
且　窯　褐　色　　鹿沼パミス少量努　ローム粒子の炭化粒子微量
2　極暗褐色　　鹿沼パミス少量，ぴ－ム粒子0炭化粒子微量

：j　明　褐　色　　鹿沼バ．ミス中量，U－ム粒千少量

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　′

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．

、　　　　　　　　′

第蟻測尊王坑出土遺物観察東　第別図ラ

番可器質　 器種　極径 器高 聖上 旦 斗つ　 色調　極料「 彿 I柚薬 産地 i 年代 備　考
糾3 陶器　 丸碗　恒の車 7 埜適を…つ 淡料丁＝不義扇 飴粕 瀬戸の美濃巨細妃代 上層　 極馴 礪

第臓溺磯羞戯つ瀾湖刷郵

健置　調査区中央部の群　だ区に位置し　畜地上の南側に立地して折る。

重複関係　ピッ鮭を掘　込んで齢る。

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　′ノ

榔cmまで掘　込まれて折る。壁は直立してお軋　底面はほぼ平

坦である．

′　　　　　　　・言　′

堆積と考えられる．

土層解説

鼠　暗　褐　色　　ローム粒子少量
コ　褐　　　色　1－トー∴ブl」ソク中量

3　黒　褐　色　　ローム粒子少量
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土層解説

1極暗褐色　　しトームブU・ソク・鹿沼バミスブLJック少量，焼十ブしトソク・炭化物微量
2　褐　　　色　　U－ムブUック・鹿沼バミスブロック中量，炭化粒白微量
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第345図　第1660号土坑・出土遺物実測図

第1660号土坑出土遺物観察表（第345図）

？i　‥亨cm

番号 器種 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位置 備　考

Q96 硯 （5．8） 8．8 1．2 （72．4）頁　　 岩綾部ヵ，一部欠損 覆土中

第1667号土坑（第346図）

位置　調査区中央部のF8a2区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1455号土坑を掘り込み，第1448号土坑，ピットに掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．1m，短軸1．7mの不定形で，長軸方向はN－00　である。深さは23cmほどであるが，ピット

状に掘り込まれている部分は60cmに達している。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　2層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

土居解説
1極暗褐色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
2　褐　　　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック中量

遺物出土状況　陶器片1点（徳利），鉄製品1点（刀子），石器1点（砥石）が出土している。644は覆土下層か

ら，M59は覆土上層から，Q97は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から近世以降と考えられる。

644　M59

し廿「』＝∃m
第346図　第1667号土坑・出土遺物実測図
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第1667号土坑出土遣物観察表（第346図）

番号 器 質 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 給付 粕色 粕薬 産地 年代 出土位置 備　 考

64 4 陶 器 徳利 － （7．2） － 長石 にぷい黄橙 － 暗 赤褐 飴粕 瀬戸 ・美濃 17世 紀末 下層 2 0％

番号 種別 長 さ 幅 厚 さ 重量 材 質 特　　　　　 徴 出土位置 備　 考

M 59 刀　　 子 （1 3．6） 1．3 0．3 （14．6） 鉄 一部 欠損 上層 P L 6 1

番号 器種 長 さ 幅 厚 さ 重量 材質 特　　　　　 徴 出土位 置 備　 考

Q 9 7 砥　　 石 （5．9） 2 ．9 1．9 （4 2，8） 粘 板 岩 二面使用 覆土中

第1676号土坑（第347図）

位置　調査区西部のD6jl区に位置し，台地上の南側に立地している。

重複関係　第1745・1895号土坑を掘り込み，第39号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長軸2．9m，短軸1．4mの長方形で，長軸方向はN－850－Wある。深さは76cmで，壁は外傾して立

ち上がっている。底面は平坦である。

覆土　5層からなり，ブロック状に堆積していることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　黒　褐　色　　ロームブロック少量
2　黒　褐　色　　ロームブロック微量
3　黒　　　色　　炭化物少量，ロームブロック微量

4　暗　褐　色　　ロームブロック中量
5　褐　灰　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片7点，土師器片3点，土師質土器片1点（内耳鍋）が出土している。474は覆土中か

ら出土している。縄文土器片，土師器片は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　時期は，最新の土器が内耳鍋であることから，中世後半と考えられる。

0　　　　　1m

！　j　」

第347図　第1676号土坑・出土遺物実測図

第1676号土坑出土遺物観察表（第347図）

番号 種 別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼 成 手 法 の 特 徴 出土位置 備　 考

4 7 4 土師質土器 内耳鍋 （5．2） ［15．6］ 石英 ・長石・雲母 褐灰 普通 ナデ 覆土中 5 ％

第1694号土坑（第348図）

位置　調査区中央部のF8b2区に位置し，台地上の南側に立地している。
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重複関係　第890・1434号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸0．8m，短軸0．7mの隅丸方形で，長軸方向はN－320－Wである。深さは17cmで，壁は緩く外

傾して立ち上がっている。底面は皿状である。

覆土　2層からなり，ブロックや炭化物を含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

④恵3－
A50・2ml

‾‾車‾‾　』＝∃m2

第348図　第1694号土坑実測図

土居解説
1暗　褐　色　　鹿沼パミスブロック少量，炭化物微量
2　極暗褐色　　鹿沼パミスブロック少量，炭化物微量

遺物出土状況　土肺器片1点，土師質土器片3点（小皿2，鉢

1）が出土している。土師器片は人為堆積時の混入と考えられ

る。土器はすべて細片で図示できなかった。

所見　時期は，重複する第1434号土坑が近世と考えられること

から，近世以降と考えられる。

第1841号土坑（第349図）

位置　調査区西部のE619区に位置し，台地上の南側に立地している。

規模と形状　径0．5mの円形である。深さは30cmで，壁は直立している。底面は平坦である。

覆土　4層からなり，ブロックを含む堆積状況から人為堆積と考えられる。

、∴三二‾‾‾
▼、

メぜと＝＝ヒ＝］m　　』＝二王二二∃cm

第349図　第1841号土坑・出土遺物実測図

第1841号土坑出土遺物観察表（第349図）

土居解説
1黒　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量
4　灰　褐　色　　ロームブロック少量

遺物出土状況　土師質土器片8点（小皿），陶器片

1点（碗）が出土している。645は覆土中から出土

している。

所見　時期は，出土土器から16世紀後半と考えら

れる。

番 号 器 質 券 種 口 径 器 高 － 胎　 土 色 調 絵 付 粕 色 寒由薬 産 地 年 代 出 土 位 置 備　 考

64 5 陶 器 碗 ［10 ．5 ］ （5 ．3 ） － 緻 密 灰 自 － 灰 自 灰 粕 瀬 戸 ・美濃 ヵ － 覆 土 中 2 0 ％

（7）溝　跡

当遺跡からは，中・近世と考えられる溝跡が18条確認されている。以下，第1・2・3・5・6・15・16・

21・40・41号溝跡については遺構と出土遺物について記述し，その他のものは第380～383図と土層解説に記載

した。

第1号溝跡（第350～355図・付図）

位置　調査区中央部D7j4～F7bl区に位置し，台地の南側で南北に延びている。

重複関係　第6号地下式境，第2号住居跡，第5号溝跡，第350・423号土坑を掘り込み，第134・939号土坑に
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第350図　第1号溝跡実測図



掘り込まれている。第11号井戸跡，第1714号土坑との新旧関係は不明である。

規模と形状　第1714号土坑の南側にあたるD7j4区から南西方向（N－13。－E）に直線的に延びている。南西

方向は調査区城外に延びているため，全体の規模は不明である。確認できた長さは51．0m，上幅1．7～2．9m，下

幅0．4～1．0m，深さ105～174cmである。壁は外傾して立ち上がり，断面は逆台形状を呈している。

覆土15層からなる。第1～3層はレンズ状の堆積状況であることから自然堆積で，第4～15層はロームブロ

ックを多量に含む堆積状況であることから人為堆積と考えられる。A・Bセクション間では，確認面から70～

90cmほどの深さ（ほぼ第2層と第4層の間）に礫がレンズ状に連続して確認された。また，粘土塊や炭化物の

広がりも確認された。

土居解説
1褐　　　色　　ロームブロック・鹿沼パミス少量
2　褐　　　色　　ロームブロック少量
3　暗　褐　色　　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物・鹿沼

パミスブロック微量
5　黒　褐　色　　ロームブロック中量，鹿沼パミスブロック少量
6　暗　褐　色　　ロームブロック少量
7　褐　　　色　　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少量
8　黒　褐　色　　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

9　極暗褐色　　ロームブロック多量，焼土粒子微量
10　暗　褐　色　　ロームブロック中量
11黒　褐　色　　炭化物少量，ロームブロック微量
12　黒　褐　色　　ロームブロック中量
13　褐　　　色　　ロームブロック多量，鹿沼パミスブロック少

量，炭化物微量
14　黒　褐　色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量
15　にぷい黄褐色　　ロームブロック・鹿沼パミスブロック少量，

炭化材微量

遺物出土状況　縄文土器片344点，弥生土器片1点，土師器片443点，須恵器片58点，土師質土器片294点（内耳

鍋278，小皿3，火舎13），瓦質土器片10点，陶磁器片4点（陶器皿2・片口鉢1，磁器碗1），石器62点（石臼

1，砥石12，磨石・蔽石49），鉄製品2点（斧，不明品），鉄棒2点が出土している。遺物の多くは，確認面か

ら70～90cm下位の礫が多数確認されている位置，もしくはそれより下層から出土している。異なる時代の遺物

が多量に出土しているが，これらは流れ込みや混入によるものと考えられる。304は覆土上層から出土したも

のであるが，本跡と第2号溝跡から出土した土器片が接合したものである。329も覆土上層から出土したもの

である。

所見　調査区の中央部を南北に延びる溝で，断面が逆台形状を呈している。時期は，出土土器から中世と考え

られ，15～16世紀代までには溝としての機能を終えたものと考えられる。

㍉：＿＿ 三二‥「二：＿

第351図　第1号溝跡出土遺物実測図（1）
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第352図　第1号溝跡出土遺物実測図（2）
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第353図　第1号溝跡出土遺物実測図（3）
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第355回第1号溝跡出土遺物実測図（5）

第1号溝跡出土遺物観察表（第351～355図）

招

一DM2。

⊂：二「．二二⊃

0　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

〔⊃。5。

Q48

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎　 土 色調 焼成 手法の特徴 出土位置 備　考

301 土師質土器 小皿 ［9．9］ 2．7 ［4．6］雲母・赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り後ナデ 覆土中 15％

302 土師質土器 小皿 ［10．1］ 3．4 ［4．6］石英・雲母 褐灰 普通 底部回転糸切り 覆土中 15％

303 土師質土器 小皿 11．0 3．1 4．3 雲母・赤色粒子 黄褐 普通 底部回転糸切り 覆土中 95％　外面一部に
油煙　　　　 PL51

304 土師質土器 火舎 ［48．4］（10．5） －
長石・雲母 橙 普通 内面ナデ，外面にリング状飾り印 確認面から0．7m 5％　　　　　 PL52

305 瓦質土器 火舎 ［37．0］（8．1） － 長石・雲母
黄灰 普通 内面ナデ，外面に花文スタンプ

印と波状文
覆土中 5％　　　　 PL52
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墾 上 塑 」 墾 山 草 漣 可 離 中 元 1 「 「 蕗 丁 遠 ！　 手 法 の特 徴 出士位置 備　考
灘6 瓦質土器 植 軽 中 頑　 長石。雲母　 黒色　 普通厚 磐 梯ナデ 外商に花文スタ 将士申 5 00　　　　 PL52
灘車 腋 土器 措鉢 恒10 車 も可　 ほ霊姦 石車 ぶ噛 褐 普通巨 条路 位の措略 体部横げ 覆士中 摘％
灘画 質土器 措鉢 恒 也 聖 上 」 翳 語 牟 千 首 丁 嘉 内面揺り＝ 将士中 5％
攣 直 撃 墾 桓 攣 桓 攣 巨 攣 極泌 憤 怒 臨 李 下 義 一橙i普通 横ナデ 将士申 5％
堅 捷 型 軸 墜 如 攣 山 域 ∵ 斗 車 料 嘉 車 高 珂 普通 内面工共による横ナデ 将士中 5％
聖 上 撃 墜 恒 攣 座 埜 恒 魂 「 つ や 譲 料 料 「 有 「 普通

横ナデ 将士申 3 ％
3可 土墜 墜 座 攣 座 埜 恒 魂 ∵ つ 尉圭 彿 「 匝 謡 珂 普通 横ナデ 将士中 5％
攣 圭 撃 墜 痙 攣 」 ∵ 恒 頑 「 つ 欝翳 活 き 区 議 珂 普通 ナデ，外面煤付着 将士申 5％
3可 土墜 墜 軽 攣 」 ∵ 恒 効 ∵ つ 欝裏 窓 ぎ 匡 謡 可 普通 外面へラ削り，外面煤付着 将士申 5％
可 土鵬 土器桓 鍋　 つ 摘潮　 慄雷義 母o iにぷ噛 褐 普通 ナデ，外面煤付着 将士中 5？0
聖 上 撃 墜 痙 攣 上 ∵ 恒 頑 「 つ 欝裏 窓 吾 匡 謡 可 普通

ナデ，外面煤付着 覆士中 5％
凱車 糟 土器桓 鍋 つ 路 顧　 麿 義 色粒恒 い褐 普通

ナデ，外面煤付着 将士申 5％
璧 幸 撃 墜 痙 攣 「 ∵ 恒 凍 ㍉ つ 詳裏 窓 君 匡 謡 可 普通 ナデ，外面煤付着 将士申 5％
凱車 醗 土器桓 鍋 つ 摘 可　 憐 覧話 者 にぷ減褐 普通 ナデ，外面煤付着 覆士中 5％
3 中 糟 土器桓 鍋　 つ 路 可　 博覧 詑 ヂ 恒 減 普通 ナデ，外面煤付着 覆十申 5％
32車 撃 墜 恒 攣 虹 二 上 攣 「 ∵ 緩 急 譜 断 十 彿 料 下 露

ナデ 確認面か
ら0．8m 5 ％

聖 上 撃 墜 座 塑 恒 埜 恒 凍 上 つ 蜜 稟 活 き 匡 扁 珂 普通 横ナデ 確認面か
ら1」m 5 ％

聖 上 撃 墜 座 塑 漣 整 い 項 「 つ 欝慧 露 き 「 彿 「 普通 ナデ 得土中 5 90
堅 捷 堅 強 墜 頼 二 斗 空 車 餌 場 鷺 恕 津 軽 ㌫ 珂 普通 内面へラナデ 将士申 30㌔
霊中 略 土器桓 鍋ヵ　つ 摘め顔桓 璃 雷義 母か　 褐灰　 普通 内面へラナデ 将士中 2の％
霊車 鵬 土器桓 鍋ヵ　… 恒 項 数 璃 雷義 母車 ぶ減 褐 普通 内面へラナデ，休部外面へラ痕 将士申 10％
堅 適 撃 墜 上 生 垣 攣 極 所 「 つ 畢 摘 鋸 料 「 有 「 普通 休部植ナデ 得十車 10㌔　　　　 PL 52
堅 漣 堅 軋 旦 適 墜 恒 効 二 幸 塑 料 料 巨 料 丁 彿 内面ナデ 覆士中 5％

離中躇「捌聾　巨凋恒摘 底径　胎土　 色謂　極可　 粕色　 柄 ！産地 年代　桓土位置 備　考
可 離日 憫 「つ 錮 0年　　　 舶　 染翻す　朗　 透明　 肥前 1撒妃後半麿怒 5の％
刺 繍1 皿 「つ … 仁　　 恒 潰 「つ 離日 壷可 嘉嘉 古瀬戸後期恒摘 摘％
可 曜日 旭 「つ ㈹ 」 適 生」 恒 隼 上中 料可 頂 可 嘉遠 蟻酬勤務半　襟土中 5％
畢極可舶鉢「つ㈹ 」堅二⊥華隼「丁二「匝彿γ嘉 暦 怒 5％

番号巨細 「鋸 i 幅 巨郎 目脂 巨帽 i　 特　　 徴　　 目地 離日 備　考
M 摘　　 斧 ‖摘 巨細 恒 06 巨捌 i 鉄 ！刃部…一一部欠損　　　　 ！穫土中　 i PL（う1
M 2車 明品 寸．3 寸．3 0．6 「 17ぜ5 鉄 刃先一部欠損 基部に乳はの×e郎 覆土中　 i

番号i 器擾 i 長さ i 幅 厚さ ！重量 ！材質 i　 特　　 徴 出土位置 ！ 備 考

雛中　 臣可　 …・ 恒鵬 蟻や中 綿風 車 山岩芯棒孔径 蛾 副港密 覆土中　　　　 辛白　　　　PL諦
Q後車　 臼i　 いぬ 蟻の中 線 調 安山岩i ぼみの一部残存 i覆土中　 巨臼

Q墟 砥　 石日 の　目 02 関　 巨胤 中 多　 可藷 彿 覆土中　 ！

Q墟 砥　 石巨 も項　 05 闘　 い胤 中 妙　 可 璃 朋 覆土中　 i

経 砥　 石い1 8の 恒 の4 錮　 巨磯 城 棒 針軒 藷 朗 穫土中　 i
Q犯 砥　 石日 の目　 ぬ、 ぉ　巨 花畑 粘板岩巨面健用 覆土申　 i

維極　 右巨潔中　 開 3．7　 （389．0）砂　　岩　藩状切削面が5条 覆土中　 i　　 PL鮒

攣 極　 萎車 潮 目　 裟中 墜つ 日射葎蝕離幸崎綱 覆土中　 i　　 pL緋

第　聾満開　第器㌦詭園の付図）
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重複関係　第5号溝跡を掘り込んでいる。第23号溝跡，第1301号土坑との新旧関係は不明である。

規模と形状　E7h2区から南西方向（N－150－E）に直線的に延びている。南西方向は調査区城外に延びて

いるため，全体の規模は不明である。確認できた長さは18．5mで，上幅1．6～2．2m，下幅0．3～0．8m，深さ117

～132cmである。壁は外傾して立ち上がり，断面は逆台形状を呈している。

覆土　7層からなり，ロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。

土居解説

1　褐　　　色
2　褐　　　色

3　暗　褐　色
4　暗　褐　色

ロームブロック中量

ロームブロック少量

ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ロームブロック中量

第356図　第2号溝跡土層実測図

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　黒　褐　色

ロームブロック中量，炭化物少量
ロームブロック多量

ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

遺物出土状況　弥生土器片1点，土師器片152点，須恵器片13点，

土師質土器片198点（内耳鍋174，小皿20，火舎1，鉢3），瓦質

土器片8点（火舎4，焙烙3，十能1），陶器片3点（碗2，

皿1），石器31点（砥石7，磨石・敲石24），鉄製品3点（鉄1，

不明2），鉄淳5点が出土している。遺物の大半は人為堆積時

の混入と考えられる。

所見　第1号溝跡に平行して延びており，断面が逆台形状を呈

している。時期は，出土土器から16世紀代と考えられる。

0　　　　　　　　　10m
圭　　　i　　　！

1284－

第357図　第2号溝跡出土遺物実測図（1）
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第358図　第2号溝跡出土遺物実測図（2）
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第359図　第2号溝跡出土遺物実測図（3）

第2号溝跡出土遺物観察表（第357～359図）

Q56

∈≒さ。54

∴二 0

ロ。57

番 号 種 別 券 種 口 径 器 高 底 径 胎　 土 色 調 焼 成 手 法 の 特 徴 出 土 位 置 備　 考

3 3 3 土 師 質 土 器 小 皿 5 ．4 1 ．6 3 ．3 赤 色 粒 子 に ぷ い 黄 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り ， 内 外 面 ナ デ 覆 土 中 1 0 0 ％　　　　 P L 5 1

3 3 4 土 師 質 土 器 小 皿 5 ．6 1 ．6 3 ．5 長 石 ・白 色 粒 子 浅 黄 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 覆 土 中 9 5 ％　　　　 P L 5 1

3 3 5 土 師 質 土 器 小 皿 5 ．6 1 ．7 3 ．2 白 色 粒 子 に ぷ い 黄 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 覆 土 中 7 0 ％　　　　 P L 5 1

3 3 6 土 師 質 土 器 小 皿 ［ 5 ．6 ］ 1 ．3 3 ．2 白 色 粒 子 ・微 礫 に ぷ い 黄 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 覆 土 中 6 0 ％　　　　 P L 5 1

3 3 7 土 師 質 土 器 小 皿 ［ 6 ．8 ］ 1 ．6 4 ．0 雲 母 ・ 赤 色 粒
子 ・ 微 礫

に ぷ い 黄 橙 普 通 底 部 回 転 糸 切 り 覆 土 中 6 0 ％

3 3 8 土 師 質 土 器 小 皿 ［ 6 ．8 ］ 1 ．8 ［4 ．2 ］ 赤 色 粒 子 ・微 礫 に ぷ い 黄 橙 普 通 ナ デ 覆 土 中 2 0 ％

3 3 9 瓦 質 土 器 措 鉢 ［2 6 ．3 ］ （1 1 ，0 ） － 石 英 ・長 石 ・雲 母 黄 灰 普 通
1 3 粂 1 単 位 の 揺 り 目 。 休 部 縦 方
向 ナ デ

覆 土 中 3 0 ％

3 4 0 瓦 質 土 器 措 鉢 ［2 9 ．2 ］ （ 6 ．3 ） － 白 色 粒 子 ・雲 母 に ぷ い 黄 橙 普 通
4 条 1 単 位 の 粗 い 揺 り 目 。 休 部
縦 へ ラ ナ デ

覆 土 中 5 ％

－286一



鮒　 馴 極穫im径！鵬 ！底径！ 胎 土 ！色調 ！焼成！　 手法の特徴　　 恒 位置i 備 考

鍼　 瓦質土器　 舎ヵ　つ 綾も可　 悸響諸 色粧 灰黄褐　普通体部綻方恥 ケ昌　　　 覆土中 恒

封　土鵬土器焙烙匝 融恒中 潮の璃 李諸 色粒恒 い褐 普通桓嫁部横げ　　　　 覆土中 極％

湖中 師質土器瞞 銅棒 車 の可　 序数長石の雲母恒 噛褐普通恒舶 横ナデ　　　　 恒 中 i ％

凱　 土舶用 桓 窮極 や中 ゆ鶉　 磨 諸 色粒恒 い繍 普通恒揺部横げ　　　　 穫土中 恒

壷　 糟土器桓 鍋匝 車 の顔　つ 謡 漂甜 恒 減褐普通恒線部横ナデ　　　　 恒 中 恒

封車 師貿土器桓 鍋 … 恒 可　 懐獣 詣 幸 ぷい橙 普通恒緑部横げ タ滴煤付着　 覆土中 i ％

348 匡師質土器桓鍋車 0項 7の5車 の車 英さ長石を雲母i 赤堅士攣吏攣誓∵ ＿＋ ＋ ……丁彿嘉丁議

鍼　土腋土器桓鍋ヵ　… 恒の討　…　 英を長石が雲母　 赤褐　 普通 榔 げ 外商煤爛　　 覆土中 i ％

滋　 土繍土器桓鍋カ　… 陣 中 鵬 極石の雲母磯礫 灰摘　 普通 舶 ナデ　　　　　 極土中　 ％

滋車 糟土器桓鏑ヵ　…恒 函恒の車 英蘭 や雲母恒 減 普通 榔 げ　　　　　 覆鯛 恒

器中 酵土器梱 恒を車 中 膵ぜ車 蟻予0雲母巨ぷ減橙 普通 体部横ナデ　　　　　 覆土中 擁％

攣瀕準墜拉聖上∵恒叫「つ 轟鐙等済匡謡可 普通　滴は磨凱反対の猷斜め弧 匪膵 恒　 ‥彿

聖 恒 攣 直 射 墾 車 両 墾 車 溜＋ 幸嘉 珂 普通 へラ削り　　　　　 覆土中 極％　 PL盟

滋5 瓦質土器巨能恒 調恒の軸 の糾極右8雲母 恒 減橙 普通トラ削り　　　　　 覆土中 極％　 PL髭

鮒極可　浄穫　圧可掛杵般 堅皇⊥些生麺堅」堅」」塗J j 車丁頂嘉「嘉遠抒議竃
m 庫軒膵臓「つ魁中脳 堅＿上里」二⊥旦⊥墾山車率「「丁茹司遠
鮮極藩棒臓車「㍉極所 堅＿⊥塑」ニ⊥墜⊥率司車率「「丁遠司
漏8 陶器　 姐　 恒 霊恒のl 恒 03 摘 欄刺 浅黄 「つ 舶 －プ　 灰馳　 駆 の美濃巨纏虎来 援土中　庫％

番号 朗夏「雛 」生⊥堅」曇堅⊥東山＝＝亘二二逐「「丁雇忘年 F 竃竃

Q56 砥　 可 ］闘 6滴 i 針隻「凱中 砂　 岩糊溝状切削離鞄条　　　 極土中　 i　　 pL緋

Q57 砥　 石恒 08 聖 上 堂 上 禦 通 墜 址 墾 堅 二 二 二 「 「 面 ㌃ 「

番可　 削 「鋸 幅　 巨 郎つ 巨蟻 つ 欄 特　　　　　 徴 出土位置 i 備 考

M凱　 鍍　 目 せ朝 e中　 0日 彼 郎　 鉄 茎部のみ残存 i覆土中　 i

M 車 明品い もの e5　恒 07　日 の中　 級 両端が対照的に屈曲 ［覆土中　 匝装具の欄 性あり

M 2 恒 びカ恒 も2 や　 日 の目 齢 裏　 鉄 先端部がやや薄く加工されている 覆土中　　　　　　　　　　 PL飢

第　鸞湧妙　策罰図の付図）
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土層解説
1　褐　　　色　　ローームプロ㌧ソク，鹿沼バミス多量

2　褐　　　色　　ローーム粒十多晶，鹿沼ノiミス中量

3　褐　　　色　　ロームブUツク中量，鹿沼バミス少量
・1暗　褐　色　　ロームブロック少量，鹿沼バミス微量
5　褐　　　色　　ロー一一ムブロック・鹿沼バミス少量

6　暗　褐　色　　ロームブロック少量

7　褐　　　色　　ローームブロック中量

8　灰　褐　色　　鹿沼バミスブ［ブック少量，ロームブロック微量
！）にぷい褐色　　U一一ムブロック中量　鹿沼ノ（ミス少量

1し）褐　　　色　　ローム粒子一巨量
11にぷい褐色　　ローム粒千中量

、、　　　　　　　　、　　　　　　　′　　　′’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　′　′　　　　　‾

′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　・・　′　　　′′　　′　　　‾　　／ニ　　　　　　　　′ノ
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津1点が出土している。遺物の大半は人為堆積時の混入と考えられる。

所見　第2号溝の北側に位置し，第1号溝に平行して延びており，断面が逆台形状を呈している。時期は，出土

土器から15、16世紀代と考えられる。

瑠6，㌔。6。

第360図　第3号溝跡土層・出土遺物実測図
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第　号藩跡出土遺物観察羨　第舗図∋

番号 酬 極 擾 極 径 極 高 極 径 i 胎 土 i 色調 ！焼成 i　 手 法 の 特 徴　　 恒 位置i 備 考

359 土鵬 土器 香炉 陣 中 項　 も 磨 諸 色粒恒 い橙 普通 体部横ナデ 三足力　　　 穫土中 i壷％　 Pは

360 士鵬 土器 揺鉢 i i路を車 み痛 苦 ㌔ 恒 い褐 普通 i 発 単位の揺り目　　　 穫土中 i ％

3飢 土鵬 土器瞞 鍋 つ 路可　 極 英あ長石を雲母　 窯場　 普通 痛 へラナデタ 摘 馴 着　 穫土中 恒

番号 器質 器種 日経 編 棒剰 胎 士 i 墜 』 堅 捷 堅 ⊥ 堅 J 亘 亘 「 南 ア 扇 面 簿 濁

詣2 陶器 号「」鉢 トゴ3．81 錮 上 中 掛 鈷 攣 」 ニ ⊥ 二 二 」 ニ ⊥ 逐 亘 事 重 義 薄 義 司 議

3幻 陶器 婆ヵ －
闘 「つ 拓 璧 』 三 』 二 二 ⊥ 二 二 」 垂 コ 二 三 「 簿 露 「 議

番号　　種別 「齢 i 幅 日鋼 巨 蟻 i　　　 帝 徴 目 地 離 日 備　考

DPl ｛　　拗 摘。5 恒 を2 5。2 恒 捌 恒舶 言 寧なナデ i覆土中　 i PL57

鮒I削 長さi 幅 堅⊥堅⊥墾⊥＿連二二を「丁義遠管苛篇
M 銅　　 鏡 JJ ．5　　　　 6．3

8日 脱 の　 鉄　 柄の部分に棚 残存　　　　 種土中　 i　　 軋 凱

第　号湧妙　第諦　め溺固め柑園ラ

健置　調査区中央部のⅢ捌～評冒転区に位置し　海地上を南北に立地して折る。

重複関係　第摘号井夢路　第割を臓獅号圭坑を掘　込んで齢る。また第　を　ぬ　め　02号藩　第摘号竪穴

状遺構　第号丑坑に掘i込まれ貰折る。第　号井戸跡　第鍼　や摘掴尊堂坑との新旧関係は不明である。

規模藍形漉　録親区から南西方向　闊～臓の…既出二直線的に延び汐。m地顔軽で約　m幅が調査区域外とを

′

込まれ若齢るため　全体の規模は不明である。確認で　た窺さば盟のmで　患幅。～。m　帯幅の～。m夢

深さ磯～渕gmである。壁は外傾して立ち上が軋　断面は逆由形状を豊して折る。

滞豊　　層からな軋　プ闇ツタ状に堆積して折る芸とかち兇為堆積と考えられる。

土層解説

且　黒　褐　色　　ローム粒子少量夢　焼土粒子微量
ご　黒　　　色　　し「一∴粒J′・・燻「幸′守微量

3　黒　褐　色　　しトーム粒j’・少量

‘1黒　褐　色　「トー∴ブlJ㌧′ケ中量∴　鹿沼バ．ミス′レ量

剥離臆膿選　窮腰弱縮凋鼠凋臆患酎拇慮言摘藩射儲放寡懐掛細浦言摘憾剥離繍媚摘瀾哉

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

鋼片が出土して折るが　細片のため囲嘉すること

ができなかった、F、．

所鳳　第　号潅　第　号藩に掘　込まれて折るがタ

出土土器からは時期差はほとんどなら　蟻健紀以

降蟻健能代までには　藩としての機能を終えたも

のと考えられる、〕

第　号清跡出立遺物観察衷　第溺囲う

遭＿50伽11　　＿　　旦

磯　璃薪
第義固　第　号港跡土層実測図

0　　　　　　頂間

』≡豊≡』

墾 「酬 i翻車璃極可離日　歯う 色調 i焼成i　 手法の特徴　　 極土位置i 備考
訪中 糟土器小皿恒の車 の　恒 中 英の雲母 にぷい橙普通巨デ　　　　　　　 覆土中 翻％
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第362図　第5号溝跡出土遺物実測図

Q58

廿

番 号 器 種 長 さ 幅 厚 さ 重 量 材 質 特　　　　　 徴 出 土 位 置 備　 考

Q 5 8 砥　　 石 （1 3 ．1） 5 ．4 2 ．6 （2 5 8 ．0 ） 粘 板 岩 三 面 使 用 覆土 中 P L 6 0

Q 5 9 砥　　 石 （1 0．5） 4 ．2 3 ．1 （2 0 2 ．0 ） 粘 板 岩 三 面 使 用 覆土 中

Q 60 砥　　 石 （9 ．1） （4 ．4 ） 2 ．9 （12 5 ．0 ） 粘 板 岩 一 面 使 用 覆 土 中

第6号溝跡（第363～365図・付図）

位置　調査区中央部のE7h4～F7d4区に位置し，台地の南側に立地している。

重複関係　第5号溝跡，第59・539・754・755・607・918・1890号土坑を掘り込み，第23号溝に掘り込まれてい

る。第746号土坑との新旧関係は不明である。

規模と形状　E7h6区から西方向（N－75OTW）に直線的に延び，7m地点から東西に攣曲しながら南西方

向（N－22。－E）に約15m延びている。その後，南東方向（N－61。－W）に延び，6m地点で屈曲し南方向

に延び調査区城外に至っている。南方向が調査区城外に延びているため，全体の規模は不明である。確認でき

た長さは36．6mで，上幅0．6～1．8m，下幅0．2～0．8m，深さ50～97cmである。壁は外傾して立ち上がり，断面は

逆台形状を呈している。

覆土　6層からなり，ロームブロックや粘土ブロックが不規則に含まれていることから人為堆積と考えられる。

土居解説
1　極暗褐色　　ロームブロック・粘土粒子微量
2　暗　褐　色　　ロームブロック・粘土ブロック少量
3　極暗褐色　　ロームブロック・粘土ブロック少量

4　極暗褐色　　ローム粒子・鹿沼パミスブロック少量
5　褐　　　色　　鹿沼パミス中量，ローム粒子少量
6　極暗褐色　　鹿沼パミス中量，ローム粒子少量



遺物出土状況　縄文土器片124点，土師器片101点，須恵器片6点，土師質土器片105点（小皿19，内耳鍋57，鉢

13，嚢16），瓦質土器片3点（鉢），陶器片4点（碗），磁器片2点（碗），石器4点（石鉢1，砥石3），木器・

木製品（漆椀），鉄製品2点（不明），A50．0m

鉄棒7点が出土している。遺物の大

半は人為堆積時の混入によるものと

考えられる。

所見　時期は，出土土器から15世紀

後半以降17世紀前半ばまでには機能

を終えていると考えられる。
第363図　第6号溝跡土層実測図
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第365図　第6号溝跡出土遺物実測図（2）
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